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ＣｏＲｕＫ 神奈川県から故郷へ！美容室の開店告知チラシ作成支援

長崎県 68

わかめや本舗　daiana 食料品卸売事業者のわかめ袋詰め作業の外部委託支援
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株式会社　田島技術 土木システム開発の社内体制構築に対する支援

鹿児島県 74

有限会社　船津ソーイング 縫製工場の設備配置等見直しによる生産性向上支援

沖縄県 75

株式会社　CAMUECO 大宜味村産シークヮーサーを活用した新商品開発支援

宮崎県中小企業等支援プラットフォーム／宮崎商工会議所

鹿児島県よろず支援拠点

中小企業地域プラットフォームかごしま／公益財団法人かごしま産業支援センター

沖縄県よろず支援拠点

佐賀県よろず支援拠点

ながさき経営支援プラットフォーム／長崎県中小企業団体中央会

熊本県よろず支援拠点

大分県よろず支援拠点

大分県産業創造支援ネットワーク／公益財団法人大分県産業創造機構

愛媛県よろず支援拠点

えひめビジネスサポートネットワーク（チームえびす）／公益財団法人えひめ産業振興財団

高知県地域プラットフォーム「チームよさこい」／高知商工会議所

高知県地域プラットフォーム「チームよさこい」／宿毛商工会議所

北九州地区中小企業支援プラットフォーム／北九州商工会議所

ひろしま中小企業支援ネット／公益財団法人ひろしま産業振興機構

さいきょう「元気」中小企業支援プラットフォーム／株式会社西京銀行

山口県経営支援プラットフォーム／公益財団法人やまぐち産業振興財団

徳島県よろず支援拠点

中小企業支援プラットフォームかがわ／公益財団法人かがわ産業支援財団

島根県よろず支援拠点

岡山県経営支援プラットフォーム／岡山商工会議所

岡山県中小企業支援プラットフォーム／公益財団法人岡山県産業振興財団

広島県商工会連合会・広島県中小企業団体中央会連携プラットフォーム／広島県商工会連合会

広島県内商工会議所・広島県中小企業団体中央会連携支援プラットフォーム／広島商工会議所

鳥取県中小企業支援プラットフォーム／鳥取県中部商工会産業支援センター

支援元機関名
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販促
支援

全員一丸の販売促進ができる体制づくりを支援北海道

支援体制

室井 裕美 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は、北海道旭川市において創業以来30年以上にわたり地域に根差した営業を行っている老舗洋菓子店であ
る。「お昼ねプリン」などのヒット商品に支えられ、これまで順調に業績を拡大しており、3年前に同市内に初の支店とな
る2号店を出店した。しかし、地域の顧客層の違いから、支店での客足が伸びずに苦戦を強いられていたこともあり、取
引金融機関の紹介で当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当拠点のＣｏが面談や現地視察を重ね、本企業と競合店の環境を分析したところ、近隣有力店はデザイン性の高い
“おしゃれな”洋菓子を、主に地域の若年層を対象に提供していた。そこで本企業のターゲットをファミリーや高齢層に
絞り、老舗のイメージを再認識させるという営業方針で合意した。具体的にお店づくりを進めるなかで、ターゲットに合っ
たＰＯＰや販売促進グッズ制作のノウハウが必要となったことから、支援経験が豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず、店づくりの目標を、老舗のイメージを保ちつつも“入りやすい店”とすることとし、
そのためのＰＯＰやキャッチコピーについて、作り方の基礎を指導した。また、店外に
も告知できるよう窓ガラスへＰＯＰを設置するよう提案し、季節商品の販売時期に告知
を強化してプロモーションに緩急をつけるなど、効果的なPR方法についてアドバイスを
実施した。

さらに、従業員各自が担当商品を決めてＰＯＰを作成しながら各々責任を持って販売
促進を行うようアドバイスし、自社のみで継続して推進できる販売促進体制の構築を支
援した。

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

北海道よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家の声

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t6Z7BQAU

■氏名：室井 裕美
■保有資格：なし
■専門分野：販売促進
■専門家の声：実践的で、現場ですぐ
に活用できるような販売促進の方策
をアドバイスするのが支援の方針。
本支援は、吸収力の高い従業員のモ
チベーション向上にもつながり、体制
作りにも寄与した支援となった。

即実践できるものが多く、大変わかりやすい支援でした。
具体的に売上につながったこともそうですが、何より専門家
派遣を通して、社内の雰囲気が明るく変わりました。
特に若い従業員から積極的に提案が出るようになり、工夫が
できる組織になったことが、一番の成果と感じています。
室井先生が地元旭川出身であることが、従業員にとっての親
近感にもつながったと思います。
これからもずっと、地元旭川に愛されるお菓子と、お店作りに
励んでまいります。

専門家の支援に基づきＰＯＰを制作し、設置したことにより、店舗内外からの視認性が高まり、
来客数の増加につながった。特に夏季のジェラート・アイスは、季節商品として店頭プロモーショ
ンを強化した結果、7～9月の3か月間で、販売個数が前年の1,311個から2,516個に、売上額も
555千円から846千円まで増加するなど、支援前に比べ1.5倍の伸びを達成した。
このように、季節ごとに売場展開に強弱をつけていくことで、今後も売上の伸びが期待できる。

有限会社 エチュード洋菓子店

■業種：卸売業、小売業
■従業員：9人
■資本金：1,000万円
■創業：昭和58年10月
■住所：北海道旭川市旭町1条9-689-23
■企業概要：洋菓子店

企
業

店
外
に
向
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た
Ｐ
Ｏ
Ｐ

店
内
Ｐ
Ｏ
Ｐ

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t6Z7BQAU


平成28年度専門家派遣事例 2

もの
づくり社外製造委託に向けた委託先企業マッチング支援北海道

支援体制

伊藤 敬三 氏

北海道中小企業総合支援プラットフォーム

公益財団法人 北海道中小企業
総合支援センター

専
門
家

株式会社 ロム

■業種：学術研究、専門・技術サービス業
■従業員：7人
■資本金：1,800万円
■創業：平成15年
■住所：札幌市中央区南2条西2丁目10
■企業概要：微生物の研究・商品開発・販売

■支援の経緯
本企業は、創業時より産学官の連携にて微生物を研究し、高生産培養方法について日本のみならず海外でも特許権
を取得している企業である。現在研究開発中のＤＨＣ高生産微生物について、商談会等で商品化の引き合いが増加し
たことを受け、外部委託による商品化を実現するため当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当機関職員によるヒアリングの結果、本企業はこれまで社外製造委託の経験が乏しく、委託先企業の選定手順や製
造委託に必要なデータの取得及びその整理手法など、製造委託を行うための知識が不足してることがわかった。その
ため社外製造委託によるＤＨＣ高生産微生物を活用した商品開発を具体化するには、生産コストや生産可能量などの
基礎データを取得して整理する必要があると判断し、バイオ関連事業における豊富な支援実績があり高度専門的な知
見と人脈を有する本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
本企業の研究内容や商品化に向けた計画などのヒアリングを実施し、製品化へ
向けた技術的アドバイスを行うとともに、製造委託による商品開発を実現するため
の情報整理手法や、交渉におけるポイントなど包括的な支援を行った。
具体的には、ＤＨＣ高生産微生物株の培地コストが高価になることから、安価な
培地の情報収集や研究開発を進めることを助言し、北海道内でパイロット培養が
できる企業を数社選定した。また、委託先企業に提示するための資料として、機能
性有効成分の生産量や生産コスト等の算出、原価計算や販売量の設定について
サポートし、交渉に同席して共同研究、共同開発につながるよう支援した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成
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関
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専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000dwmPPAAY

支援

企
業

■氏名：伊藤 敬三
■保有資格：博士（医学）
■専門分野：バイオ関連分野
■専門家の声：北海道には、きらり
と光る技術や製品を保有している
中小企業があるが、商品化のノウ
ハウや販路に弱みがある場合が多
く、そのような企業が持続発展する
支援をしていきたいと考えています。

当社は研究開発を主として行っており、業務委託について
「何をどうすればいいのかわからない状態」でしたが、当社の
研究内容・開発商品について的確に把握して頂いた上で、製
品開発を可能とする企業をピックアップ頂けました。条件に合
致する委託先企業との具体的な交渉の場でも、問題点や課題
などについて的確に指摘頂きながら、交渉で必要となる書類
やデータ類の整理・抽出方法などわかりやすく指導頂きました。
今後の展開が楽しみです。大変感謝しております。

支援を得て、本企業の目指す商品開発の実現に必要な技術的能力と条件の整った委託先企業とのマッチングに成功した。交
渉においても本企業の研究レベルや研究内容を的確に委託先企業へ伝えることができ、単なるＯＥＭ培養の委託のみならず、共
同研究・共同開発・独占的製造委託契約など幅の広い成果へとつながった。
また、委託先企業以外にも、本企業が有する菌株や研究内容に興味を示す企業が出てきており、現在、数社との具体的な交渉
に進んでいる。通常、大手企業との交渉では、大手企業の意向や要望が強くなりがちであるが、少なくとも対等以上の内容で交
渉ができ、今後他の企業との契約においても有利な取引条件を引き出せる応用性の高い支援成果が得られた。

本企業取組内容例

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000dwmPPAAY


平成28年度専門家派遣事例 3

販路
販促
支援

洋菓子店の「高付加価値販売」への転換支援青森県

支援体制

川村 将久 氏

青森県よろず支援拠点

専
門
家

スイーツラボC＆Y（キャンディ）

■業種：卸売業、小売業
■従業員：5人
■資本金： -(万円)
■創業：平成26年6月1日
■住所：青森県青森市旭町2‐3-27
■企業概要：洋菓子店

■支援の経緯
本企業は、青森県青森市に創業した洋菓子店である。事業主はこれまで洋菓子店で経験を積み、2年前に念願の創
業を果たしており、創業以来、本企業は地域の顧客に評価されてきたが、これまでは販売促進にまで手が回っていな
かった。そこで、創業3年目を迎えるにあたり、今後は販売促進にもしっかり力を入れていきたいとの考えから、その手
法について当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当拠点Ｃｏが実際に店舗に出向きヒアリングを行ったところ、日々の接客対応に追われており、計画的な販売促進活
動が行えていないことがわかった。そこで、陳列レイアウトやＰＯＰの改善及びＳＮＳの効果的な活用方法を習得するこ
とにより、販売促進活動を行うことが必要であると判断し、販促物デザイン、顧客拡大、
の支援実績が豊富な本専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まず、基本戦略として「高付加価値販売」を提案した。具体的には、安売りの告知や
クーポン告知は廃止するよう提案するとともに、ＰＯＰの色も改善し、高級感を与える
ダークブラウンを使用するようアドバイスした。また、ジャンル別に色で統一感を演出
することで、顧客が店舗内を回遊し、「もう1品ついで買い」を促す陳列方法を紹介した。
また、季節毎のイベントのキャンペーン開始時期が年々早まっていることから、後手
にならずに準備ができるよう、年間の販売促進計画を立案するよう提案し、そのため
の方法をアドバイスした。さらに、低コストの情報発信手段としてＳＮＳの活用を提案し、
特にＩｎｓｔａｇｒａｍに写真を掲載することで顧客の来店を誘発するよう提案した。

支援概要

成果

事業者の声
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■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjHiAAJ

支援

企
業

■氏名：川村 将久
■保有資格：青森デザイン協会会員
■専門分野：販促デザイン支援
■専門家の声：企業の想いを最大限
効果的に顧客へ伝えることのできるよ
う、具体的な、低コストですぐ行える販
売促進方法提案を行った。洋菓子店
における「ハレ」を演出し、ファンの獲
得を目指していただきたい。

川村先生のアドバイスはどれも具体的で、忙しい日々の中
でも計画的に実施できるような項目で、これから実施していき
たいと思います。
私の想いや、今後どのような店にして行きたいかなど、親身
に丁寧に聞いていただきました。その想いをくみ取ったデザイ
ンや販促方法などアドバイスいただき、大変感謝しておりま
す。従業員や地域のお客様に支持いただける、夢のあるワク
ワクするような洋菓子店に育っていきたいと思います。
大変ためになる支援有難うございました。

年間販売促進活動カレンダーを作成することにより、効果的でタイムリーなキャ
ンペーンを計画できるようになった。また、Ｉｎｓｔａｇｒａｍによる情報発信の結果、掲
載した写真に対して100件近い反応をもらえるようになり、発信内容を閲覧したこと
による来店客が増えてきている。
さらに、安売り等を廃止し「高付加価値販売」に切り替えたことで、顧客一人当た
りの売上単価が増加し、売上額が増加するようになった。

ハロウィンフェア

商品陳列

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjHiAAJ


平成28年度専門家派遣事例 4

創業フットケア事業創業に関する販促ツール作成支援青森県

支援体制

三浦 由佳子 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業の代表である古屋由美子氏は、青森県内外で看護師として30余年のキャリアを持ち、ドイツ式フットケア（爪切
り・巻き爪ケア等）の技術を取得し、勤務していた病院でフットケア業務に従事していた実績があった。平成27年度末に
勤務していた病院を退職したことを機にセカンドキャリアとしてフットケア事業者として創業したいとの意思を持っていた
が、創業に関する知識がなかったため、アドバイスを求め当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当拠点Ｃｏが相談支援を行う中で、本企業代表者に経営の知識と営業の経験がないこと、フットケアサービスが市場
に浸透していないため認知度が低いこと及び高齢者施設とのネットワークがないという問題があることが判明した。そこ
で、創業に向けたステップとして、①本企業のブランドイメージの構築、②高齢者施設をメインターゲットにした販促ツー
ル（チラシ、名刺、ＨＰ）の作成、③高齢者施設とのネットワークの構築を主な課題として設定した。①、②の課題解決に
当たり、チラシのデザイン作成を専門的に支援できるＣｏが当拠点に在籍していなかったため、ブランド構築及び効果
的な広告デザインについて支援の実績がある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
本企業の理念である「高齢になっても自分の足で歩く幸せを提供する」をイメージさせるコーポレートカラーを導入する
ことをまずは提案した。また、チラシの作成にあたっては、紙面全体を柔らかい印象で統一するよう助言するとともに、
ロゴデザインの作成を支援した。なお、チラシについては、本企業の屋号はドイツ語に由来するなど、サービス内容がイ
メージできないため、わかりやすい内容となるようサービス内容のイラスト化を提案した。
また、施術に際し、本企業代表者に対する抵抗感を極力排除し安心感が伝わるよう、これまでのキャリアを記載し、顔
写真も掲載するよう助言した。さらに、ＨＰ開設による情報発信の重要性を説明し、ＨＰの開設支援も行った。

支援概要
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■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000hKj3zAAC

創業や広告についての知識がなく、専門家に依頼すること
になったが、依頼した三浦さんはデザイナーとして創業につ
いても豊富な知識を備えており、初対面時から和やかな雰囲
気で打ち合わせが行われた。
丁寧なヒアリングと要望に対しても適切なアドバイスをいた
だき、迅速な対応で高齢者にも優しく解りやすいチラシができ
あがった。周囲からも人目を引くと評価を受けている。素敵な
チラシ作成に支援いただいた三浦さんには感謝している。

コーポレートカラーやブランドイメージを構築したことで、それに沿った高齢者施設向けのチラシと
名刺が完成し、本年8月に創業が実現した。
チラシの配布により、フットケア事業になじみのない高齢者施設の職員もサービス内容を認知でき
るようになるとともに、配布を受けた高齢者介護施設の管理団体より、施設関係者が多数参加する
イベントにおいて、フットケアのデモンストレーションを依頼されるなど、販売促進の一助になっている。

フスフレーゲ ぐりゅっく

■業種：生活関連サービス業、娯楽業
■従業員： - (人)
■資本金： - (万円)
■創業：平成28年8月
■住所：青森県青森市
■企業概要：訪問による足の爪のケア

企
業

■氏名：三浦 由佳子
■専門分野：地域資源活用/農商工
等連携/創業/販路拡大・販促支援/
創業（トータルデザイン） / 商品企画
デザイン全般 / パッケージデザイン等
■専門家の声：専門分野外の職種で
は私も新人。創業者様と一緒に初め
てを経験して分かりやすさにこだわり
ました。

完成したチラシ（下）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000hKj3zAAC


平成28年度専門家派遣事例 5

販路
販促
支援

地元食材を用いた醸造食品の商品ブランド化支援岩手県

支援体制

菅原 敬 氏

いわて中小企業支援プラットフォーム

株式会社北日本銀行

専
門
家

株式会社 浅沼醤油店

■業種：製造業
■従業員：25人
■資本金：1,000万円
■創業：大正3年
■住所：岩手県盛岡市中ノ橋通1-8-2
■企業概要：味噌・醤油醸造

■支援の経緯
本企業は、岩手県盛岡市に本社のある大正3年創業の味噌・醤油の醸造メーカーである。これまで培ってきた醸造技
術やノウハウを活用し、従来の味噌・醤油の他、地元食材を用いた「新しいタイプの醤油」やアレルギー対応商品など
様々なニーズに応えられる調味料を開発してきた。しかし、商品のラインナップを多くしたもののそれぞれの商品毎の売
上は減少傾向にあった。そこで、この状況を打開するためにどういった改善策があるのか当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ

本企業をヒアリングしたところ、小売商品のラインナップが多くなり過ぎた結果、商品ごとのターゲット層が明確になっ
ておらず、顧客に対する商品毎の特徴や訴求力が弱くなってしまっている事が課題であると判明した。そこで首都圏で
のマーケティング／販路拡大支援において豊富な経験のある本専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まず、本企業の強みの確認、自社小売商品（ＢｔｏＣ商品）の抱える課題の分析・抽出作業を行った。その結果、同社
はこれまで多くの企業から試作開発を請け負っており（ ＢｔｏＢ事業）、その経験を通じた商品開発力を小売商品に転化
し、高品質な商品を製造できる点が強みとしてあげられた。また、自社小売商品については、地域貢献意識が高く、地
元地域を中心に良質な原料を提供できる生産者との連携により、独自性のある高付加価値商品を多数製造・販売して
いた。反面、商品毎の良さが消費者に適切に伝わっていないという課題が抽出された（実際にバイヤー等の試食評価
は高いが採用に至らないケースが多かった）。原因として、小売商品事業を立ち上げた当初より五月雨式に商品開発・
リリースを行っており、メーカーとしての想いは強いものの、自社ブランドのコンセプトが明確化されておらず、企業側か
ら消費者への提案要素が明確に表現されていない事があげられた。そのため、今回の支援では自社小売ブランドのコ
ンセプトと消費者に提供する付加価値を明確化し、コンセプトに沿った商品のリニューアルに関するアドバイスを行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000cveS9AAI

支援

企
業

■氏名：菅原 敬
■保有資格：なし
■専門分野：販路拡大・販促支援
■専門家の声：同社は多くの強みが
あり、社長の熱い想いと社員の高い
意欲があった。それ故に想い先行型
になりがちという問題点があったため、
体系的に自社の分析、改善点を提示
する事で課題解決が可能となる支援
であった。

派遣いただいた専門家は、実際にバイヤーでもあり、首都
圏を中心とした販路についても営業経験も豊富で詳しいため、
使う側の「消費者目線」、販売する側の「売る側目線」でのア
ドバイスがとても役に立ちました。
地方出身でもあり多くの地方メーカーの支援も行ってきてい
ることから、我々の「作り手目線」とのコミュニケーションも取り
やすく、アドバイスをもとに商品やリーフレットも実際にカタチ
にすることができました。成果が残せると思いますので、受け
たい支援が明確な事業者には特にお勧めしたいです。

浅沼醤油店の小売商品ブランド「食楽日和（くらびより）」のブランドコンセプトを明確化。
更にこれまでリリースした商品を、訴求点・ターゲット毎にいくつかのシリーズに分類した。
分類したシリーズの中から最も改良の余地のあった定番調味料シリーズを、あらたに
「くらシリーズ」とし消費者への付加価値を明確化する事ができた。
「ふつうをていねいに」というシリーズコンセプトのもと、素材にこだわった高品質な
日常使いの定番調味料としてリニューアルした。

ブランドイメージ写真（下）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000cveS9AAI
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販路
販促
支援

中華料理店の主力商品ＰＲによる販売促進支援宮城県

支援体制

中村 通 氏

みやぎ地域産業支援プラットフォーム

宮城県商工会連合会

専
門
家

中国料理 美華

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：2人
■資本金： - (万円)
■創業：昭和34年
■住所：宮城県黒川郡大和町吉岡南1-27-7
■企業概要：飲食店（中国料理）

■支援の経緯
本企業は昭和34年に先代が創業し、昭和60年に現代表が事業承継した中華料理店である。これまで本格中華料理
店として営業してきたが、近隣に安価な商品を提供するファストフード店や大型飲食店等が進出したことにより、来店者
が減少し、厳しい経営状況が続いていた。そこで現状を打開し、来店者の増加及び売上の増加を実現したいと思ってい
たが、どう進めてよいかわからなかったことから、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業にヒアリングを行った結果、近隣他店で取扱いの少ない担担麺及び酸辣湯麺が自社の主力商品であることが
わかったが、当該商品についてのＰＲが不十分であることが判明した。加えて、長年メニューが固定されてきたことによ
り顧客離れが進んでいることもわかった。
そこで、主力商品である担担麺及び酸辣湯麺の商品コンセプトを明確にし、消費者へＰＲを行うことが売上増加へ繋
がると判断し、コンセプト設計やリーフレット等のデザインについて豊富な支援実績をもつ本専門家へ依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず既存顧客の属性、商圏状況、提供商品及び主力商品についてヒアリングを実施したところ、本企業を取り巻く環
境が変化し、消費者層に女性が増えたことがわかった。そこで、新たな顧客層を意識した店舗コンセプトの確立が重要
であることを説明しつつ、新規顧客の呼び込みを目的に2つのイベントを提案した。1つ目は、ワンコインでのワインの提
供である。これは女性の利用機会を創出するためにカジュアル感を演出しつつ中華料理とワインのマリアージュによる
新感覚を提供することを目的とした。2つ目は主力商品である担担麺について、新商品を開発しシリーズ化することをア
ドバイスした。具体的なプロモーションについては、相談企業の経営資源を踏まえポスター及びチラシを利用することと
し、構成やキャッチコピーに加え商品撮影についてもアドバイスを行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj9OAAR

支援

企
業

■氏名：中村 通
■保有資格：2級建築士
■専門分野：販路拡大・販売促進
■専門家の声：事業者の持つ「その
業界の常識」から逸脱した視点を提
供し、事業者の活性化を目指した。

ヒット商品及びロングセラー商品作り
の視点で、販促プログラミングと現場
実務を助言した。

以前は、新たな顧客層を取り込むこと及び新規事業を行う
ことに消極的でしたが、先生からの熱心な助言により、新た
なチャレンジを行うことができました。

今後は、新たなプランを企画しながら、事業の安定化に向
けた取組を行っていきたいと思っております。

自社を取り巻く環境の変化及び主力商品の再認識ができた。また、提案した2つのイベ
ントに取り組んだところ、新規客として女性の来店が増えてきた。
加えて、主力商品である担担麺については、新商品である「黒ゴマ担担麺」を開発し、9
月から商品提供を開始した。10月中旬時点までの約1.5ヶ月間で、昨年度同月期（9月・10
月）に比べ売上が20％位増加した。

商品ポスター写真

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj9OAAR
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経営
革新餅菓子製造工程における衛生管理支援秋田県

支援体制

木村 まゆみ 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は、秋田県大館市立花地域の農家42戸、48人の組合員で構成された特定農業生産法人である。米などを生
産する傍ら、農産物を使った加工品の販売を行って来た。主力商品の一つが餅だが、4年ほど前にブラックベリーの栽
培を手がけ、今年から新たにブラックベリーを使った餅菓子の製造を始めたが、品質の安定に課題があったため、品質
改善に向けた取り組みについて当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当拠点Ｃｏがヒアリングを行ったところ、本企業は餅菓子製造工程における衛生管理知識に乏しく、製造工程マニュア
ルが作成されていない等、衛生管理の徹底が図れていないことが判明した。そこで、食品メーカーで20年近く品質管理
を行った経歴を持つ6次産業化プランナーで、農業者や食品企業の品質改善支援に多くの実績を有する本専門家に依
頼した。

■専門家による具体的な支援内容

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

秋田県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家の声

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000fGzVgAAK

■氏名：木村 まゆみ
■保有資格：管理栄養士・秋田県
6次産業化プランナー
■専門分野：衛生管理・商品開発
6次産業化支援
■専門家の声：安心安全な食品をつ
くるためには、企業規模にかかわらず、
責任を持って製造しなければならない
ということを伝えていきたい

支援により、サンプルの製造工程記録表を自社の工程に合わせてカスタマイズしたことで、作業者
が記録しやすいフォーマットが完成して、作業工程に活用できるようになった。また、指導していただ
いた内容をもとに作業者に衛生教育を行ったことで、安全でおいしい食品をつくるためには衛生管理
を重視した製造をすること、原材料の先入れ先出しなど、マニュアルを守って製造することの重要性を
全員が認識するようになった。危害分析で抽出された、品質に問題が生じる可能性がある部分に、よ
り注意しながら製造することで、安定した商品が製造できるようになった。

農事組合法人 立花ファーム

■業種：農業、林業
■従業員：48人
■出資金：340万円
■創業：平成12年2月14日
■住所：秋田県大館市立花字塚ノ下40-3
■企業概要：米､大豆､ネギ栽培、餅の製造販売

企
業

食品製造における衛生管理知識に乏しく、明確な衛生管
理マニュアルを持たず餅菓子の製造を行って来ましたが、
木村先生を紹介してもらい、自社の基本的な餅菓子製造工
程の衛生管理マニュアルを作成することができました。
これまでは自社の農産物を使用した餅菓子の美味しさには
自信を持って販売しておりましたが、これからは安定した品
質にも自信をもってお客様にお届けすることができます。
熱心なご指導を頂き、ありがとうございました。

はじめに、工場を訪問して作業工程を確認したところ、衛生的に製造しようという
行動が多くみられるものの、製造清掃等の実施記録がされていなかった。そこで、
製造工程表は基準どおりに製造するためのマニュアルであると共に、正しく作ったこ
との証明として何か問題が起きた場合の確認資料になることを説明し、その作成方
法についてアドバイスした。
また、商品の品質向上について、温度・湿度などの製造環境や手指・器具の消毒、
原材料の賞味期限管理、脱酸素剤の適切な使用方法など、危害分析を行って、製
造上、気を付けなければならないことを抽出し、作業員に周知徹底するよう指導した。

製造工程の確認

作成した製造工程表

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000fGzVgAAK
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販路
販促
支援

老舗酒小売店舗の店舗コンセプト改善による売上拡大支援山形県

支援体制

榎本 博之 氏

プラットフォームやまがた連絡協議会

公益財団法人山形県企業振興公社

専
門
家

株式会社 結城酒店

■業種：卸売業、小売業
■従業員：10人
■資本金：5,000万円
■創業：元禄年間
■住所：南陽市椚塚1605-4
■企業概要：山形の地酒専門店

■支援の経緯
本企業は元禄年間に上杉藩のもと、造り酒屋として創業した老舗である。戦後には酒造りから撤退し酒類全般の小売
店に移行した。しかし平成に入り酒販の自由化に伴い、大手量販店との価格競争で撤退も視野にあるなか、蔵元との
距離の近さを活かした「山形の地酒専門店」の店づくりを決断した。自ら店内ポップや陳列、外観のリニューアルなどを
実施したことで客単価や利益率は上がったものの、売上額の減少は止められなかったため、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当機関職員が店舗視察を行った結果、全体的にまだ「山形らしさ」が乏しいという印象であった。売上拡大・新規顧客
の獲得には、「山形の地酒専門店」というコンセプトを来店客にダイレクトに伝えられる販売促進策の立案が課題と判断
し、食品関係の小売業に精通しており店舗改善の支援に定評がある本専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まず、商品の陳列について、購買率の高い大手メーカーのビールや焼
酎などが入口付近に配置されていたが、「山形の地酒専門店」というコン
セプトに合うよう配置を変更し、地酒を前面に出して、「こだわり感」を演出
するよう提案した。また、店舗前に設置していた酒蔵提供のノボリも、県外
客にもわかりやすいよう「山形の地酒」と表記したものに変更するようアド
バイスした。さらに、季節に合わせた地酒特設コーナーを展開して、商品を
見つける楽しみと探す楽しみを提供する滞在型の店舗づくりを目指すよう
支援した。また、接客能力向上のため、簡単なおすすめポイントを社員同
士で共有するようアドバイスを行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjFlAAJ

支援

企
業

■氏名：榎本 博之
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：販売促進、社員育成
■専門家の声：結城社長はとても誠
実で真面目な人柄。私の提案にも真
摯、かつ熱心な取り組み姿勢でした。
社員の皆さんも前向きで一生懸命な
方々ばかり。この「組織力」を活かして
成長を続けてほしいと願っています。

榎本さんの支援には本当に感謝しています。今後は、酒蔵
との繋がりをより強化するべく、酒蔵ごとに担当を置くことを
検討しています。これまで酒蔵主催のイベントは手の空いて
いる社員が行くことが多かったのですが、酒蔵ごとの担当を
決めることで、社員同士の個人としての関係性を築き、それ
がよりよい商いにつながると考えています。小売側から蔵元
へフィードバックできる「生産県の小売店」という強みを伸ばし、
お互いより良い方向に進んでいきたいです。また、当社の事
例が、厳しい時代を生き抜く同業の方々に少しでも参考にな
れば嬉しいと考えています。

客単価の高い県外からの観光客が増え、支援を受けた翌年にはほとんどの月で昨年対比を上回る売上となった。加えて地元
消費者からも、「地元のお酒が揃う店」との評判が広がり、贈答用商品の購入が増加した。
また、支援の過程で社員への情報共有を実施したことで、会社の方向性の統一が図られた。お酒のことに詳しい顧客が増えた
ことで難しい質問も増えたが、それに応えようと社員自身が唎酒師（ききさけし）の資格取得を目指すなど意識が変わっていった。
今回の支援は、顧客はもとより、本企業で働く社員にとっても満足する組織へと変わっていく、好循環のきっかけとなった。

店舗内・地酒コーナー

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjFlAAJ
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ＩＴ
活用養蜂事業者の販売手法見直しによる売上拡大支援福島県

支援体制

山口 康雄 氏

ふくしま中小企業支援プラットフォーム

公益財団法人福島県産業振興センター

専
門
家

株式会社 渡辺養蜂場

■業種：農業、林業
■従業員：8人
■資本金：300万円
■創業：平成22年10月
■住所：福島県二本松市小浜字鞭ノ内10-2
■企業概要：養蜂、はちみつ・ミツバチ販売

■支援の経緯
本企業は東日本大震災までは養蜂事業の他、シイタケの育成・販売事業を行っていたが、福島第一原子力発電所の
事故以降、きのこ類の出荷が規制されたことから、養蜂事業のみを行うこととなった。シイタケ事業廃止による売上の減
少を賄うため、売上拡大及び販路拡大に取り組んでいたがあまり成果が出なかったことから、融資を行っていた地元の
信用金庫からの紹介で当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業は以前からはちみつやローヤルゼリーを道の駅などで販売していたほか、ミツバチそのものの販売も行ってい
たが、あまり利益が出ていなかった。そのため、利益率の向上をめざし、平成26年度からミツバチのインターネット販売
を始めていたが、売上は引き続き伸び悩んだままだった。一方で、近年よりミツバチの不足が全国的に騒がれており、
全国各地でミツバチの需要があることは把握していた。そして、本企業は独自技術により安定的にミツバチ飼育が可能
だったため、そのチャンスを生かすべく、それぞれのターゲットに合わせたセット販売が効果的であると判断した。そこで、
セット販売の手法及びセット販売に即した自社完結のインターネット販売体制づくりの支援を行うため、ＩＴを活用した経
営力強化を専門とし、インターネットマーケティングに強い本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
事業主へのヒアリングで、事業者が想定するセット販売の具体的な案を引き出すことができた。その案を踏まえてター
ゲットの設定や需要のある販売商品についてアドバイスし、農家向けの交配用のセット及び養蜂業者用の女王蜂を含
んだセットなどの商品構成ができあがった。併せて、ミツバチ以外のはちみつ、ハンドクリームなどの派生商品について
も直販やインターネット販売で売上が増加傾向にあったことから、更なる売上向上とリピート率向上に向けて顧客管理
システムの導入についてもアドバイスを行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxiqrAAB

支援

企
業

■氏名：山口 康雄
■保有資格：経営士、ITｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
■専門分野：経営革新、販路拡大・販
促支援、ＩＴを活用した経営力強化
■専門家の声：本支援ではWeb制作
支援ではなく、ターゲットの設定と需
要にあった戦略構築に心がけ、社内
で実施できる内容に重点をおいて実
施しました。

山口先生と出会ったことで、私たちが知らない世界の知識
をたくさん教えてもらうことができました。私たちは昔ながらの
やり方しか思いつかなかったですが、その時代に合わせた仕
事の仕方を学ぶことができました。
震災後、シイタケの育成・販売事業ができなくなったときに
廃業を覚悟しましたが、養蜂業で成果を出すことができて本
当によかったです。
お陰様で新規開拓とリピーターの両方を獲得することがで
き、経営基盤を確保することができました。本当に感謝してい
ます。

セット販売の開始後、インターネット検索からの受注が増え、1年でミツバチの受注量が7割増
となった。全体の売上も平成27年度には前年比1.5倍増となり、28年度には26年度比で約2倍
となる見込みである。売上が好調なことから設備投資を行い、生産量の1.5倍増を目指してい
る。また、健康志向の高まりで、はちみつの需要も増え有名スーパーからの問い合わせも多く、
今後も売上の増加が見込まれている状態である。今年度は、引き続き販売管理や在庫管理、
決済を効率的に行えるＥＣサイトの構築を行い、更なる売上拡大を目指している。

ミツバチ販売のＨＰ

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxiqrAAB


平成28年度専門家派遣事例 10

知的
資産
経営

知的資産経営報告書作成による経営方針の明確化支援茨城県

支援体制

井深 敏彦 氏

いばらき中小企業サポートネットワーク

公益財団法人茨城県中小企業振興公社

専
門
家

株式会社 ニシテック

■業種：製造業
■従業員：10人
■資本金：3,000万円
■創業：平成14年2月
■住所：茨城県日立市久慈町6-10-17
■企業概要：各種機器の設計・開発・製造

■支援の経緯
本企業は、先代が地元の大手総合電機メーカーから独立して創業した会社であり、工場を所有せずに製造業として
の活動を行うファブレス形態で、国内外から幅広く部品を調達している。独自性の高い経営体制により、創業当初から
順調に業績を伸ばしてきたものの、日々、目まぐるしく変化する経営環境に対応していくため、今後の当社の方向性を
探っていきたいと、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業へのヒアリングにより、今後の進むべき方向性を定めるためには、自社の強みや自社の製品の独自性をはじ
め、同業他社との差別化ポイントを「見える化」し、将来の本企業のあるべき姿を明確にする必要があることがわかった。
また、社長からは、ただ単に「見える化」するだけにとどまらず、ステークホルダー（新規取引先、金融機関、既存従業
員、新規採用者）への説明資料としても活用していきたいとの要望があった。このため、「知的資産経営報告書」の作成
を提案したが、高い専門性が求められる分野であるため、県内では数少ない知的資産経営認定士であり、支援実績も
豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず初めに、経営課題、企業概要、事業沿革、経営理念を確認するとともに、ＳＷＯＴ分析（企業の強み（Ｓｔｒｅｎｇｔｈ）、
弱み（Ｗｅａｋｎｅｓｓ）、機会（Ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ）、脅威（Ｔｈｒｅａｔ）による強みの洗い出しを行った。さらに、製品・サービス分析
により、知的資産の抽出を行った。これらをもとに、本企業における価値連鎖の検討を行い、知的資産の定量化指標で
あるＫＰＩ（重要業績評価指標）及びＫＧＩ（重要目標達成指標）を設定した。加えて、過去・現在・将来の価値創造ストー
リーの構築を提案するなど、知的資産経営報告書の作成についてアドバイスを行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Slwm2AAB

支援

企
業

■氏名：井深 敏彦
■保有資格：中小企業診断士

知的資産経営認定士
■専門分野：経営全般
■専門家の声：
同社は独自のビジネスモデルを構
築し、業績を伸ばしている。今回の支
援で、同社の強みを把握し、事業の
方向性を明確にすることができた。

井深先生をご紹介頂き、これまで漠然と考えていた自社の
強み・弱みを明確にすることができた。そのうえで、種々の分
析を行って頂き、弊社の知的資産といえるものを抽出して頂
きました。
弊社にとっては第二創成期とも言えるこの時期に、非常に
的を得たアドバイスを頂けたことは、大きな財産になったと思
います。今後、新しい事務所への引っ越し等、業務拡大へ向
けて積極的に取り組んで参りますが、それらに向けた指針を
頂けたことに、心から感謝申し上げます。

支援の結果、ＫＰＩ及びＫＧＩを設定するとともに、自社の価値創造ストーリーを構築することが
でき、本企業の進むべき方向性が明確になった。さらに、明確になった方向性について、ステー
クホルダーへの説明資料として活用できる「知的資産経営報告書」も作成することができた。
今後はこの知的資産経営報告書を、協力会社の新規開拓、金融機関へのプレゼンテーション、
社員のモチベーション向上並びに技術力を持った人材の新規採用といった場面で積極的に活用
し、企業としてさらなる飛躍を図っていく予定である。

価値創造ストーリー

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Slwm2AAB


平成28年度専門家派遣事例 11

その
他老舗料亭の5Ｓ活動によるおもてなし向上支援栃木県

支援体制

山上 智恵子 氏

安足地域事業者支援ネットワーク

足利商工会議所

専
門
家

株式会社 相洲楼

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：8人
■資本金：1,000万円
■創業：明治23年
■住所：栃木県足利市通5丁目3208
■企業概要：老舗料亭

■支援の経緯
本企業は明治初期、両毛地区で京都との繊維取引所として、初代女将が船着場の近くに店を開いたといわれる、創
業120年の歴史を誇る老舗の料亭である。 現在も、近郊の大・中小企業の接待の場として、地元ではなくてはならない
店となっている。本企業では近年より、お客様へのおもてなしの強化をはかる一つとして、5Ｓ（整理→清掃→整頓→清
潔→躾）に取り組んでいたが、自店の取組だけでは成果が上がらなかったことから、より高度で専門的な5Ｓの方法が
必要と感じ、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業の状況をヒアリングしていくと、創業120年の歴史を誇る老舗料亭ではあるが、店内の様子は雑然と物が置か
れており、建物の美しさを阻害しているという印象を抱いた。このような状況から、今回は専門的な清掃、整頓を行うこ
とで、お客様にとって心地よい空間に生まれ変わることが必要であると判断した。そこで、料亭や店舗への支援経験も
あり、5Ｓの支援ノウハウの豊富な本専門家を派遣することにより、課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
店内全ての清掃・整頓を目的として支援に着手した。特にお客様が最初に対面する玄関は入念に手を加えた。まず、
整頓作業として、雑然と物が置かれている状況を払拭するために、店内の装飾品などの物を最小限に減らし、ゆったり
とした印象を与えるような空間を作るよう指導した。清掃には、原点に戻す力のある「ＥＭ」（乳酸菌や酵母など、環境に
もやさしい微生物を使った活性剤）を紹介した。「ＥＭ」は通常農作物の活性剤として知られているが、清掃に使用する
ことで、本来の心地よい風合いを取り戻すことができ、匂いもないことから、飲食を提供する本企業にとって最適の清掃
剤であると判断した。各部屋、廊下、配膳場、トイレなど全てを玄関、ロビーと同じように磨き上げるよう実践指導をした。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj4pAAB

支援

企
業

■氏名：山上 智恵子
■保有資格：
■専門分野：5Ｓ(清掃が中心)
■専門家の声：お客様に料理だけで
なく癒しの空間として感じて貰いたい
という社長の強い思いが感じられた。
さらにきめ細かく目配りをして、その
期待に応えるよう支援をした。

毎日綺麗にするだけではなく、綺麗にする目的や心持ちま
で話していただき、とても興味深いです。
お客様からも、明るく心地よい空間に生まれ変わった店内
に、お褒めの言葉を多くいただいております。
大変お世話になりました。有難うございました。

今回の支援を受け、本企業は創業当時の美しい老舗料亭の姿を取り戻すことができ
た。生まれ変わった姿に感動したお客様が、他のお客様を案内する光景も見られ、新
規顧客に繋がる効果となった。以前は閑散としていたロビーにも人が集まるようになり、
居心地の良さから、なかなか帰ろうとしない状況も見られるなど、表面の美しさに留ま
らず、お客様の心に響く「おもてなし」が実現しつつある。清掃、整頓を保つことで、お
客様に対するきめ細かいサービスの向上に現れている。

清掃後の玄関写真

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj4pAAB


平成28年度専門家派遣事例 12

販路
販促
支援

レーザー加工技術を生かした新商品開発と販路開拓支援群馬県

支援体制

臼井 基樹 氏

群馬県中小企業支援プラットフォーム

公益財団法人群馬県産業支援機構

専
門
家

株式会社 ワークステーション
（工房利八）

■業種：製造業
■従業員：17人
■資本金：3,000万円
■創業：平成19年10月
■住所：群馬県太田市西新町14-1
■企業概要：精密板金部品の製造

3次元レーザー剥離等加工

■支援の経緯
本企業は群馬県太田市で精密板金業を営んでいる。自社のレーザー加工技術を活かして金属・木材等にアートを彫
刻するブランド会社「工房利八」を立ち上げ、平成28年2月にギフトショーへの出展や都内日本料理店における商品発
表会などを行った。その結果多くの反響があり、商社、画商、インターネット販売企業などから多数の問合せを受けた。
そこで、当該技術をもとにした新商品を開発のうえ、販売を図ろうと、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当機関がヒアリングしたところ、本企業は新商品の販売にあたり、商品のコンセプトや販売体制が不十分であることが
わかった。そこで、新商品の開発から販売までの一貫した支援が必要であると判断し、販路開拓支援の実績が豊富な
本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t6FNJQA2

支援

企
業

■氏名：臼井 基樹
■保有資格：
■専門分野：販路開拓
■専門家の声：非常に高い技術や、
社長をはじめスタッフの皆様の高い意
識があるため、展開早く新商品開発
が進んだ。

「昔の職人の技を現代の職人がハイテク技術で現在に蘇ら
せる」をコンセプトに、版木絵や装飾桐箱等を2016秋の東京ギ
フトショーに出展しました。
臼井先生のアドバイスもあり、弊社の商品が日本橋高島屋
の文具売場で取扱いされることとなりました。

支援により、群馬県桐生市の伝統工芸品である桐箱と本企業のレーザー加工技術を組み合わせ、
伝統工芸と最新技術の融合品である「レーザー彫刻桐箱」という商品コンセプトが完成した。
また、展示を予定するギフトショーのブースレイアウト及び出展者への営業アプローチ方法が定ま
り、平成28年9月に開催された東京インターナショナルギフトショーにおいて好評を博し、大手百貨
店からの受注が決まった。今後は桐箱だけでなく、高級文書箱、木製はがき、間伐材コースターな
ど、群馬県内の木材や工芸品とのコラボ商品を販売することを検討している。

まず新商品のコンセプトについて、本企業のレーザー加工技術と地域の伝統産
業を融合させて他社ではマネができない製品とするよう提案した。具体的には、群
馬県桐生市の伝統工芸品である桐箱と本企業のレーザー加工技術を組み合わせ
ることで、精密な彫刻を施した桐箱とするよう提案した。また、新商品の販売展開
にあたり、買取と委託販売の違いや仕入値などの設定方法、発注ロットによる特例
など商品販売の統一基準を設定するよう提案し、新商品の販売体制の構築を支援
した。さらに、新商品を出展する予定であったギフトショーに向けて、展示のコンセ
プト、ストーリー作り及びブースレイアウトについてアドバイスを行った。

（下）完成した「レーザー彫刻桐箱」

東京ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｷﾞﾌﾄｼｮｰの出展ﾌﾞｰｽ

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t6FNJQA2


平成28年度専門家派遣事例 13

販路
販促
支援

下請企業の自社開発商品に伴うマーケティング戦略支援群馬県

支援体制

大津 尚史 氏

シルクカントリープラットフォーム

しののめ信用金庫

専
門
家

株式会社 三山精工

■業種：製造業
■従業員：67人
■資本金：1,000万円
■創業：昭和41年創業
■住所：群馬県甘楽郡甘楽町大字小川304-1
■企業概要：樹脂加工・組立、光反射笠設計製造

■支援の経緯
本企業は、東京都三鷹市に本社を置く創業50年の歴史をもつ企業であり、本社では金属部品の加工を行い、群馬県
内の工場では環境事業や機器組立を営んでいる。平成27年に東京都の「新製品・新技術開発助成事業」を利用し、次
世代除菌消臭器ＭＯＮＴＲＯＩＳ「ジアフリー」 を試作開発した。そこで、開発した本製品の販売を図るため、マーケティン
グ戦略と販路開拓の方法について、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業は今まで下請企業として部品製造のみを行っており、商品の販売や広告に関する経験がなかったことから、開
発した商品を市場に投入するにあたり、市場や競合他社の分析、ブランドや事業戦略の支援が必要であると判断した。
そこで、新商品販売に向けたマーケティング戦略支援の実績が豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjCjAAJ

支援

企
業

■氏名：大津 尚史
■専門分野：販売促進、販路拡大
■専門家の声：三山精工（株）が開発
したモントロアは次亜塩素酸水を気化
できる消臭器であり、差別化のできた
製品であった。ブランド・マーケットに
よるブランドのポジショニングの策定、
販売戦略策定とミラサポの支援3回で
かなりの進展ができたと考える。

下請会社であった我が社が、初めて自社製品を開発しまし
た。いよいよこれから販売という段階で、大津先生を紹介して
もらいマーケティングの観点から、製品の販売するうえで、考
慮しておかなければならないことなどを御指導いただき、たい
へん参考になりました。
10月より販売開始いたしましたが、これからが本当の勝負
です。当社の利益の柱に育つように頑張っていきたいと思っ
ています。素晴らしいご支援ありがとうございました。

支援により、開発した商品の商品名を決定し、特約店制度を活用した販売価格も設定して、平成28年10月より販売を開始すること
ができた。なお、マーケティング戦略を踏まえて開発した商品の分析を行ったところ、「食塩水を電気分解して気化し、除菌消臭させ
る」という特性が当製品の強みであることがわかるとともに、価格や汎用性についての優位性を踏まえたうえで、ターゲットとする市
場や営業戦略を策定することができた。現在は商品の販売をスタートしたところであるが、商品販売に至るまでのノウハウを吸収す
ることができたことは大きな成果だと実感している。

まず、商品についてヒアリングを行ったうえで、ブランド戦略として①ブランド開発②コミュ
ニケーション開発③営業戦略開発④営業教育⑤中長期的事業開発が重要であると説明
し、そのうえで商品の5ヵ年間の販売計画を策定した。次に、販路を ＢｔｏＢ、ＢｔｏＣ 双方と
仮定して、マーケティング活動の基本となる「ブランド・ポジショニング・ステイトメント」（商
品が誰に対して何を提供できるかを文章化したもの）を用いて分析を行い、その結果、販
売先については老人ホーム、病院等の施設のほか、それらの施設に食品等を納入してい
る企業との連携や、衛生関連商品取扱企業とのタイアップ等も視野に入れるよう助言し、
数社の企業名を提示するなど、営業戦略について具体的に指導した。また、特約店制度
の導入とそのための契約書の作成についてもアドバイスを実施した。

ＭＯＮＴＲＯＩＳ除菌消臭器「ジアフリー」

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjCjAAJ
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その
他ビジネスモデルの転換に伴う新組織の構築支援埼玉県

支援体制

三宅 達夫 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は埼玉県戸田市に本社を置くメッキ加工会社である。当拠点ではこれまでもビジネスモデルの転換支援を行っ
ており、主軸としていた「表面処理の加工依頼の受託」から「部品やユニットの直接受注」への転換を行っているところで
あった。しかし、ビジネスモデルの転換により発生した新たな業務である原料の調達業務や契約業務についてはノウハ
ウがなかったことから非効率的な状態が続いていた。そこで、非効率な状態を改善するために当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ヒアリングを行ったところ、例えば、原料の調達にあたり、本社と各工場の担当者のそれぞれが別個で原料を購入す
るなど、在庫を一元的に管理していないことがわかった。そこで、まずは原料の調達方法及び品質保証方法の見直し
が必要と判断し、原料の調達方法にかかる支援実績が豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
原料の調達にあたり、「本社での調達業務（調達先管理含む）に一元化する」
ことを提案した。そのうえで、調達業務を担当する新組織のアウトライン（責任
範囲、担当業務、想定人員）を設定するとともに、重要な調達商品を抽出し、
当該商品ごとに調達業務の組織を構成するよう提案した。
また、調達担当者の育成にあたり、使用すべき教科書を紹介するとともに、
社内勉強会の方法について指導した。さらに、調達価格の決定から原料の購
入までのプロセスをヒアリングし、サプライヤー評価や品質保証協定書の締結
及びコスト削減（経営の収益改善への寄与）ができる組織体制の構築を支援
した。

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

埼玉県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家の声

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000ucaBrQAI

■氏名：三宅 達夫
■保有資格：なし
■専門分野：戦略購買。
■専門家の声：真工社のみなさまは、
何をしたらよいかわかってからのス
ピードがとても早いです。4つの重点
商品ごとに組織を作り、毎月進捗を聞
かせていただいています

メッキ専業から表面処理加工メーカーを目指しており、その
過程において調達業務の見直しが必要となりました。よろず
支援拠点に相談し三宅先生を紹介していただきました。調達
活動だけでなく、サプライヤーとのコンプライアンス面での気
づきも得られ、コスト削減以外にも必要なアドバイスを受ける
ことができました。そして、これらを踏まえたアクションプラン
の作成を通して、購買のイロハを学ばせていただきました。お
かげさまで効果的な改善活動のスタートを切ることができ大
変感謝しています。

調達業務を統括する部署を新たに設置すると同時に、調達業務（実務、契約方法、法律等）に関する社内勉強会もスタートした。
現在は、毎月定期的にアクションプランの進捗を確認するなど、調達部門の担当者育成を継続して実施している。
また、全調達商品から重点商品を設定し商品ごとに組織して、調達業務一元化によるコンプライアンス強化や調達金額の総額
10％削減を目標に業務を開始した。

株式会社 真工社

■業種：製造業
■従業員：65人
■資本金：3,000万円
■創業：大正11年5月
■住所：埼玉県戸田市美女木東2-2-6
■企業概要：装飾メッキ加工、電鋳加工

企
業

製品の一例

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000ucaBrQAI
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販路
販促
支援

顧客層の明確化と提供メニューの整理による販売促進支援埼玉県

支援体制

稲垣 秀行 氏

彩の国中小企業応援ネットワーク会議

公益財団法人埼玉県産業振興公社

専
門
家

オイル＆アロママッサージ えんじゅ

■業種：生活関連サービス業、娯楽業
■従業員：1人
■資本金： - (万円)
■創業：平成28年1月21日
■住所：埼玉県行田市持田4-1-10
■企業概要：リンパケアサロン

■支援の経緯
本企業は、平成28年1月に創業し、リンパケアを中心としたサロンを経営している。創業以来、広告チラシの配布や自
社ＨＰの開設により本企業のＰＲを行ってきたものの効果が上がらず、顧客数、売上額ともに苦戦をしていたことから、
ＰＲ方法を見直そうと考え、その具体的な手法について当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業をヒアリングした結果、顧客ターゲットの明確化及び提供メニューの整理ができていないことがわかり、これら
の課題を解決する必要があると判断した。しかし、事業主が創業初期の個人事業者であることから、解決方法について
具体的で丁寧な説明が必要と判断した。そこで、事業主の考えを尊重しつつ、平易な言葉で
説明ができるうえ、広告チラシや自社ＨＰを活用したＰＲ方法についてアドバイスができる本
専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まずは、集客力向上を図るために、専門家自身が作成した資料を基に事業主と討議を進め、
本企業の強みや特徴は、スポーツケアマッサージと乳がん・子宮がん等の術後ケアとしての
リンパマッサージであると判断した。
そのため、顧客ターゲット層をスポーツケア、術後ケア及び美容痩身に区分することを提案
した。さらに、広告チラシとＨＰには、その自社の強みを明確に記載し、顧客ターゲット層にあわ
せたメニューを作成することを提案した。また、ＨＰはアクセス数を増やすために大規模ポータ
ルサイトの活用について助言したうえで、ＨＰ作成サイトの操作方法を説明し、今後も自身でＨＰ
を更新できるよう支援した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000ucxFmQAI

支援

企
業

■氏名：稲垣 秀行
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：マーケティング
■専門家の声：創業間もない多忙な
時期でしたが、マーケティングの基本
となる「誰に、何を、どのように」の3点
を意識したサービスメニュー整備とＰ
Ｒツール制作をご支援しました。

事業をスタートし、半信半疑で進めている状況だったが、今
回の支援のおかげで客観的に振り返ることができ、改めて顧
客ターゲット層が明確になった。実際に広告チラシやＨＰのリ
ニューアルもでき満足している。これから、自分でも改良をし
ていきたい。
全体を通して、分かりやすい言葉や例え話を交えての説明
をしていただいたので、とても理解しやすく充実した3回の支
援を受けられた。

これまで不明確であった本企業の顧客ターゲット層及び提供メニューを整理することができた。
また、それを踏まえて広告チラシ及び自社ＨＰをリニューアルした結果、ＨＰについては、支援前の
月間アクセス数が100件未満であったのに対し、支援後は月間アクセス数が500件を超えるように
なった。さらに、事業主自身でＨＰの更新ができるようになったことから、ブログをアップするなど短
期間で更新を行うようになり、ＨＰによるＰＲ効果が高まるようになった。広告チラシについても訴求
力が向上したことから、出展したイベントで想定以上の250枚以上配布することができた。広告チラ
シやＨＰのＰＲ力が向上したことから、徐々に集客に繋がっており、今後の売上増加が期待できる。

支援内容が分かる写
真や図があれば尚可。

（右）オリジナルの討議用資料→

（下）リニューアルしたＨＰ

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000ucxFmQAI
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ＩＴ
活用ＨＰとＳＮＳを連携した情報発信及び商品紹介動画作成支援千葉県

支援体制

吉田 敦 氏

千葉県中小企業支援プラットフォーム

公益財団法人千葉県産業振興センター

専
門
家

昭和プラスチック 株式会社

■業種：製造業
■従業員：9人
■資本金：1,000万円
■創業：昭和41年1月21日
■住所：千葉県柏市高田1116-36
■企業概要：プラスチック真空成型

■支援の経緯
本企業は、千葉県柏市でプラスチックの真空成型を業務としている。成型品は、菓子の箱、仕切り、部品トレイ、展示
用パッケージなどであり、主に商品及び製品の安全輸送や装飾のために用いられている。これまで本企業は、自社で
ＨＰを開設し商品の広報活動してきたが、問い合わせはあるものの、受注に結びついてこなかった。そこで、ＨＰ内容を
改善し、受注につなげたいと考え当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業をヒアリングしたところ、ＨＰを閲覧した顧客から「商品の内容や説明が専門的過ぎる」、「動画が無く、商品の
用途やサービス内容がイメージしづらい」という感想が多数寄せられていることがわかった。そこで、問題点を改善する
ためにＨＰとＳＮＳを連携させて、顧客と相互の交流を図りながら段階を踏んで商品の性能を伝えていくこと及び動画サ
イトを活用して商品をイメージしやすくすることを提案し、ＨＰ作成やＳＮＳの活用方法に
ついて支援実績が豊富な本専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まず、ＳＮＳの種類と特徴について説明し、ＳＮＳを広報に用いる場合の注意点として、
自社のＰＲツールではなく、閲覧者と交流するためのツールであるということを念頭に
おいた投稿をすることが重要であると助言した。そのうえで、Ｆａｃｅｂｏｏｋのページ作成
を支援するとともに、自社ＨＰとの連携にかかる操作方法を説明した。さらに、動画作成
にあたっては、動画作成が比較的容易に行えるスマートフォンを使用した動画撮影を
提案し、実際の動画作成を支援した。さらに、作成した動画を自社ＨＰへ連携させる方
法を指導し、今後も自社で更新ができるよう支援した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjGyAAJ

支援

企
業

■氏名：吉田 敦
■保有資格：情報処理技術者
■専門分野：販路拡大・販促支援/ＩＴを
活用した経営力強化
■専門家の声：中小企業であっても、
ソーシャルメディアを活用して、効率的
にマーケッティングを進めることを理解
頂いた。社長は、情報発信に積極的で
あり、今後も期待できる。

おかげさまで、現在ＨＰの問い合わせが増えています。その
なかで具体的な見積依頼に繋がり、さらに受注になる案件も
増加しています。顧客との交流の中で、新商品のヒントも頂い
ております。素晴らしい支援を頂き有難うございました。

専門家の支援により、ＨＰとＳＮＳを連携した情報発信体制が構築されるとともに、商品を紹介す
る動画を作成することができた。ＳＮＳと連携したことでＨＰのアクセス数が支援前の30％増となっ
た。
加えて、支援後には、ＳＮＳの利用者と交流を図れるようになったこと及び商品紹介動画の作成
により、これまでの課題であった「自社商品の性能や用途の伝達」ができるようになった。そのため、
ＨＰ閲覧者からの見積依頼が支援前と比較し10%増加するようになり、受注件数自体も増加した。

上↑： YouTube と連携させたＨＰ 下↓：ＨＰと連携させたFacebook

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjGyAAJ
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契約
取引新店舗の開業に向けた法律相談支援東京都

支援体制

東郷 弘純 氏

経営革新等支援機関連合会
地域プラットフォーム

経営標準化機構株式会社

専
門
家

呑屋たまたま

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：7人
■資本金：1600万円
■創業：昭和39年

■住所：東京都中央区築地6-6-9
■企業概要：居酒屋の運営

■支援の経緯
本企業は、製造業を営んでいるが、新規事業として飲食業界への参入を計画していた。新事業の居酒屋店舗につい
て、居抜きで譲り受けられる物件があり検討しているが、将来のトラブルを可能な限り排除するための注意点が知りた
いと、本機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
居抜き物件の契約については、不動産賃貸契約の他にも設備や店舗備品等に関する正当な権利の確保と共にトラ
ブル回避につき法的側面からの精査が課題であると考え、都心部での契約特有の問題点などを含めて、飲食事業、不
動産問題、中小企業法務を専門とした支援に実績のある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず、居抜き物件の場合には不動産賃貸借と設備・備品等の譲渡につき異なる2つの契約が必要であることを説明し、
ぞれぞれの契約内容と締結にあたっての注意点をアドバイスした。
具体的には、居抜き物件においても店舗開設時に賃貸契約のみで譲り受ける事例があるが、居抜き物件に含まれる
設備等の資産については譲渡契約を締結することで合意の内容を明確にすべきとし、退店やオーナーチェンジ等まで
を想定して詳細に記載し設備所有権に関するトラブルを回避することが必要であると助言した。 また、不動産賃貸借契
約については、退店の際の原状回復の責任義務の範囲についても協議して契約書に明記することが重要であると助
言した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxicNAAR

支援

企
業

■氏名：東郷 弘純

■保有資格：弁護士、中小企業診断士

■専門分野：中小企業の法的支援他

■専門家の声：「説明した注意点を踏ま
え，契約書を詳細に検討した上で契約を
交わすことが重要である」と助言。

契約締結が間近で、どうしたら将来のリスクを回避すること
ができるか不安があったが、必要な対応が明確となり円滑に
進めることができた。
法的手続きが重要ではあるものの新規オープンにかかる
様々な課題がある中、適切な支援があり助かりました。
支援機関からの総合的なサポートとともに専門性や経験を有
する弁護士へ相談させて頂くことで、スムーズに新規事業を展
開することができました。

注意点を十分に把握した上で臨んだことで、契約締結に至るまでスムーズに
交渉することができた。
リスクを回避した優位な内容で賃貸借契約書を作成し、将来の係争に発展しな
いよう、譲渡資産の所有権についても別途契約を締結して、居酒屋の新規オー
プンが実現した。

開
店
し
た
居
酒
屋
店
舗

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxicNAAR
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販路
販促
支援

飲食店原価管理の徹底との販売促進による売上拡大支援神奈川県

支援体制

門 浩司 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は川崎市にある定食等を提供する飲食店である。この度、小規模事業者持続化補助金の申請をして採択され
たことがきっかけで、販売促進用のタペストリー（壁掛け）や新規のメニュー開発を考えるようになり、その具体的な作成
方法についてアドバイスを受けようと当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当初は販売促進物の見直し依頼での来訪であったが、本企業へのヒアリングの結果、直近の売上が減少してきてい
ることから、現状を打開するために補助金の申請をしていたことがわかった。
また、相談者は商品の仕入れ、売上集計から店舗の運営までを1人で行っており、自身で試行錯誤しながら努力を重
ねるものの、不安が払拭できない状況だった。経営の安定化を図るためには売上の増強及び正確な原価管理が喫緊
の課題と判断し、その具体的な方策について、メニュー開発から運営なども含めた飲食店の支援に強い本専門家を派
遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

神奈川県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家の声

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj7RAAR

■氏名：門 浩司
■保有資格：ファシリテーター、エリア
マーケティングアドバイザー
■専門分野：その他経営課題、事業
再生及び再チャレンジ、事業承継、創
業、海外展開、販路拡大・販促支援
■専門家の声：喜八さんも熱心に取り
組み業績が向上してきて、笑顔が増
えてよかった。

創業から10年を経過し、売上が横ばいで推移していたため、集
客拡大のために平成27年度小規模事業者持続化補助金を申請
し採択されました。ミラサポ専門家派遣でメニュー開発と店頭タ
ペストリー作成におけるアドバイスを専門家の方に依頼したこと
で、客数が伸び売上が向上を実現することができました。現在も
専門家の方に来ていただき新メニュー開発や店舗経営における
課題、そして、原価管理におけるアドバイスをもらっています。
私一人で店舗経営と運営を行っているので、不安なことが多
かったのですが、よろず支援拠点のサポートとあわせ、専門家
の支援を受けることができ、大変心強く、将来に希望が持てます。

ランチメニューで商品開発を試しながら売上数量や金額見直しを図り、定番メニューと呼べる「たぬ
きカレーうどん」の開発につながった。また、販売促進として、店頭や店外でのタペストリーや店内ＰＯ
Ｐの改良も行い売上が回復してきている。さらに、仕入れ額や在庫量の把握を行うことで原材料費の
管理を意識し、季節によりバラつきがあった原価率が32％台と正常化して利益を出す体制が作れるよ
うになった。加えて重要な成果は、相談者のネガティブだった気持ちが、ポジティブな気持ちに切り替
わっていったことである。

喜八

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員： -(人)
■資本金： -(万円)
■創業：平成17年
■住所：川崎市川崎区中瀬3-1-6
■企業概要：地域の方に美味しいおそばとうどん、
定食を提供する街の飲食店。

企
業

店外タペストリー
直近の売上の低下は、台風や雨の影響により潜在顧客である近隣工事現場職員が出勤
しないことから、本企業に来店していないことが要因と判断した。売上が低い時も、しっかり
とした原価管理を行うことで利益を出す体制を作るため、メニューごとの採算を把握できる
よう原材料仕入れ額の整理と棚卸、売上額から原価率の管理を行うよう助言した。また、近
隣の競合店調査を行い、新たな顧客となりうる若者層に対するランチメニュー、季節限定メ
ニューを取り入れたフェア及びトッピングによる顧客単価向上を提案した。さらに、当初の依
頼である販売促進物についても、季節ごとの店頭タペストリーの作成と、周辺企業・学校を
対象にしたクーポンチラシ配布による新規顧客の掘り起こしを提案した。

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj7RAAR
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販路
販促
支援

老舗店舗の店舗改装による売上拡大支援神奈川県

支援体制

古河 正己 氏

かながわ中小企業支援プラットフォーム

大和商工会議所

専
門
家

株式会社 C&Mフードリンク

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：4名
■資本金：300万
■創業：昭和42年4月
■住所：大和市南林間2-10-9
■企業概要：焼き肉・ホルモン焼店

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000ns6OTAAY

支援

企
業

■氏名：古河 正己
■保有資格：特になし
■専門分野：マーケティング戦略
販売促進・ブランディング戦略
■専門家の声：菊地社長は慎重さと
大胆さを併せ持つ経営者です。今回
の改善計画は魅力の面からも数値
からも理解を戴き、良いめぐり合わ
せと感謝します。

飲食店では「清潔感」というテーマが来店動機になるので、
日頃の清掃は重要であると具体的な場所を指摘していただ
き、適切なアドバイスがとても良かった。
さらに、2階の稼働率を高めることが当社の経営課題であっ
たので、2階のお客様やスタッフの導線を含めた改装方法に
ついてアドバイスをいただき感謝しております。

今回の支援を受け、本企業は店舗の改装に踏み切り、本年10月末にリニューアルオープン
した。まだ開店から日は浅いが、客席数の増床により1日10人前後の利用客増、日額3-4万円、
月額100万円以上の売上拡大を見込んでいる。
また、避難経路が充実したことにより防災対策も向上し清潔感がでたことから、新たな顧客層
が来店するようになり、売上につながっている。

■支援の経緯
本企業は神奈川県大和市で49年にわたりホルモン焼き屋を経営する飲食店である。相談者は2代目の社長であり、
事業継承時より努力を重ね客筋、客単価、売上拡大を図ってきた。そして、今後のさらなる売上拡大のために店舗リ
ニューアルを検討していることから、従来より会員として取引のある当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業は、相談者である2代目社長が事業を継承後、接客レベルと商品価値を高めてきたものの、近隣の消費者に
はその特色が十分認知されていないことから新規顧客の獲得につながっていないことがわかった。また、2階に座敷ス
ペースがあるものの、有効利用ができていないこともわかった。そこで、店舗イメージの向上を図るための外装リニュー
アルと、2階座敷スペースの有効利用が必要であると判断し、飲食店の店舗運営や改装に関する支援実績が豊富な本
専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容

まずは、利用者とスタッフの移動環境を改善し、従来の収容能力を1.5倍
にすることを提案した。具体的には、2階デッドスペースの仕切壁を撤去し
て通路と個室に改築することで、客席数を増床すると共に導線を確保し、
座敷スペースへの移動を容易にした。 また、店舗の正面デザインも女性
が入りやすいイメージとするよう改装することを提案した。具体的には、こ
れまで油汚れがひどかった部分を清掃するとともに、店舗のロゴを作成し、
清潔感のある外装デザインを作成した。さらに、店舗改装とともに料金も
見直し客単価の向上につなげるよう提案した。

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000ns6OTAAY
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販路
販促
支援

老舗高級料亭の新規イベント開催による売上拡大支援新潟県

支援体制

大津 尚史 氏

新潟県央中小企業支援プラットフォーム

長岡信用金庫

専
門
家

有限会社 鴨川館

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：21人
■資本金：800万円
■創業：昭和28年10月
■住所：新潟県長岡市柏町2-8-25
■企業概要：料亭・割烹

■支援の経緯
本企業は、新潟県長岡市内中心部に位置する創業70年の歴史を持った老舗高級料亭・割烹である。これまで、地元
企業等から接待の場として活用されてきたが、近年、接待の場としての需要が激減していることに加え、顧客の低価格
志向により顧客数及び売上単価ともに減少傾向にあった。そこで、売上の拡大を図るべく、従来より取引のある当機関
に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ヒアリングを行った結果、一年を通じて提供するメニューに大きな変化がないことから、顧客にとっては新鮮さが失わ
れ、マンネリ感を与えていることがわかった。あわせて、売上を拡大させるには、既存顧客以外の新規顧客層に対する
マーケティングが必要であると判断した。そこで、飲食業界の知識や経験が豊富でマーケティングに定評のある本専門
家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
顧客を呼び込むためには、自社をブランディングすることが重要であることを説明し、
鴨川館自体をブランドにすることを提案した。具体的には、本企業でしか味わえない
名物料理（キラーコンテンツ）を開発するよう助言し、料理、飲料、デザートについて、
メニューを提案した。
また、旬の食材とそれに合ったお酒を組み合わせたイベントを行うよう助言し、年間
スケジュールの策定を補助した。さらに、提供するワインリストの作成やイベント告知
を行うためのＨＰの改善支援については、専門家の人脈から適切に対応できる業者を
紹介し、イベント開催の支援を行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjCjAAJ

支援

企
業

■氏名：大津 尚史
■保有資格：なし
■専門分野：マーケティング、営業
■専門家の声：老舗料亭が、新しい
企画・メニューの提案により、地域に
おける“新しい食の提案の発信地”を
担っていきたいとの経営者の熱い想
いを実現できる、継続性の高い企画
提案、実施となった。

大津先生を紹介して頂き大変ありがたいです。新しい考え
や新しい感覚で、頭を柔軟に使わせてもらっています。
また、人脈も素晴らしく豊富で、一緒に仕事をすることが楽
しいです。

専門家の支援により、本企業の名物メニューを開発するとともに、新し
いイベントを開催することができ、新鮮感を打ち出すことができた。
なお、有名ワイナリー代表者による講演及び国産ワインと国産鰻の
フードペアリングを楽しむイベントを実施したところ、100万円程度の売上
となり、売上拡大に大きく寄与した。今後も、季節ごとに新規イベントに
取り組むなど、新規顧客の獲得に注力する予定である。

支援先企業にて相談者と協議

国産ワインと国産鰻のペアリング イベントにてワイナリー代表者と
専門家・相談者・支援機関担当者

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjCjAAJ
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もの
づくりニット製品製造企業の自社ブランド商品開発支援新潟県

支援体制

高橋 憲示 氏

新潟県商工会中小企業サポートセンター

見附商工会

専
門
家

関栄ニット 有限会社

■業種：製造業
■従業員：13人
■資本金：4,500万円
■創業：昭和39年6月
■住所：新潟県見附市学校町1-10-66
■企業概要：ニットセーター、カーディガン製造

■支援の経緯
本企業は、新潟県見附市にある創業50年を超えるニット製品製造企業である。県内の卸問屋を経由してＯＥＭ（相手
先ブランド名製造）を中心に行ってきたが、近年は注文数の減少と原材料価格の高騰により業績が悪化していた。その
ため、より細分化したマーケットに対応した商品を開発し、自社独自の力で市場を開拓していく必要性を感じていた。そ
こで、昨年度、抗がん剤治療による脱毛のストレスを軽減するニット帽を開発し、自社ブランド「ａｍｕａｍｕ」を立ち上げ
たが、販売計画が定まっていなかったことから、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ヒアリングの結果、本企業は長年ＯＥＭ生産を中心に行ってきたことから、マーケティングや販売促進に関するノウハ
ウが不足していることがわかった。そのため、自社ブランド商品についても、コンセプトが明確でないことに加え、顧客の
ニーズを捉え切れていない印象を受けた。そのため、効果的な販売戦略を確定できずにいることがわかった。そこで、
中小企業メーカーでの商品開発からプロデュースまでの、現場経験が豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
事業主と意見交換を行い、事業者の思いである「ニット帽を着用することで、抗がん剤治療で入院
や通院している方々に、少しでも明るさを取り戻してもらい外に出るサポートをしたい」を商品コンセプト
とすることを提案し、想定されるターゲット層のニーズを考慮した、多様なデザインと、高いファッション性
を兼ね備えた商品とすることが効果的であるとアドバイスをした。また、ニット帽を二枚重ねて着用する
スタイルを提案し販売することで、好みのデザイン、素材を、顧客が自身の体調を気にすることなく
選択できる販売方法とするようアドバイスをした。また、カタログ作成時の、専属モデルの起用ついても
アドバイスを行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxiaSAAR

支援

企
業

■氏名：高橋 憲示
■保有資格：販路コーディネーター
■専門分野：ものづくり・販路開拓
■専門家の声：
素材にあふれたファッションアイテ
ムとすることが出来ました。販売のた
めの企画ではなく喜ばれるための企
画をしたことが革新となった要因だと
考えます。

高橋先生は、非常に視野が広く、販売計画の提案力は本
当にすばらしいものでした。また、多彩な交友関係から協力
者を見出していただき、私どもの思いもよらない方法で販売
計画を進めることができました。指導を受けることで、すべて
の行為に対して目的意識を常に持ち、必要とされることに対
して何かを提供できないか？というような、意識改革をするこ
とができました。大変有難うございました。

自社ブランド商品のコンセプトが明確になったことで、顧客ターゲット層の方向性が定まり、デザイン豊富で、ファッション性を兼ね
備えつつ、顧客の体調に配慮した医療用ニット帽という商品展開ができた。まちの駅である「ネーブルみつけ」にて商品を販売した
ところ、販売開始１ヶ月で想定を上回る約100枚の売上を記録し、その後も順調に売上げを伸ばしている。
現在は、乳がんによる抗がん剤治療を行っている、伊勢みずほさん（フリーアナウンサー）を専属モデルに迎え、カタログ制作に取
り組んでいる。

（新商品のニット帽モデル：伊勢みずほさん）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxiaSAAR
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もの
づくり万能調味料の新商品開発に向けた支援山梨県

支援体制

鷹野 啓司 氏

山梨県商工会プラットフォーム

山梨県商工会連合会・都留市商工会

専
門
家

株式会社 中村商事

■業種：卸売業、小売業
■従業員：5人
■資本金：300万円
■創業：平成17年12月13日
■住所：山梨県都留市小野321-1
■企業概要：食品製造加工卸・レストラン経営

■支援の経緯
本企業は県内及び東京・神奈川の飲食店を顧客に食品の製造加工・食品の卸売業を営む企業である。平成25年より
旧都留市給食センター跡地を借り事業を拡大した。食品の卸売業では肉類、米、麺類、冷凍食品、乾物、調味料などを
広く取り扱い、各取引先のレシピで食品の製造加工等も行うとともに、都留市内でレストラン事業及び富士河口湖町の
リゾートホテルで受託レストラン事業を展開している。今年、リニア見学センター近隣に「道の駅つる」が建設されること
から、自社のオリジナル商品の開発に着手することとしたが、進め方がわからなかったので、都留市商工会経由で商品
開発、デザイン及び広告宣伝の具体的な進め方について当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業では工場長を中心に調味料等の高い製造技術を有しており、卸先の評価は大変高く、訪問時にはすでに何点
か試作品が完成していた。しかし自社商品のプロデュースやブランド構築は初めてで、試作品をブラッシュアップした上
で、企画から製造販売までのプロセス支援が必要と判断した。そこで都留市商工会及び山梨県よろず支援拠点と相談
し、地域資源を活用した商品化の経験があり、商品デザイン、販促ツール、販路開拓等の支援ノウハウがある本専門
家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
当初、オリジナル商品として醤油味2種類、味噌及び生七味各1種類の想定であったところ、調味料としての用途を広
げるため塩味を提案し3種類の万能調味料とした。その他、商品仕様、原価計算、価格設定、ネーミング、ロゴデザイン、
ポスターや店頭ＰＯＰのデザイン、商品調書の作成方法並びにＱＲコードでのサイト誘導のアドバイスを行った。
今後は、引き続き山梨県よろず支援拠点にて販路拡大支援を行うよう依頼するとともに、都留市商工会に「道の駅つ
る」でのオリジナル商品の取り扱い及び地元ふるさと納税対象商品への推薦を依頼した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjTqAAJ

支援

企
業

■氏名：鷹野 啓司
■保有資格：１級建築士Ｇデザイナー
■専門分野：創業・商品開発等
■専門家の声：ご訪問の際、社長以下
スタッフ全員にご参加頂き、企画から
製造販売までの流れをご理解頂きまし
た。一連の支援を通じて社内の商品開
発意欲が高まり、今後の商品開発にも
期待しています。

鷹野デザイナーを紹介してもらい、当社オリジナル商品の
万能調味料が完成したことに感謝しています。
当社従業員も含め沢山の意見交換を行い貴重な「新規もの
づくり体験」ができました。数々のアイデアを頂き商品がその
度に磨かれていくのが分かります。日本一の富士山の麓でリ
ニア見学観光もあり今後も更に知恵を絞り業容拡大に努め
たいと思います。
素晴らしい支援ありがとうございました。

素材を活かしたサクサク感あるとても良い商品が完成した。他社に無い万能調味料シリー
ズ3種類「さくうま塩」「さくうま醤油」「鬼がらし味噌」で店頭ＰＯＰや何種類ものレシ
ピを紹介した広告も完成した。今後への期待として、年間見学者数30万人の観光客を集める
リニア見学センター「道の駅つる」で更なる売上増加が見込まれる。今後は地元食材を活用
した万能調味料「ＦＵＪＩＹＡＭＡ ＳＰＩＣＥ」ならびに自社レストランメニューを再現
したパスタソース等の商品開発を進める予定である。

専門家の声

オリジナル商品写真

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjTqAAJ


平成28年度専門家派遣事例 23

ＩｏＴＨＰとメッセージアプリを連携した集客力向上支援山梨県

支援体制

飯田 伸司 氏

山梨県中小企業経営革新サポート
プラットフォーム

公益財団法人やまなし産業支援機構

専
門
家

有限会社 おかめ鮨

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：26人
■資本金：500万円
■創業：昭和62年7月1日
■住所：山梨県南巨摩郡富士川町大椚248-1
■企業概要：寿司・和食店舗

■支援の経緯
本企業は、山梨県南巨摩郡富士川町で経営する、「地域社会の食文化に貢献する」というビジョンを掲げる寿司・和
食店舗である。近年、顧客ターゲット層である40代～70代の方々にもスマートフォンが普及していることから、インター
ネットを活用した情報提供や顧客の獲得を重要視していくべきだと考えるようになった。そこでその具体的な方法につい
て、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当機関がヒアリングしたところ、本企業はＨＰやメール会員システムは開設している
ものの、それが集客につながっていないことがわかった。そこで、ＨＰ以外にも様々な
アプリケーションを活用することが効果的と判断した。しかし、当機関には支援できる
専門家がいなかったことから、ＩＴを活用した宣伝等で実績が豊富な本専門家を派遣
することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000SOWdcAAH

支援

企
業

■氏名：飯田 伸司
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：販路拡大・促進支援
ＩＴを活用した経営力強化
■専門家の声：より良い店作りをした
いという事業者の熱意を尊重しつつ、
企業戦略や地域特性と合致した集客
を行えるようにアドバイスをした。

自社の専門性と財務状況、経営課題をしっかりと理解して
いただき、いくつもの良い提案をしていただけました。
最新のＩＴ技術やその活用方法については、専門性が高くな
かなか取り入れられないのですが、端的に説明していただけ
て分かりやすかったです。
今後も、料理・サービス・空間などすべてのことに関し、「常
にもっと良くできないか」という意識を持って、スタッフとアイデ
アを出し合い、より良い店作りを進めていきたいと思います。

ＨＰと連携できるメッセージアプリケーションを活用したところ、フォロワーが4ヶ月で200人に達した。また、スマートフォンへのプッ
シュ通知を行う広告機能を活用することで、顧客が情報を見逃さない体制を構築した。それにより、新しいメニューやイベント等の情
報を発信した日には来店数の増加が見られるなど、従来のＨＰ及びメール会員システムと比較して確実に売上拡大に結びつくように
なった。さらに、専門家から提案があったインターネットショッピングモールへの出品も現在実施体制を整えており、山梨県外の顧客
への販売を目指していく予定。

メッセージアプリからの情報発信

ＨＰと連携できるＳＮＳツールとして、40代～70代の顧客層でも比較的利用者が多い
ＬＩＮＥ（無料のメッセージアプリケーション）を紹介し、「ＬＩＮＥ＠」を用いてＬＩＮＥ利用者
に向けた情報を発信していくことを提案した。さらに、情報発信方法についてもアドバ
イスし、新しいメニューを開発した際やイベントを行う際には必ず更新し告知するよう
指導した。 また、事業主が開発している新しいメニューについて、通信販売を行うこ
とを提案し、出品費用が安価であるインターネットショッピングモールへの出品を提案
した。

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000SOWdcAAH
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創業長野県

支援体制

丸田 守男 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は、旧望月町（かすが地区）で先代小林社長が創業した後、二代目となる小林稔社長が市場の発展性に期待
し、東御市（旧東部町）和地区に給食工場を新築し、事業を拡大してきた。現在は、社員食堂や高齢者福祉施設等の委
託給食や、冠婚葬祭料理、レセプションパーティーオードブルなどを製造、配送している。
そんななか、タイミングよく同社給食工場の隣、国道18号線に面した中華料理店が廃業して空き店舗となった。そこで、
同店舗を改装して惣菜と弁当の直売店を創業したいと考え、長野県信用組合望月支店を経由して当拠点に相談があっ
た。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業へヒアリングを行ったところ、直売店舗での販売経験がないことから、店舗内レイアウト、陳列什器の選定、商
品配置の在り方やオペレーションにおいて多くの課題があることが判明した。そこで店舗運営の支援において豊富な支
援実績のある本専門家を派遣する事で課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
本地域の特性を考慮し、顧客ターゲット層を分析した。具体的には、ランチの時間帯は
近隣のビジネスマンをターゲットとして想定するとともに、夕方から夜にかけては仕事帰り
の女性等をターゲットとして想定した。そのうえで、来店客の動線を配慮したセルフオペレ
ーションのレイアウトとするようアドバイスした。加えて、店内での飲食ができるようイートイ
ンコーナーを設けるよう提案した。また、陳列する什器については、弁当と惣菜それぞれが
来店客に見えやすい売り場とするよう改装工事者に「立体陳列什器」を作成してもらうよう
提案した。

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

長野県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家の声

法人や高齢者福祉施設等への委託給食配送や冠婚葬祭
料理といった定型的な仕事と違い、一般消費者向けの「弁当
/惣菜店」の経営は初めてだったので、地元の飲食店や菓子
店などの店舗開業やリニューアルを手掛けた経験豊富な丸
田先生にアドバイスいただき、大変助かりました。
また、消費者目線で店内回遊動線を考えることや、立体的
に陳列できる階段状の陳列什器の作り方などに対し、分かり
やすくアドバイスいただきました。改修工事をお願いした大工
さんに低予算で作成いただき、大変感謝しております。

元中華料理店だった店舗内は、複雑に入り組んでいたが、パーテーション
で仕切ることで、入り口から店舗内をストレートに移動できるワンウェイコント
ロール設計でのセルフオペレーション様式で店舗をレイアウトすることし、新
店舗をオープンすることができた。 またレジ脇には、店内で飲食できるイー
トインコーナーを設け、ビジネスマンが弁当を購入し、その場で昼食を済ませ
ることができるようにしたことで、ビジネスマンのリピーターが増えてきている。

有限会社 かすがミールサービス

■業種：卸売業・小売業
■従業員：10人
■資本金：300万円
■創業：昭和53年
■住所：長野県東御市和1425
■企業概要：地域密着型給食配送サービス

企
業

給食配送等サービス会社の新規惣菜店舗創業支援

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjGHAAZ

■氏名：丸田 守男
■保有資格：店舗アドバイザー
■専門分野：店舗開業支援
■専門家の声：小林社長は弁当/惣
菜のプロであるが、一般顧客向けの
店舗経営の経験はなかった。本支援
は、私が今までに支援した飲食店や
食料販売店の支援経験を、惣菜販
売店に応用した支援であった。

完成した新店舗（上）と開店当時と店内レイアウト一部（下）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjGHAAZ
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販路
販促
支援

焼菓子専門店の顧客ターゲット明確化と店舗レイアウト支援長野県

支援体制

久米 えみ 氏

信州ビジネスサポートプラットフォーム

長野商工会議所

専
門
家

Ｇｒａｎｄｍａ（グランマ）

■業種：卸売業、小売業
■従業員： -（人）
■資本金： -（万円）
■創業：平成22年8月
■住所：長野市中御所岡田町217-1
■企業概要：焼菓子専門店

■支援の経緯
本企業は、長野駅から西へ約550メートルのオフィスビルの一角にある焼菓子専門店である。焼菓子専門店が作る
「お洒落包装あんぱん」や「天然酵母スイーツ」など次々とブランド商品の開発を行っているものの、商品開発が来店客
増加や売上増加に思うように結びついていない状況であった。そのような状況を打開し、来店客増加と売上増加に向け
た取組を図ろうと当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業へのヒアリングの結果、「天然酵母仕立てといった素材を重視したこだわりの逸品を提供する」というコンセプト
は明確であることがわかった。一方で、当該コンセプトを踏まえた顧客ターゲット層が明確ではないことが判明し、その
ために来店客増加や売上増加につながらないと判断した。そこで、食に関心のある若いお母さん層をターゲットに設定
し、当該ターゲット層にまた来店したいと思わせる店づくりを行うこととした。11坪の小さな店舗において、大幅な改修を
することなく店舗の魅力を向上させることが必要であったことから、店舗のレイアウトにおいて支援実績が豊富な本専門
家に依頼をした。

■専門家による具体的な支援内容
まずは、現店舗の顧客の動線や店主の動線を確認した。そのうえで、販売促進につながる店舗レイアウトの変更を提
案した。具体的には、顧客が商品を自由に手にとるセルフ式と店舗側が注文を受けた品を手にするショーケース式では
消費者の購入心理が全く違うことを説明し、本企業のコンセプトを踏まえると、ショーケース式での販売とすることが効
果的であると提案した。また、店舗インテリアも合わせて見直しを行うよう提案し、「希望する店舗イメージと想定するメ
イン商品」について店主の思いを明確にするべくヒアリングを行うなかで、商品の品質を顧客に伝える演出を行いたいと
いう意向があることが判明し、その意向を踏まえた店舗レイアウトを作成した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000jqZJqAAM

支援

企
業

■氏名：久米 えみ
■保有資格：一級建築士
■専門分野：店舗設計
■専門家の声：天然酵母の焼き菓子
にこだわっている店主の思い、そして
ターゲットをどこに絞り込むかを明確
にし、そのニーズにあった店舗内装に
作り込んでいくことをアドバイスしまし
た。

久米先生には、販売エリアの動線に関するご指導のみなら
ず、商品の魅せ方、その品質を伝えるための陳列方法に至
るまで、実際にお客様がどう感じるかと言った「生の声」を聞
かせて頂くなど、様々な角度から丁寧にアドバイスを頂き、貴
重な機会を与えて頂きました。

お陰様で、新たな什器導入の必要性に気づきを得て、小規
模事業者持続化補助金の採択を受け、店内の雰囲気を一新
しつつ、バランスの取れた備品を誂えることが出来ました。

今では、お客様から評判の良い店内に生まれ変わり、テーブ
ル席で寛ぐ方も増えています。 ありがとうございます。

店舗面積が限られ、かつ店主一人での経営という背景からセルフ式を採用していたが、本企
業のコンセプトを踏まえ、ショーケース式に店舗レイアウトを変更した。支援を通じて店主の希
望する店舗イメージを明確にできたことから、品質を伝える演出をショーケースにより行うことが
でき、設定した顧客ターゲット層に来店を訴求する店舗レイアウトとすることができた。店舗の
雰囲気が明るくなったこともあり、設定したターゲット層である女性客が多数来店するようになっ
た。

新しくなった店内の様子

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000jqZJqAAM
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ＩＴ
活用ＨＰとＳＮＳを活用した美容院の集客促進支援静岡県

支援体制

金子綾 氏

静岡東部地域中小企業支援ネットワーク

沼津市商工会 原支所

専
門
家

Hair make SMiLLY

■業種：生活関連サービス業、娯楽業
■従業員：3名
■資本金： -（万円）
■創業：平成14年5月
■住所：沼津市一本松359-5
■企業概要：地元で人気の美容室

■支援の経緯
本企業代表者は静岡県沼津市にて美容室「ＳＭｉＬＬＹ（スマイリー）」、静岡県富士市に美容室・スパ「ｋａｅｒｕ（カエル）」
を経営している。自社のＨＰは作成しておらず業者のポータルサイトに情報を掲載していたが、さらなる集客を目指すた
めにＳＮＳを活用していきたいと考え、ＳＮＳを立ち上げたものの思うようにいかなかったことから、ＳＮＳの効果的な活
用方法について当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当機関にてヒアリングしたところ、本企業代表者は集客と情報発信の手段としてＬＩＮＥとＦａｃｅｂｏｏｋを始めたが、Ｆａｃ
ｅｂｏｏｋを個人名義で更新していたため、1年前にアカウントを停止され、それ以降の更新が止まっていたことが判明し
た。そのため、まずＦａｃｅｂｏｏｋを復旧し、そのうえで、ＩＴが苦手な人でも簡単に更新できる情報発信手段の確立が必要
と判断した。そこで、小規模店舗のＩＴ戦略に長けＳＮＳを活用した美容院の集客支援
実績もある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000gH6dbAAC

支援

企
業

■氏名：金子 綾
■保有資格：国内旅行業務取扱
■専門分野：地域資源活用/販路拡大・
販促支援/ＩＴを活用した経営力強化
■専門家の声：ＨＰを持っていないので、
まず情報蓄積型のブログを始めてもらい、
Ｆａｃｅｂｏｏｋと上手く連動していただき、よ
り良いお客様を集客できるようにサポー
トしていきたいと思います。

ＩＴに苦手意識がある私でも分かりやすい説明ありがとうご
ざいました。今までよく分からずやってきたことをまとめてい
ただき、スッキリしました。現在、金子さんの「ブログは頻繁
に更新してください」というアドバイスの通りにやっておりま
す。これからも商工会の指導を受けつつＳＮＳやブログの更
新を続けていきたいと思います。

ポータルサイトとＦａｃｅｂｏｏｋで別々に情報発信をしていたが、今回の支援によりＦａｃｅｂｏｏｋからポータルサイトへ導線を作成したこ
とで、両者を有効に活用できるようになった。また、アドバイスを受けてブログを立ち上げ、専用アプリを使ってスタッフでも書き込み
ができるようにしたことで継続的な情報発信が可能になり、従来のファミリー層だけではなくブログを見た若い女性層の新規顧客獲
得につながっている。投稿内容についても顧客が知りたい情報を意識して、できるだけ本企業の姿勢や、自分たちができるスタイル
等を発信するようになった。今回までの2回の支援で基礎基本について習得したので、今後は集客できる情報発信について深く習得
し、情報蓄積型のツールも取り入れて更なる集客向上に繋げていく予定である。

はじめに、ブログとＳＮＳの違いや発信する側のメリットと情報を受け取る側の視点
について説明した。ブログは情報蓄積型、ＳＮＳは情報拡散型の特徴があるため、
Ｆａｃｅｂｏｏｋの活用とともに情報蓄積型のブログ等を組み合わせて、うまく情報発信
をしていくよう提案した。 さらに、集客に向けて顧客に必要な情報を発信していくよう
助言し、特にスマイリーにはファミリー層が多くキッズスペースを完備している事から、

その強みを生かした情報発信を心がけるようアドバイスした。

ブログ（スマイリー）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000gH6dbAAC
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販路
販促
支援

アンケート実施による顧客ニーズの明確化と販売促進支援静岡県

支援体制

森山 直徳 氏

静岡東部地域中小企業支援ネットワーク

三島信用金庫

専
門
家

カレーハウスＪＩＢ

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：4人（パート含む）
■資本金： - (万円)
■創業：平成9年
■住所：静岡県沼津市足高478-2
■企業概要：カレー専門店

■支援の経緯
本企業は静岡県沼津市で19年間カレーハウスを経営しているが、店主のこだわりから肉、野菜をふんだんに使ってい
るため原価率が高かったことに加え、メニュー数が30種類以上ある一方、記載されたメニュー表が見にくかったことから、
うまく売上に結びついていないように感じていた。そこで、経営全般の見直しを行いたいと、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当機関担当職員がヒアリングしたところ、上記事業主の問題意識に加え、情報発信をほとんど行っていないことがわ
かった。そこで、まずはＨＰ等の作成による効果的な情報発信が必要であると判断した。そこで、メニュー構成も含め、
店舗の販売促進策にて精通し、当該分野の支援実績が豊富な本専門家に依頼することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
はじめに、来店された顧客へアンケートを実施し、来店の動機や決め手、提供した食事
への感想について調査したところ、通りがかりの来店が大多数であったことから、のぼり
やＡ型看板設置等のサイン強化により、本企業の認知度向上や新規顧客獲得を図るよ
うアドバイスした。また女性客にとってはボリュームの多さがネックとなっていたことも判
明したため、ボリュームを抑える一方、サラダ等を付けた「レディースセット」といった新メ
ニューを開発するよう提案した。さらに顧客のニーズに合わせながら原価率を考慮し、メ
ニューを構成するよう提案した。さらに、無料のソフトウェアを活用したＨＰのリニューアル
支援を行うとともに、期間限定メニューやお得なサービスなどタイムリーな情報発信を行
うよう指示するとともに、本企業の強みをわかりやすく発信しつつ、顧客が知りたいことを
意識した構成にするようアドバイスした。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000oyMkcAAE

支援

企
業

■氏名：森山 直徳
■保有資格：ＪＳＰＡ広告レスポンス改
善アドバイザー/「Ａ４」１枚販促アン
ケート広告作成アドバイザー
■専門分野：販売拡大・促進支援
■専門家の声：社長の思いや実際に
来店された方の声を分析・検証し、理
想となるターゲット層や独自の強みな
どを分析・検証し、お客様目線に基づ
いて行動できるように支援を行った。

お客様目線に立つということが、実際にわかっているよう
でわかっていなかったことに気づきました。今後は「カレーな
らＪＩＢさんだよね」といわれるよう、お客様の声を取り入れな
がら、「お客様の笑顔の味」に向けて研究を重ねていきたい
と思います。支店長はじめ、担当者、森山先生ありがとうご
ざいました。今後ともよろしくお願いいたします。

支援により、アンケートを通じて「お客様の声」を取り込むことができた。その結果、女性客のニーズを
商品化したレディースセットを開発することができた。また、ＨＰをリニューアルし、期間限定メニューやお
得なサービスなど情報発信を行ったことから、高単価商品のカツカレーや商品化したレディースセットの
訴求力が高まり、昨年度と比較して10％程度利益率が増加した（9月現在）。今後は、本企業の強みで
ある「庭園に囲まれた落ち着いた雰囲気」及び「創業30年で42万食以上の調理実績」をベースとした
情報発信を行うことで、さらなる認知度の向上と新規顧客の獲得を見込んでいる。

（上）ＨＰに記載した「選ばれている5つの理由」

店
頭
に
設
置
し
た

Ａ
看
板

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000oyMkcAAE
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創業岩牡蠣を中心とした海鮮網焼き料理店の創業支援富山県

支援体制

高井 裕美子 氏

たかしん中小企業支援プラットフォーム

専
門
家

Ｈ＆Ｆ(かき小屋 大島)

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：3人
■資本金： -(万円)
■創業：平成28年7月18日
■住所：富山県射水市小島730-1
■企業概要：飲食業（牡蠣、海鮮網焼き）

■支援の経緯
本企業は、県内ではまだ少ない岩牡蠣を中心とした海鮮網焼き料理を提供する飲食店の創業を計画していた。
しかし、事業主はこれまで飲食業の経験や創業の経験がなく、創業の手続きをどのように進めていけばいいのかわか
らなかった。そこで、創業にかかる支援を受けようと、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
事業主へヒアリングした結果、これまでハウスクリーニングなどの事業に従事してきたが、飲食業の経験は無く、飲食
業の開店に際して必要な人員数、設置すべき設備、集客のための訴求手段についてまったくノウハウがない状態で
あった。資金調達については当機関で支援が可能であったが、資金面以外の課題については専門的なアドバイスが困
難であったことから、小売店の創業支援について実績と経験のある本専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
飲食店の新規開店に向けて、まず必要となる器具や備品についてアドバイスした。
特に、海鮮関係で生ものを扱うことで、必要となる備品について情報提供を行い、
併せて近隣住民へ配慮する観点から、網焼きの煙の排出を抑制するため、炭火
でなくガス燃料の使用をアドバイスした。次に器具や備品について、仕入先や
購入先を紹介するとともに、開店にかかる許認可手続きの進め方をアドバイスした。
加えて、開店後の集客にあたり、宣伝経費をかけず、顧客の口コミにて店舗のPRを
行う手段として、インターネットやＳＮＳを活用するよう情報提供した。

支援概要

成果

事業者の声

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000hYgb6AAC

支援

企
業

■氏名：高井 裕美子
■保有資格：簿記３級、書道３段
■専門分野：地域資源活用・経営革新
■専門家の声：開店まで日が少なかっ
たため、ヒアリングの中で分かった、事
業者の想定していなかった課題（衛生
面や地域住民への配慮）についても、
漏れなくお伝えし、サポートできるよう
努めました。

おかげで無事に開店することができました。アドバイスの中
でも、ネットの口コミ販促についての情報提供が特に助かり
ました。宣伝経費をかけなくてもお客様の口コミが繋がってい
くことを現在実感しております。ご支援ありがとうございました。

支援を受けて開店手続きを進めることができ、当初の予定通り7月18日の「海の日」に、
「かき小屋 大島」の店名で開店を実現した。また、有料の広告等は活用せず、新鮮な牡蠣
を使用した牡蠣丼（写真右）等を対象として、開店キャンペーンを一か月間実施したことで
口コミが拡大。その結果、地元のテレビ局2局で紹介されるなど、顧客認知度は向上してお
り、徐々に客足が増えつつある。

高岡信用金庫
構
成

機
関

店舗風景（上） 商品写真（下）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000hYgb6AAC
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ＩＴ
活用自社ＨＰのＳＥＯ対策による販売促進力強化支援石川県

支援体制

福岡 明夫 氏

かが能登かなざわ中小企業支援
プラットフォーム

株式会社北國銀行

専
門
家

株式会社 ひらた

■業種：卸売業、小売業
■従業員：4人
■資本金：1,000万円
■創業：昭和54年
■住所：石川県白山市倉光8-54
■企業概要：お客さま一人ひとりのコンシェルジュと
なって接客し、洋服という文化を通じて心を豊かにし
たい

■支援の経緯
本企業は白山市に所在する紳士服店であり、業歴も長く一定の顧客数を確保している。一方で、顧客の高齢化や大
手メーカーとの価格競争といった問題を認識していることから、今後も継続的に売上を維持していくために「ブランド力」
の強化を新たな経営戦略として掲げている。そこで、具体的な施策を展開していくに際し、コンサルタント目線での指導、
助言を受けたいとのことから、 当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ヒアリングの結果、本企業にはＨＰはあるものの、あまり効果的に活用されていない状態であった。「ブランド力」の強
化には、ＩＴを活用した販売促進等宣伝の強化が必要と判断し、ＳＥＯ対策を中心としたＩＴ活用による経営力強化支援
の実績がある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxiu2AAB

支援

企
業

■氏名：福岡 明夫
■保有資格：ＩＴコーディネータ
■専門分野：販路拡大・促進支援
■専門家の声：ＨＰでの集客にはキー
ワードを絞り込むことが大切だと考え、
キーワードを絞り込み「オーダースー
ツ」に絞り込む支援を行った。

インターネットで「石川県 オーダースーツ」と検索するとトッ
プページに載るようになったことで、認知度向上、来店客数増
加、売上高増加が期待できる。
本専門家支援は付加価値の高いものであった。

支援を受ける前のインターネット検索キーワードは、「紳士服ひらた」の店舗名やブランド名が多かったが、集客したいターゲットの
キーワードを「オーダースーツ」に絞り込み、運用ツールで状況分析しながら改善したことにより、支援後は「オーダースーツ」のキー
ワード検索で自社ＨＰが上位に掲載されるなど販売促進が強化されるようになった。それにともない、来店する顧客が増加するよう
になった。ＨＰは一度作成しても終わりではなく、改善し続けることが大切であるという専門家の指導を実践し、今後は、ＳＥＯ対策に
加え、広告を使った集客も図っていく。

本企業から「オーダースーツで売上を上げて行きたい」との要望を聞き
出し、ＨＰの構成を「オーダースーツ」が中心となるよう支援を実施した。具
体的には、オーダースーツに関する料金体系、納期、オプション、仕上が
りといった流れごとにページを作成し、各ページのタイトルタグに「オー
ダースーツ」を挿入するといったＳＥＯ対策をアドバイスした。
また、ＳＥＯ対策はＨＰ運用ツールで状況を確認しながら、対策を講じ改
善を続けていくことが重要であると説明し、ＧｏｏｇｌｅアナリスティクスとＧｏｏ
ｇｌｅサーチ・コンソールを活用して、自社のＨＰがどのようなキーワードで検
索されて来店に繋がっているのかを確認する手法を指導した。

「オーダースーツ」を中心にリニューアルされたＨＰ

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxiu2AAB
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販路
販促
支援

自社オリジナル製品の開発および販売促進支援石川県

支援体制

武部 麻希子 氏

中小企業応援センター いしかわ

公益財団法人石川県産業創出支援機構

専
門
家

株式会社 気谷

■業種：製造業
■従業員：50人
■資本金：3,000万円
■創業：昭和37年
■住所：石川県かほく市木津ハ41-2
■企業概要：繊維資材（ゴム紐等）の製造販売、

繊維製品の加工販売

■支援の経緯
本企業はかほく市に所在し、創業50年の歴史を有する繊維製品製造販売業の企業である。昨今、アパレル業界では
資材調達と生産の軸足が海外へ移っていることに加え、国内の個人消費が伸び悩んでいることから、既存の得意先へ
の販売額が減少傾向にある。そのため、本企業では創業以来のゴム・紐を中心とした織物製造販売に加え、生地加工
等販売品目の拡大と新規取引先の開拓による売上拡大に努めている。今後は自社が持つノウハウの強みを生かした
オリジナル製品の製造販売を売上の１つの大きな柱とするため、その販売促進方法について当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当機関担当職員が自社商品の開発と販売状況についてヒアリングを行ったところ、製品が持つクオリティは高いもの
の、商品の企画から販売までを通した体系的な戦略が立てられていないことが明らかになった。そこで、効果的なブ
ランディング戦略を立案するため、ブランディング、コンセプト提案、製品デザインの支援実績が豊富な本専門家に依頼
した。

■専門家による具体的な支援内容

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t5LAqQAM

支援

企
業

■氏名：武部 麻希子
■保有資格：デザインにおける専門知識と
マーケティング知識
■専門分野：ものづくり/事業再生及び再
チャレンジ/創業/地域資源活用
■専門家の声：開発チームがこの支援を通
してだけでなく継続して強い新商品を開発
できるよう、すべての答えを初めから出さず
に開発チームの“気付き”と“成長”を重視し、
一過性の支援にならないよう心がけた。

今まで弊社商品開発チームでは総合的な戦略がないまま
商品作りを行ってきたため、企画が中途半端で終わってしま
う場合が多かったのですが、武部先生がチームメンバー個々
に課題を出させ企画段階から販売戦略、最終の陳列方法に
至るまで分かり易く丁寧に指導されたおかげで、メンバー
個々の能力を引き出され、意識も向上し具体的な成果が出
始めています。

今後もこの事業で学んだ事を糧にチーム一丸となって商品
開発・販路開拓に取り組んでいきます。ご支援本当に有難う
ございました。

支援を通してマーケティングに基づいた効果的な販売戦略を立案できるようになり、それに伴い自社商
品の企画書が売り込みやすいものになった。
また、進行中だった自社商品を支援の内容に基づいてブラッシュアップしたところ、大手雑貨販売店から
商品の取り扱いを受けるなど、新規取引先の開拓につながった。さらにデザイン展でも高い評価を受け、
さらなる取引先の開拓が見込まれる。
この支援で習得した企画ノウハウは今後の新商品の企画にも大いに生かしていける。

はじめに、マーケティングの基本的な３Cについて説明し、市場と競合等リサーチし、確認した。
そのうえで、開発された2つの商品ラインについて、ターゲット層をそれぞれ「まとめ買いをするお
母さん」「こだわり派の独身女性」と決定した。あわせて商品のデザインも、前者は競合他社に多
い柄での展開ではなく、無地のカラーバリエーションで展開するようアドバイスし、後者はセミオー
ダーできるしくみを提案した。また、それぞれの商品について、ネーミングのポイントなどもアドバ
イスするとともに、営業先に提示する企画書についても、市場状況から商品のディスプレイ方法
まで提案の流れを明確に記載して第三者に伝わりやすいものとするようアドバイスした。

マチ付きワンタッチエコバッグ「ＣＲＯＮＰＡ」

（下）カスタマイズバッグブランド「Ｔｏｔｅｈｏｍｅ」

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t5LAqQAM


平成28年度専門家派遣事例 31

その
他「岐阜県ＨＡＣＣＰ認定制度」への申請補助支援岐阜県

支援体制

永井 利明 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は平成24年に設立して以来、農業(米)の生産から米の加工、製品製造、販路開拓に至るまで一貫して自社で
こなす「六次産業化」を手がける企業である。今後は、製造した商品について海外への販路拡大を計画しており、その
ためにはＨＡＣＣＰ（ハサップ）の認定が必須であることから、本年より岐阜県に制定された「岐阜県ＨＡＣＣＰ認定制度」
の導入による品質向上を目指そうと、当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業へのヒアリングの結果、平成29年3月までの「岐阜県ＨＡＣＣＰ」の認定を目標としていることがわかった。そこで、
食品支援及びＨＡＣＣＰ申請支援の実績が豊富であり、事業者の信頼と評価が高い本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
ははじめに、「岐阜県ＨＡＣＣＰ認定制度」の導入及び一般衛生管理の拡充と構築
について解説し、認定取得までのプランを立案した。次に製造工場内を視察したとこ
ろ、商品等の品質管理の基礎力はあるものの、社内のルールとしてマニュアル化や
記録化がされていなかったため、文書化と体制構築について支援した。具体的には、
商品製造フローチャート、衛星管理マニュアル及び自主点検表の作成を支援すると
ともに、危害分析の実施、ＣＣＰ(重要管理点)の抽出、商品回収プログラムの整理に
ついて指導し、これらを実施するためのプログラム構築について、社内でチームとし
て取り組む体制を作るようアドバイスした。そのうえで、岐阜県ＨＡＣＣＰ導入への
申請手続きを支援した。

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

岐阜県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家の声

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000WEkOeAAL

■氏名：永井 利明
■保有資格：ＩＳＯ審査員
■専門分野：ＢＣＰ / その他の経営課題
/ ものづくり / 農商工等連携
■専門家の声：
ＰＬＵＳ㈱様は、自社の安心安全な製品作
りを心掛けておられ、その為にＨＡＣＣＰの
構築をされようとしています。衛生管理の
基本も培ってこられ岐阜県版ＨＡＣＣＰの
認定も可能と思われます。

わかりやすく丁寧に説明していただいて、もう少しで岐阜県

版ＨＡＣＣＰが申請できる。

岐阜県版ＨＡＣＣＰの導入に努力したことで、ＣＯＯＰ（生協）

や4大手デパート（三越・伊勢丹）との取引が確定したので良

かった。

支援により、危害分析及び商品回収のプログラムを確立することができるとともに、自主点検

表が完成した。また、岐阜県ＨＡＣＣＰ導入申請の準備段階で、生産管理のプロジェクチームを

結成し実施体制を整えたことにより、自社商品が「岐阜の逸品」に選定され、大手百貨店等と

の契約も叶い、販路を拡大することができた。現在は、今年度末の岐阜県ＨＡＣＣＰ導入申請に

向けて準備を進めている。

農業生産法人ＰＬＵＳ 株式会社

■業種：製造業
■従業員：7人
■資本金：500万円
■創業：平成24年2月
■住所：岐阜県関市千疋818-1
■企業概要：米の生産から米粉商品販売までを
手がける六次産業

企
業

海外との商談進行中である
米粉100%のパスタ

作成したマニュアル等

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000WEkOeAAL
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販路
販促
支援

団体客中心から新たな個人客の獲得を図る店舗改革支援岐阜県

支援体制

渡邉 好唯 氏

がんばる企業応援ネットワークぎふ

岐阜県商工会連合会
西濃ブロック広域支援室

専
門
家

川の駅 旬の味 おか多

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：5人
■創業：平成13年7月1日
■住所：岐阜県揖斐郡大野町相羽279
■企業概要：各種宴会、アユ料理の提供

■支援の経緯
本企業は、岐阜県揖斐郡大野町にて当地域の特産である鮎を提供するヤナ場として開業し、その後、飲食店としても
自店舗を所有して、各種宴会や夏場の鮎料理を提供してきた。経営努力のもと売上額を拡大してきたが、今後のさらな
る売上額の拡大を図ろうと経営の方向性や具体的な手法の立案について、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業をヒアリングしたところ、現在売上額は拡大しているが、拡大している分野が冠婚葬祭や各種会合時の宴会部
門となっており、今後当地域の人口減少等による宴会需要の減少に対応するためには、これまでの団体客以外の新し
い顧客層の獲得とその実現に向けた具体的な手法の実施が必要であることが明確となった。そこで、飲食店、特に仕
出しや宴会が中心である店舗の経営改革や、新メニュー開発とそのプロモーション方法の支援において実績が豊富な
本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
宴会や夏場の鮎料理といった団体客が大半となっており、個人客が獲得できてい
ないことから、女性層、ファミリー層の集客を伸ばしていくためのメニュー開発やイベ
ントについてアドバイスした。具体的には、これまでのコース料理ではなく、単品とし
て提供できる新メニューとして鮎のウルカを使ったパスタ、地元野菜を使ったパスタ
などを提案した。さらに、鮎漁が終わる秋以降に地域食としてジビエ料理の猪、鹿な
どを提供することを提案した。
また、子供向けに鮎つかみなどのイベントを企画し、ＤＭを年に数回出していくこと
及び販路拡大手法として大手グルメサイトへ掲載することを提案した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj8mAAB

支援

企
業

■氏名：渡邉 好唯
■保有資格：経営コンサルタント
■専門分野：経営革新
■専門家の声：本支援は、売上拡大
に向けた新しい顧客層の獲得を図る
店舗改革支援である一方で、また市
場の変化に対応するために長期を見
据えて持続的な事業拡大を目指すた
めの支援であった。

渡邉先生と相談させていただき、それまで、店舗を今後ど
のように経営していこうかと悩んでいた中で、明確な道筋をご
提案していただくことができて感謝しています。
さらに、これまでに取り組んだことがなかった個人客獲得に
向けた手法について、分からないことが多いなかで、新メ
ニューやＰＲ方法について具体的にアドバイスをいただくこと
ができ、非常に参考になりました。素晴らしい支援をありがと
うございました。

今回の支援以前から継続的に支援を受けており、その結果、平成26年には8.24％、平成27年には5.44％売上が向上していたが、
今回の支援による売上構成の分析を通じ、獲得を目指す顧客層を明確化することができた。合わせて、パスタやジビエ料理の新メ
ニューが完成するとともに、今後の経営の方向性と具体的な計画を立案することができた。 今後は、ランチやディナーの時間帯に
個人客を取り込んでさらなる売上額の向上を図っていく。

支援で開発された鮎のウルカパスタ

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj8mAAB
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その
他

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当機関担当者がヒアリングしたところ、本企業は体制や業務について明確な区分がなく、また文書化もされていない
ことがわかった。社内基準の標準化を図るためには業務の流れを明確にしてマニュアル化し、ＩＳＯシステムを活用し
て確実な業務伝達の仕組みを構築することが必要であると判断した。そこで、実務に即した実効性のあるＩＳＯ認証取
得のため、わかり易い指導内容で実績のある本専門家に依頼した。

ＩＳＯ9001認証取得による業務の簡素化と有効化に向けた支援岐阜県

支援体制

高橋 晴美 氏

岐阜県中小企業支援プラットフォーム

公益財団法人岐阜県産業経済
振興センター

専
門
家

清水電子工業 株式会社

■業種：製造業
■従業員：25名
■資本金：2,000万円
■創業：昭和47年9月1日
■住所：岐阜県美濃加茂市加茂野町加茂野606-8
■企業概要：各種電源変圧器、リアクトル製造

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000ZEU1MAAX

支援

企
業

■氏名：高橋 晴美
■保有資格：ＩＳＯ審査員
■専門分野：ＩＳＯ取得促進支援
■専門家の声：支援を実施する際、実際
に役に立つＩＳＯを目指した。当社のこれま
で実施されている仕組みを活かしてそこに
ＩＳＯ9001要求事項の不足している部分を
補っていく指導を行った。

高橋先生を紹介していただきこれまで遠い存在であったＩＳ
Ｏ9001の認証を取得することができました。当社の実態に即
した実効性があるシステムが出来上がり、会社として一本筋
が通った気がします。ミラサポ、アドバイザー派遣等の支援
制度を活用して無理なく取得することができました。
ご支援ありがとうございました。

支援の結果、平成28年10月4日（火）～5日（水）にＩＳＯ9001認証登録審査を受審し、
検査体制における2項目の指摘事項を受けたが改善方法を提出して、無事認証を取得できた。
（ＩＳＯ認証・審査登録機関：ペリージョンソンレジストラー）
また、「運営マニュアル」も完成し、業務の効率化と標準化が実現できた。
本企業でこれまで実施されている仕組みを活かしつつＩＳＯ9001の規格要求事項をプラスし、
実業務に則した無駄のない、実効性がある身軽なシステムが構築できた。

（下）内部監査員認定書と簡素な標準類

（下）作成された運営マニュアル

■支援の経緯
本企業は岐阜県美濃加茂市と中国・浙江省に製造拠点を置き、各種変圧器の設計開発から
製造までを行っている。納入先が大手メーカー及び商社であることから、顧客よりＩＳＯ9001の取
得を要請された。取得を目指す以上、社内全ての業務に適用でき、また高齢化していくベテラン
従業員の技術、技能を形式知化してレベルの維持向上に活用できるようなＩＳＯシステムを構築
したいと考えた。そこで、社内の品質保証体制の標準化と有効活用できるＩＳＯの取得について、
当機関に相談があった。

■専門家による具体的な支援内容
まずはじめに組織を確定し、それぞれの部門の責任を明確にして体制を確立した上で、組織図を
作成するよう支援した。また、内部コミュニケーションを確立するために、月例会議を実施して議事
録を作成し、所定の手順で社内に情報伝達していくよう指導と助言を行なった。

ＩＳＯの取得に向け、マネージメントシステム体系図作成及び営業・生産・品質・経理等の業務プロセ
スの規定とマニュアル化を指導した。本企業でこれまで実施されている仕組みを活かしつつＩＳＯ
9001の規格要求事項を満たすシステムを構築するよう総合的に支援した。

主力製品の制御トランス

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000ZEU1MAAX
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その
他新企画「オーシャングリル」の認知度向上支援愛知県

支援体制

岡田 達也 氏

愛知県よろず支援拠点

専
門
家

株式会社 カラフルコンテナ

■業種：建設業
■従業員： - （人）
■資本金：200万円
■創業：平成26年
■住所：愛知県江南市高屋町大師191番地
■企業概要：コンテナを活用したプロモーション

■支援の経緯
本企業は、愛知県江南市に平成26年に創業し、建築用および輸送用コンテナを活用したプロモーションを行っている。
新規のコンテナ活用として、コンテナの内部に厨房機器を装備したタイヤ付きの移動式キッチンカーをプロデュースし、
愛知県の常滑りんくうビーチに「オーシャングリル」という店舗名で海の家として誕生させた。夏場だけの期間限定
（7/16～8/31）のため、一日も早く認知度を高めたいと当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業は、あいち産業振興機構の創業道場の卒業生であり、創業時より支援している当拠点のＣｏがヒアリングした
ところ、自社の思いのみが先行して商品の新規性、話題性、社会性などの要素が纏まっていないという問題点があった。
そこでポイントを整理した上で、事業の認知度を上げるためにプレスリリースにチャレンジすることを薦め、プレスリリー
スの経験が豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
はじめに、プレスリリース文の書き方について、新規性、話題性、社会性の3つのポイントをアピールすることが重要で
あると説明した。新規性としては「東海地区では初！」とし、話題性については、浜辺で海の家の代わりにカラフルな外
観に仕上げた事、社会性については、海上輸送用中古コンテナをタイヤ付きキッチンカーとしてリノベーションしたことな
どを盛り込んで、記者クラブへ投函できるレベルまでブラッシュアップした。また、最優先のターゲットをマスコミの記者と
し、名古屋経済記者クラブと中部経済新聞の一宮支局の2箇所の投稿窓口を紹介して、リリースを支援した。

支援概要

成果

事業者の声

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t6iymQAA

支援

企
業

■氏名：岡田 達也
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：販路拡大・販促支援
■専門家の声：支援を実施する際、プ
レスリリースのポイントを押さえ、各要
点に簡潔なアドバイスをした。本支援
は、機動性のあるキッチンカーを市場
に告知する事を最優先に考え、その
後の事業化を目指す支援であった。

岡田先生の紹介で、独自性のある商品の思いを組み込んで頂
いたこと、結果としてマスコミに掲載され自社のPRになった事を
非常に感謝しています。
リリースに関しては、そのノウハウや手順も判らず、ましてやリ
リース分のポイントやマスコミの記者がターゲットだという事も知
らなかったので大変勉強になりました。
創業してまだ日も浅いのですが、地元の花火大会などからも引
き合いがあり、地域と密着して少しでも地域貢献ができるように
今後もしていきたいです。素晴らしい支援ありがとうございました。

支援を通じ、平成28年8月24日に「コンテナがキッチンカーに」、26日に「改造コンテナでビーチ盛り
上げる」という見出しで、中部経済新聞に2回掲載された。掲載後、しばらくは日に数件の電話問い
合わせが続き、商品の引き合いも3件入って現在交渉中である。また、地元江南市からもオーシャン
グリルの出店要請があり、花火大会に出店して好評を得た。今後は認知度をさらに上げるため、
キッチンとしての用途のほか、短期間のポップアップストアとしてアパレルショップへのアプローチや、
空き駐車場の有効活用の手段として不動産業界へもアプローチするなど、さらなる実績拡大を見込
んでいる。

キッチンコンテナカー「オーシャングリル」

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t6iymQAA
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農工
商等
連携

新商品「バラジャム」のブランディング構築支援愛知県

支援体制

瀧口 力 氏

しんきん愛知プラットフォーム

西尾信用金庫

専
門
家

農事組合法人 レインボー

■業種：農業、林業
■従業員：9人
■資本金：4,500万円
■創業：平成14年
■住所：愛知県西尾市細池町東堤132
■企業概要：バラ栽培・販売

■支援の経緯
本企業は、愛知県西尾市近郊のバラ栽培農家が平成14年に立ち上げた農事組合法人である。バラの需要は季節に
よる変動が大きく、年間を通した需要の平準化が課題であった。そこで本企業は年間を通して需要のあるジャムに着目
し、バラを使用した「バラジャム」を開発のうえ営業を重ねたところ、営業先からジャムを梱包する化粧箱までを含めたオ
リジナル商品の提供を求められた。そこで化粧箱に印字するパッケージデザインについて当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
「バラジャム」は開発当初より当機関が支援を続けてきたが、今後の販路拡大まで考慮すると、パッケージデザインの
みならず、「バラジャム」の商品ブランドを確立することが必要であると考えた。そこで商品のデザインやマーケティング
等に精通し、ブランディング支援の経験と実績が豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
はじめに、商品コンセプトやターゲット市場があいまいで特定されていなかったことから、
まず市場調査を進めることを提案した。特に、「誰に対して、どの様なシーンで、どの様に
使用されるのか」について商品ストーリーを構築することがブランド確立のために重要で
あるとアドバイスした。市場調査の結果、菓子としてのジャムの他に、紅茶などに入れて
使用する高級志向の需要があったことから、菓子店などの企業向けと高級志向の個人
顧客向けの2路線で展開していくことを決めた。高級志向の個人顧客に対しては贈呈品
や食卓を飾る嗜好品として高級感のあるパッケージデザインにするよう助言し、化粧箱
に印字するバラのデザインを決定した。さらに、販売促進ツールとしてパンフレットの作成
を支援した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000fsLuCAAU

支援

企
業

■氏名：瀧口 力
■保有資格：
■専門分野：ブランディング支援
■専門家の声：支援を実施する際、
支援先の新商品に対する熱い想いを
尊重したアドバイスに心掛けた。私も
本支援は、当地域の地場産業である
施設園芸農家の課題解決につながる
との使命を強く感じた支援でした。

瀧口先生を紹介してもらい、当法人の新商品のイメージに
ふさわしいデザインをアドバイスしていただいたことに感謝し
ております。
我々は元々バラ栽培農家であり、新商品の開発や販売に
関しては全くの素人であり、どのように新商品を市場に浸透
させていくのかわからず不安でした。しかし、先生のアドバイ
スにより自信を持って営業活動に取り組むことができるように
なりました。

支援を通じ、商品のコンセプトが確立し、ターゲット市場も明確になったとともに、コンセプトや
ターゲット層にマッチしたバラのデザインが決定した。さらに、販売促進ツールのパンフレットが
完成したことで、営業活動に効果的に利用できている。現在、徐々に成果が表れてきており、大
手結婚式場や有名ホテルで「バラジャム」が採用された。さらに大手百貨店でのプレゼンも予定
しており、今後の販路拡大が見込まれる。

外装パッケージ

作成したバラのデザイン

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000fsLuCAAU
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その
他強みを生かす経営革新への気づき支援愛知県

支援体制

木下 勝 氏

名古屋市中小企業支援プラットフォーム

公益財団法人名古屋産業振興公社

専
門
家

快眠SHOP 冴ゆ

■業種：卸売業、小売業
■従業員：1人
■資本金： 0万円 （個人）
■創業：昭和37年4月
■住所：愛知県名古屋市中区橘1-15-16
■企業概要：寝具販売（オーダー枕）

■支援の経緯
本企業は、名古屋市中区にある寝具小売業で、オーダー枕の販売に力をいれている。しかし、事業計画の策定、ＨＰ
の改善、経理の仕組み整備などいくつもの課題をかかえており、どれからどのように手を付けるべきかわからない状態
であった。そこで、当機関の連携先である名古屋市小規模事業金融公社の紹介により、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
まず、本企業がかかえる経営課題のうち、ＨＰの改善については当機関の窓口相談で支援を実施した。次に事業計
画については、当機関の専門家派遣制度と本専門家派遣制度を併用して、中長期計画の策定までを含めて支援する
こととした。そこで、経営戦略策定支援の経験と実績が豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000n0p1CAAQ

支援

企
業

■氏名：木下 勝
■保有資格：中小企業診断士・ＩＴＣ・キャリ
アコンサルタント
■専門分野： 経営革新 / 販路拡大・販
促支援 /組織開発支援
■専門家の声：経営者の思いを具現化す
るアドバイスを大切にした。本支援は小
売からソリューションサービスへの事業
転換による、成長の実現を目的とした。

非常にわかりやすく、今までぼやけていた部分が、明確に
なって数字化につながりました。

また、今後の経営において必要事項がとても参考になりま
した。

支援を受けるまでは、経営革新への強い意欲はあるものの、それをどう具体化するかの知識・経験を持っていなかった。専門家
に計画策定までの道のりをわかりやすく示され、自社の強みや環境について明確になったことで、事業計画書が完成した。
また、当該事業計画の作成により、これまでオーダー枕の販売であった事業を、ソリューションサービス事業に転換させることが
できた。今後は、事業計画で掲げた「売上額27年度比2.6倍、快眠ソリューションＮo.1」という5年後の目標の実現に向けて、売上額、
利益額の検証を行い、事業の実施を図っていく。

はじめに、事業分野と事業の革新性について確認し、売上構成、顧客のニーズ、競合
他社などから事業環境の棚卸を実施し、当店を「快眠ソリューションの店」としてポジショ
ニングした。また、本企業の強みである個客とのコミュニケーション力と確かな計測技術
から来る信頼関係を基盤に、3年後、5年後における達成目標を確認した。
そのうえで、課題やアクションプランについて、重要度・緊急度から優先順位をつけるこ
とを指導し、それに対する施策がどのような効果をもたらすかを販売数量・単価・原価・
経費から定量的に把握するために、月次決算でレビューを実施することが重要であると
説明した。さらに、顧客×商品サービスのマトリックスによるターゲットの整理やマーケ
ティングについてアドバイスし、5年後の売上数値設定等による事業計画作成を支援し
た。

快眠ソリューションの取組み

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000n0p1CAAQ
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販路
販促
支援

予約オペレーションの効率化による売上拡大支援三重県

支援体制

武田 秀一 氏

三重県中小企業支援プラットフォーム

名張商工会議所

専
門
家

eyelash design beauty spa kozo

■業種：生活関連サービス業、娯楽業
■従業員： - （人）
■資本金： - (万円)
■創業：平成27年12月
■住所：三重県名張市鴻之台2-54
■企業概要：まつ毛エクステンションサロン

■支援の経緯
事業主は、サロンでのまつ毛エクステンションやマッサージの施術経験を生かし、平成27年12月に市内中心部に美容
サロンを創業した。エステティシャンとして施術の経験は豊富にあるが、経営者として本企業のさらなる売上拡大のため
の知識を習得したいとのことで、創業時から支援していた当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
創業時より店舗経営にかかる記帳業務や顧客管理等の支援をしていたが、さらなる売上拡大のためには、売上拡大
の専門的な支援を行う必要があると判断した。そこで、サービス業での販路拡大支援についての実績が豊富にある本
専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000fVc2BAAS

支援

企
業

■氏名：武田 秀一
■保有資格：経営コンサルタント
■専門分野：ものづくり/創業/地域資
源活用/経営革新/販路拡大・販促支
援/農商工連携
■専門家の声：事業者の相談内容を
十分聞き、「やる気」を引き出しながら
１つ１つ課題を洗い出し、改善策を実
践していただけるようアドバイスを
行った。

創業から1年未満で事業に対し多くの不安もあったことから、
自身のレベルに合わせやる気が出るアドバイスをいただけた
ことは、本当に感謝しています。
専門家の支援先で前向きに取り組んでいる多くの事例や、
業界状況のお話を聞けたことが自信につながり、又、自身が
進むべき方向も明確になり本当に良かったと感じています。
多くの課題を1つづつ克服しながら事業展開を進めていきた
いと思います。

専門家より売上拡大の提案を多数頂いたことにより、当初の相談のきっかけであった、さらなる売上拡大のための知識に多数触
れることができた。また、予約オペレーションを確立したことで、従来と比べより顧客を獲得する機会が増えるとともに、効率的な運
営が可能になり、6ヶ月間で新規顧客が2倍に増加して売上に繋がっている。
また、専門家より提案のあったエクステンションスクールについては、営業体制等を整え事業開始の準備を進めているところであ
る。事業開始により他店との差別化を図り、さらなる売上拡大につなげる予定である。

（上）ＨＰ画面

まずは、本企業の経営手法についてヒアリングを行い改善できる点を指摘した。
具体的には、当日予約及び当日キャンセルを含めた効率的な予約オペレーション
を提案するとともに、顧客の来店頻度を管理し、各顧客に合わせたタイミングでＤＭ
を送信するよう提案した。さらに、年間のイベント計画を立て、達成率を検証して効
果的だったイベントを翌年度も実施するよう提案した。
次に、近隣に競合他社が複数あることから、他店との差別化を図るために、既存
事業の強みを生かした新しい収益の柱を立てることを提案した。具体的には、顧客
から定評のあるまつ毛のエクステンションの技術を生かし、地域初となるエクステン
ションスクールを立ち上げるよう提案し、立ち上げの支援を行った。

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000fVc2BAAS
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ＩｏＴ自社ＨＰのＳＥＯ対策及び自社の紹介動画作成支援福井県

支援体制

藤田 雄亮 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は、プレスからロール加工、溶接と一貫した対応が可能であり、取引先からも高い技術力で評価を得ているプ
レス加工会社である。売上は安定しているものの、価格の値下げ要求などにより利益率が低下してきていた。また、同
社では営業部門を設けておらず、新規顧客開拓をほとんど行ってこなかった。取引獲得のため8年前にＨＰを作成した
が、利益を確保するために、取引先を獲得できるより効果的なＨＰが必要だと考えていた。今後、アクセスが増加するよ
うなＨＰにしていきたいが、何から手をつけてよいかわからないことから、当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業をヒアリングしたところ、検索エンジンでの上位表示やアクセス数増加を狙うため、ＨＰ刷新とＳＥＯ対策が必要
であると判断した。なお、相談者はＨＰをスマートフォンでも対応可能とするとともに、展示会などの商談時に、ＰＲツー
ルとして有効活用できるよう動画も作成したいとのことだった。そこで、費用対効果の高い広告宣伝の支援が必要と判
断したが、当拠点に専門性の高い指導員がいなかったため、本専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
ＨＰ刷新の指導にあたり、同社のものづくりの特徴が伝わることを目的と、社長、工場長、
各製造担当者に意見を出してもらい、スマートフォン対応のＨＰを作成した。また、ＨＰに検
索結果が上位にくるようなキーワードを散りばめていった。また、同社の加工技術力や技
術連携力が見える動画の作成支援も行った。具体的には、製品、作業風景、会社の雰囲
気などの撮り方を指導するとともに、ドローンも活用し、工場内外を広く映し出すことで、
プレス加工から溶接加工までの一貫した加工が可能であることがわかる動画を作成した。
さらに、動画の編集の仕方や動画投稿サイトへのアップ方法もアドバイスした。

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

福井県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家の声

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000rpXx4QAE

■氏名：藤田 雄亮
■保有資格：初級システムアドミニス
トレーター
■専門分野：ものづくり/ＩＴを活用した
経営力強化

■専門家の声：支援を実施する際、
何よりも自分達で撮影、ネットにアッ
プできるようになるためのアドバイス
を大切に行った。本支援は、効果的な
宣伝をすることを目指す支援であった。

当初、ＨＰに動画をのせるという話が出た際に、当社の何を
のせるのだろうか？自分たちでできるのだろうかと心配にな
りました。しかし、藤田先生を紹介され、具体的な支援をいた
だいたことで、皆でどのような動画をのせるとよいのか等話し
合う機会が増えました。おかげで、新製品や工場案内等、今
までにないサービスの意見が出て新鮮な驚きでした。
また、工場や加工風景を撮影すると、違った角度から自分
たちの仕事を見直すことができ、社内の雰囲気にもいい意味
で変化がおきています。次は、ＨＰからのアプローチをどんど
ん成約につなげていきたいと思っています。

ＨＰ刷新前は、「プレス 福井」で検索しても、検索結果は上から11番目だった。しかし、ＳＥＯ対策のアドバイスを1ヶ月間生かした
結果、検索結果が上位4位まで上昇した。そして、ＨＰがスマートフォンにも対応した中で、動画投稿サイトへ完成した動画を投稿し
たところ、立て続けに問い合わせがあり、そのうち2社と契約が締結されることとなった。さらに、動画を撮影したことで、従業員が自
分たちの技術を外へ発信するという意識が向上し、工場見学などに積極的に取り組むようになり、工場見学による取引先や新規顧
客との接点も増加することとなった。

福井プレス工業 株式会社

■業種：製造業
■従業員：10人
■資本金：1,000万円
■創業：昭和45年年７月
■住所：福井県越前市池ノ上町46-1-17
■企業概要：金属複合加工業

企
業

刷新後のＨＰ

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000rpXx4QAE
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ＩＴ
活用管工事事業者の設備商品アピールによる販売促進支援福井県

支援体制

飛田 友香 氏

ふくい大野・勝山地域プラットフォーム

大野商工会議所

専
門
家

中原設備

■業種：建設業
■従業員：1人
■資本金： -（万円）
■創業：平成24年6月
■住所：福井県大野市中野22-5
■企業概要：水廻りの設備工事・管工事全般

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Sm4qcAAB

支援

企
業

■氏名：飛田 友香
■保有資格：調理師・野菜ソムリエ・
アスリートフードマイスター２級・グラ
フィックデザイナー
■専門分野：販路拡大・販促支援
■専門家の声：野菜ソムリエ・グラ
フィックデザイナーの知識を生かし、
大野らしいメニュー開発、中原設備の
魅力を感じるチラシデザインについて
アドバイスしました。

調理師・野菜ソムリエの知識を生かしたアドバイスは、プロ
目線・女性目線でキッチンの性能を十分とアピールできる内
容でした。チラシ作成に当たっても、デザイナーの観点からア
ドバイスをいただき、おしゃれなデザインのチラシが完成し、
とても満足しています。
先生のアドバイスで、イベント出展当日も良いパフォーマン
スを行うことができ、工事受注につながりました。ありがとうご
ざいました。

顧客獲得のためのチラシを作成することができた。また、出展当日に提供する試食メニューにつ
いては、地元大野を感じていただける食材「里芋」と「長ネギ」を使ったメニューとし、当日の来場者
に向け、五感に訴える調理パフォーマンスを行ったことで、単なる事業や設備のアピールではなく、
設備商品の特性をアピールする出展パフォーマンスとすることができた。訴求力のあるパフォーマ
ンスを行ったことにより、イベント出展後に、2件の工事受注に至っている。

■支援の経緯
本企業は福井県大野市に所在し、水廻りを専門とする設備工事・管工事業を生業としている。同市は地下水が豊富で、
地下水の汲み上げによる自家水道が普及している。そのため上下水道設備の整備が遅れ、市街地での供用開始区域の
下水道接続状況は全体の3割にとどまっているとともに、築40年前後の建築住宅と築15年前後の建築住宅が多く、住宅リ
フォームや水廻り設備の入れ替え工事の需要が見込まれる状態であった。本企業は、このような同市の建築需要に応え
るべく当機関主催のイベント等にて積極的な広報活動を行ってきたが、さらなる顧客獲得のため、より具体的な販売促進
について当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当機関担当者がヒアリングし、相談対応したところ、事業内容や設備のアピールのみではなく、設備商品の特性を理解
できる施策を行っていこうという方針となった。 具体的には当機関主催の「越前おおの産業と食彩フェア」にて、水廻りを
含めたキッチン設備の特性ＰＲを行うこととなった。しかし、イベント当日はキッチンに電気もガスも繋げない状況のため、
快適さをPRすることが困難であった。効果的且つ訴求力のあるデザインチラシやキャッチコピーの作成によりＰＲをしたい
が、専門的に支援する者がいなかったため、チラシの作成支援実績の豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
「越前おおの産業と食彩フェア」向けのＰＲツールの作成支援として、展示されるキッチンに親近感が湧くよう大野の名産
である里芋を使った５品の料理を作るよう提案した。また、性能面では自動で水が出る、トップコートで傷がつかないなど
の説明のため、写真やムービー作成を支援した。 具体的にはキッチンの特徴が伝わりやすい写真を選び、加えてスムー
ズに調理できる印象を与えるスライドショーの作成を支援した。 また、当日はアンケートも実施するよう提案し、回答者に
は上記料理を提供するなど、キッチンで調理できる大野の食材を使った料理をPRするよう指導した。

越前おおの産業と食彩フェア当日のブース

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Sm4qcAAB
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販路
販促
支援

家電小売店の経営改善計画策定による顧客獲得支援福井県

支援体制

荒木 泰之 氏

福井県商工会地域中小企業支援
プラットフォーム

わかさ東商工会

専
門
家

キマタデンキ

■業種：卸売業、小売業
■従業員：3人（専従者）
■資本金：0万円（個人事業所）
■創業：昭和42年
■住所：福井県三方上中郡若狭町井ノ口37-12-3
■企業概要：家庭用電気製品販売、電気工事

■支援の経緯
本企業はＪＲ上中駅前の国道27号沿いで、創業50年の歴史を持つ個人経営の家電小売店である。地域に密着した
経営をしてきたが、平成11年以降、近隣にディスカウントストアや大型家電小売店が出店したことにより売上が最盛期
に比べ約50％の減少となり、抜本的な解決策がつかめないまま経営していた。そこで創業50周年を機に、中期経営計
画策定、売上増加のため、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業へヒアリングを行った結果、長年地域に密着した経営をしてきたことから、地元の顧客情報は把握できている
状況であったが、近年では当該地元の顧客は殆ど来店しておらず、潜在的な顧客となっていることが判明した。加えて、
販売促進に繋がるＰＲ活動がされておらず、継続的な顧客との接点がない状態となっており、大型家電小売店との差
別化ができていなかったことが明確となった。
そこで小売・サービス業の店舗経営改革や顧客拡大、経営分析等で実績が豊富な本専門家を派遣することで課題の
解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まずは、直近3年間の決算書と試算表を確認することで、経営状態の推移を可視化した。そこから、本企業の強みと
弱みをＳＷＯＴ分析により抽出した。また、商品及びサービス毎の年間販売件数から、売れ筋の商品やサービスを売上
順にランキング化し、売れ筋商品を可視化するとともに、そこから販売戦略を踏まえた経営改善策を提案した。具体的
には、売れ筋商品やサービスの売上順の内容を踏まえ、今後の販路拡大手法として顧客を3段階にランク付けすること
で、顧客に最適な商品を案内できる営業戦略の提案を行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxisWAAR

支援

企
業

■氏名：荒木 泰之
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：販路拡大・販促支援
■専門家の声：支援を実施する際、
最も創業者と後継者の想いを尊重し
たアドバイスを大切に行った。本支援
は、潜在顧客を呼び戻すことを最優
先に考え、継続した企業発展を目指
す支援であった。

荒木先生の支援により、50年間商売をしてきて当たり前の
ように実行してきたこと、またわかってはいるができなかった
こと、改めて気づかされたことが如実になり有意義な時間を
過ごすことができ感謝しています。
年々下がりつつあった売上が、Ｖ字回復出来る経営改善計
画を策定したことで、基礎となる目標が立ち、家族一丸となっ
て企業活動に邁進できそうであります。
今後も地域に根差した、なくてはならない企業になるよう一
層努力してまいります。ご支援ありがとうございました。

ＳＷＯＴ分析、売れ筋商品の洗い出し、顧客リストの見直し及び経営改善計画を策定したことで、今
までやらなかった売出イベントを50周年記念イベントとして実施するに至った。個人経営ならではの
地域に密着した営業活動で1年以上来店がなかった顧客が来られるなど、売上は支援前に比べ20％
程度の増加となる見込みである。現在は潜在顧客だった方の来店頻度も上がりつつあり、また得意
様の抱え込みも順調に推移しており、今後は積極的な営業と口コミ等により新規顧客獲得で更なる
売上増加が見込まれる。

キマタデンキ店舗写真

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxisWAAR
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農工
商等
連携

新製品のコンセプト設定及び販路開拓の支援福井県

支援体制

清水 克彦氏
専
門
家

支援概要

相談

支援依頼

支援

成果

事業者の声専門家の声

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t3VYuQAM

■氏名：清水 克彦
■保有資格：日本経営品質賞ｾﾙﾌｱｾｯｻｰ
■専門分野：食品製造・販売、販促支援
■専門家の声：支援を受ける本企業の
安全な地元特産（Ｍａｄｅ ｉｎ Ｆｕｋｕｉ)という
理念と雇用の拡大という信念を大切に無駄、
斑、無理のない新製品開発・販路開拓の支
援を実施させていただきました。

専門家の支援により、自社ハーブ製品の特性が強みを、自
己満足の域で捉えており、顧客・市場に発信、認知できてい
なかったことを実感致しました。また、トマトや塩を使った料理
開発の重要性もわかりました。今後は、日本市場、東南アジ
ア、当社ハーブ製品を広めていける可能性があること、大変
うれしく思っております。
今後も、井の中の蛙とならぬように、製品開発、市場発掘に
努力・邁進させていただきます。

首都圏の高級ホテルのレストラン、最大手の食品物流企業の高級食材部門及び築地市場の大手
荷受け企業等を訪問し製品を紹介し、納入が決定した。さらに、塩ハーブやトマト塩ハーブといった試作
品を顧客の要望に合わせることで可能となった新メニュー開発も決定しており、今後は更なる販売量拡
大が見込まれると同時に、ハーブ生産量に対しての利益率の向上が見込まれる。今回の支援により、
製品コンセプトを設定し、質を担保した。首都圏市場で展開した取引先の顧客には外国人も多数存在し、
首都圏同様、安価な海外製品が流通している欧米市場やアジア富裕層市場へも日本産高級ハーブ製
品としての輸出拡販の可能性も高く、今後も更なる販路拡大、利益拡大が見込まれる。

株式会社 キヨカワ

■業種：製造業
■従業員：23人
■資本金：1000万円
■創業：昭和59年12月26日
■住所：福井市和田中1-414
■企業概要：植物工場でﾊｰﾌﾞ栽培、製品販売

企
業

ふくい中小企業支援プラットフォーム

公益財団法人
ふくい産業支援センター

地
域

Ｐ
Ｆ

構
成

機
関

完成したハーブ製品

■支援の経緯
本企業は創業後、親会社の下請業務を中心に展開してきたが、ここ数年は新規事業の立ち上げが必要と判断し、数年
前より養液の分析技術を活用した植物の水耕栽培事業も運営している。バジルを中心としたハーブ植物工場を設置し、2
年間の試験の末、生産体制を確立した。一般に、乾燥バジルは海外輸入品が多く、種子や茎が混じったものが販売されて
いるが、本企業で生産販売しているのは葉部分のみであり、海外輸入品に比べ食感が良く、生菌数も圧倒的に少ないと
いう特徴がある。今後は、飲食店などの業務用のみではなく、スーパーなどの小売店へも販売していこうと考えていたこと
から、バジルの新製品開発や販路開拓について当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当機関でヒアリングしたところ、製造しているハーブは生鮮食品であることから、生産しても販売までに腐食してしまう可
能が高く、販売可能期間が短いことがわかった。そのため、生産計画及び販売計画の立案が難しいと判断した。ゆえに生
ハーブのみならず、乾燥させたパウダー製品の開発や、無菌製品といった同社の強みを訴求できる新規顧客及び新規市
場の開拓課題と判断した。しかし、当該課題を解決できる指導員が当機関にいなかったため、国内外の食品事業に熟知し
た本専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
本専門家は、本企業のハーブの強みは無菌に近い衛生面であると考え、大手食品メーカが安価な海外製品を輸入加工
販売している首都圏で、本製品の需要度は高いと考えた。とりわけ「日本産は高品質である」と評価してもらえる可能性の
ある水産物卸売業や食品問屋等、高級ホテル内レストランを納入先と設定した。また、より高い利益率確保のため、塩と
乾燥ハーブを混ぜた「塩ハーブ」やトマトを使った「トマト塩ハーブ」の試作品開発もするよう指導。商談時には生ハーブ、
乾燥ハーブ、ハーブ塩などの試作品に合うメニューを複数提案できるようにした。 「日本製」「無菌」といったＰＲポイントを
押さえた資料の作成なども指導支援し、当日の商談同行含めターゲット企業への納入確度を向上させる支援を行った。

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t3VYuQAM
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海外
展開可視化しにくかった自社サービス内容の「見える化」支援滋賀県

支援体制

松井 敬樹 氏

滋賀県商工会議所連合会等
支援ネットワーク

大津商工会議所

専
門
家

株式会社 スピードワゴン

■業種：学術研究、専門・技術サービス業
■従業員：4人
■資本金：600万円
■創業：平成13年10月
■住所：大津市末広町2-24
■企業概要：ＥＣ運営サイト制作

■支援の経緯
本企業は、 ＥＣサイトの受発注や在庫管理などの運営システム開発を15年にわたり手掛けている。システムは形の

見えないサービスのため、本企業の業務内容を分かりやすく知らせることが難しい一方で、取引先を増加させるために
は自社のサービス内容を言語化・図式化しＰＲできるようにする必要があった。このサービス内容の言語化・図式化が
自社では困難であったことから、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業にヒアリングしたところ、これまでシステムの導入実績が豊富にあるとともに、自社内で完結してシステムを構
築できる組織体制があり、それが本企業の強みであることがわかった。サービス内容のＰＲにあたっては、自社の強み
のほか、システム構築から導入までの業務フロー、導入前後での費用対効果の比較を明示するとともに、きめ細かい
顧客対応が可能であることを訴求ポイントとすることが効果的と判断したが、当機関には、当該支援に適任の専門家が
いなかったことから、業務プロセスの図式化や販促支援の専門家である本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず、これまでのシステム導入実績を一覧にして、業務別にシステムをカテゴライズした。その結果、本企業の得意分
野は、ＥＣ連動業務管理システム、物通管理システム、不動産系 ＡＳＰシステム、コールセンター稼動分析システムの4

カテゴリーであることが判明した。そこで、業務プロセスを図式化するため、情報、モノ、カネの流れの結びつきを中心に
ヒアリングし、4カテゴリーそれぞれ１枚の業務プロセスシートにまとめるようアドバイスした。
加えて、サービス内容のヒアリングにより、 ＥＣサイト制作のノウハウを生かして、国内ＥＣのみに参入している取引先

に対して、海外ＥＣの新規展開サポートを行えることが判明し、経営革新認定を目指すようアドバイスをした。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxijwAAB

支援

企
業

■氏名：松井 敬樹
■保有資格：WEBコンテンツ制作コンサルタント
■専門分野：販売促進
■専門家の声：今後の展開、戦略で、強みを生
かし、継続的にどのような価値を提供するのか
という観点で支援を行った。そして、第三者も理
解できるよう、明文化するようアドバイス。最終
的には、行政書士と連携して企業価値、理念を
盛り込んだ画期的な定款を作成できた。

自社のＰＲという抽象的な相談を発端に、経営指導員の方
や専門家の方から多方面にわたるアドバイスを得ることがで
きました。当初の相談内容から派生して、自社が取組むべき
課題の優先順位を付けられたことが非常に有効だったと思い
ます。経営方針が定まったことで「何を」「いつ」「誰が」「どの
ように」というアクションプランへの落し込みができました。
専門家派遣支援を有効に使うためには、初回派遣支援日
までに経営指導員の方と相談内容を詰めた上で、専門家の
方と情報共有していただくとスムーズに話が進むと思います。

自社のサービス内容を図式化した業務プロセスシートを作成することができた。さらに、当該シートを
元に自社のＨＰにて情報発信を行った。また、自社の定款の表現や内容を変更して、今後の方向性を
内外に示すこともできた。
その後、発展的な成果として、経営革新認定を受けることができ、海外ＥＣサイトの運営サポート事
業が本格的に稼働するとともに、現在では、本企業が独自に、特徴ある地域産品を品揃えし海外ＥＣ
事業に乗り出すまでに発展した。

業務プロセスシート写真

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxijwAAB
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知的
資産
経営

手漉き和紙製造企業の価値の再発見と新販路開発支援京都府

支援体制

山本 容子 氏

京都府商工会地域中小企業支援
プラットフォーム

福知山市商工会

専
門
家

田中製紙工業所

■業種：製造業
■従業員：2人
■資本金： - (万円)
■創業：万延元年
■住所：京都府福知山市大江町二俣1321
■企業概要：楮(こうぞ)栽培、和紙製造

■支援の経緯
本企業は、万延元年から5代に渡り手漉き和紙製造という伝統産業を守り続けてきた老舗企業である。しかし、現在
は洋紙が広く普及していることに加え、海外で生産された楮(こうぞ)を原料に、機械で大量製造された和紙の普及によ
り、手漉き和紙の売上は伸び悩んでいた。一方で、本企業は、京都が「和紙の里」として認知され、人が来る仕組みを
創りたいとの思いを抱くとともに、本企業で製造する京都御所の修復にも使われた修復紙や雲龍紙の販路を拡大した
いとの思いを抱いていた。そこで、長年育まれた地域の伝統工芸の復興と新たな和紙の用途を探ろうと、当機関からも
支援を提案しており、本件は当機関の相談案件となった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業へヒアリングしたところ、事業主は手漉き和紙という伝統産業を守り続けるということに注力する一方、自社製
品の新たなターゲットの開拓に力を入れていないことがわかった。また、日本各地に和紙産地は存在するが、それぞれ
の和紙には特徴があり、全て手作業で丁寧に漉き込む本企業の手漉き和紙は、繊維が密で他の和紙に比べ硬く、且
つサイズも小さいことから、差別化を図るに十分な特徴を持っていると判断した。そこで、販売ターゲットの明確化及び
経営プランの明確化について数多くの支援実績をもつ本専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まず、事業者からヒアリングを行い、創業から現在までの経営状況を時代ごとに振り返り、和紙の販売状況の推移及
び和紙を取り巻く環境の推移を確認した。その結果、海外の美術館、日本の重要文化財の修復、老舗店の壁紙への和
紙の提供実績という本企業の強みが再確認された。また、原料である楮（こうぞ）の生産から手漉きの和紙製造を一貫
して行っている企業は日本全国でも希少であることから、販売価格を見直し、付加価値を考慮した価格設定を行うよう
助言した。あわせて、建築分野において、和紙はシックハウス症候群がでない壁紙として活用できることを提案し、連携
可能な建築関連企業を紹介することで、販路拡大を目指した。

支援概要

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000ajCFNAA2

支援

企
業

■氏名：山本 容子
■保有資格：
■専門分野：知恵の経営・経営革新

専門家の先生にお話をきいていただくことで自社の強みと
弱みを認識することができ、整理することができて良かった。
この指導を生かし、知恵の経営報告書作成をすすめていき
たい。■専門家の声：田中様はすばらしい技術

を持ちです。しかし伝統の枠組みで「文化
財」として守られていては、 限られた市
場に留まったままです。今回の連携はあ
くまでも一つのステップ。新たな市場への

挑戦は決して難しいことではありません。需要を開拓し、再び当地
の産業となるように、挑戦を続けていただきたいと思います。

成果
支援を通じて自社の強みを再確認することができるとともに、強みを生かした価格の再設定を行うなど、今後
の経営方針を明確にすることができた。また、専門家からシックハウス症候群がでない家造りへの和紙の活
用を提案され、塗壁材を開発している工務店を紹介されたことで、建築分野に販路を広げることができ、和紙
の新たな価値が創造された。さらに、本企業の強みである、様々な用途に応じた紙漉きの高い技術により紙と
して和紙を使用するだけでなく、修復分野や、高級洋菓子店の包装紙など和紙が活用される分野が拡大して
おり、京都の伝統産業としての認知が高まってきている。 楮（こうぞ）栽培からの和紙づくり

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000ajCFNAA2
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その
他精密板金加工企業のＣＭＳ構築支援大阪府

支援体制

高野淨 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は創業40年以上の精密板金加工業であり、高い技術力を生かして通信機や計測機等の部品製造を得意とし
ている。今般、取引先の新規開拓を進めていく中で、商談中の顧客から当社の化学物質管理ガイドラインの提示を求
められた。しかし、本企業ではガイドラインの作成方法が分からず、業界内で参考にできる事例も見当たらなかったこと
から、金融機関を通じて当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当拠点のＣｏがヒアリングを行ったところ、化学物質管理ガイドラインの作成に必要なＣＭＳ（製品含有化学物質管理
システム）は構築していなかったものの、ＩＳＯ9001とＩＳＯ14001はすでに取得しており環境に配慮する経営を行っている
ことがわかった。そのため、新規取引先から求められた化学物質管理ガイドラインの要求事項に沿って、ＩＳＯの各マネ
ジメントシステムの内容を整理し、不足している部分を補うことでＣＭＳの構築を進められるのではないかと判断した。そ
こで、化学物質管理の支援について実績のある本専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
ＣＭＳの枠組みは、ＩＳＯの枠組みと酷似していることから、双方を統合した方が日常の
運用面で負担が少なくなるため、その方向で支援を行った。具体的には、化学物質管
理ガイドラインのチェックリスト全94項目を活用して、現状の工場内の管理レベルをひと
つひとつ確認していった。さらに、ここで不適合になった項目について、本企業のＩＳＯマ
ネジメントシステムへの追加、また改善策についても検討していった。そのうえで、ＩＳＯ
のマネジメントシステムへの肉付けを行った。 あわせて、要管理物質の混入リスクの低
減を目的とした、ＨＡＣＣＰ（ハサップ）の危害リストを使った重点管理の方法を指導した。

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

大阪府よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家の声

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjTpAAJ

■氏名：高野 淨
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：環境経営、ものづくり
■専門家の声：今回の支援にあたり、
企業様の業務プロセスに即したＣＭＳ
が構築できるよう心がけた。新たな負
担を抑えつつ、化学物質の管理レベ
ル向上につなげることで、攻めのＣＳ
Ｒ経営を実現していただきたい。

ＣＭＳの構築について、専門的な知識が必要であり、身近
に構築の実例もなく行き詰まっていました。専門家の方には
基礎的な知識からシステムの構築にあたり必要になる資料
や帳票、その作成手順について親身になって教えていただき
ました。ＣＭＳ構築についての業務が多大であるため、完全
構築にまでは至りませんでしたが、何から始めればよいか分
からなかったところに構築までの道筋を作っていただき本当
に助かりました。このＣＭＳ構築により他社との差別化を強固
にし、さらなる新規顧客の獲得に繋げていきたいと考えてい
ます。

ＣＭＳの構築に向けて本企業がすべきことが明確となった。既に構築されていたＩＳＯの中にうまく取り込むことで、ＣＭＳ構築の労
力を最小限に抑えることができ、今後の運用負担も軽減できるシステムを構築したことにより、求められていた化学物質管理ガイド
ラインを作成し、提示することができた。業界内でもＣＭＳの構築を行っている企業は少ないことから、今回の支援によりＣＭＳを部
分的に構築したことで他社との差別化がなされるようになった。今後は、当該CMSの構築によりさらなる取引先の拡大を図っていく。

株式会社 千代田工業所

■業種：製造業
■従業員：19人
■資本金：3,500万円
■創業：昭和44年3月9日
■住所：大阪府豊中市服部西町5丁目14番2号
■企業概要：通信機・計測機等の精密板金加工

企
業

ＣＭＳの構築フロー図

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjTpAAJ
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もの
づくり高性能マシン導入に伴う事業計画作成支援大阪府

支援体制

堤 裕司 氏

大阪府商工会・中央会・大阪弁護士会
中小企業支援プラットフォーム

大阪府商工会連合会

専
門
家

辻鐵工 株式会社

■業種：製造業
■従業員：35人
■資本金：2,400万円
■創業：昭和24年
■住所：大阪府泉南郡熊取町七山2丁目6番15号
■企業概要：一般産業用機械・装置製造業

■支援の経緯
本企業は、工作機械、チップマウンター、キャンドルポンプ、真空ポンプ等の部品製作を行っている。今般、ある顧客
からの要望を受け、自社設備の生産性を向上させるべく、新たな高性能マシンを導入することを検討していた。当該マ
シンを導入することができれば、製品の品質精度を確実にすることができるものの、当該マシン導入にあたって、採算
性、コスト等の事業計画策定が必要となった。そこで、資金調達から導入後の体制構築含め、具体的な事業計画策定
について、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
事業計画作成にあたって、新たに高付加価値部品の製作に必要な部品製造や体制構築など、受注増加に向けた製
造体制の強化を実施する計画を立てることが必要と判断した。一方で、より詳細に事業計画を作成するためには、税務
知識も必要であることに加え、本企業が製造する製品分野についても知識が必要であることから、当該分野に精通した
本専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まずは、本企業に要望があった高精度モーターの部品製造にあたり、部品製造で
培った本企業独自の「内張り固定できる高精度の自社オリジナル治具」を製作する
ことで、原材料費の活用効率が向上するメリットがあると提案した。また、導入する
マシンの性能により作業時間を大幅に短縮させることができることから、人件費の最
適化と固定費を削減することができ、採算性が確保できることを説明した。そのうえ
で、資金調達のスケジュールと返済スケジュールを確認し、損益分岐点を提示する
など、受注増加に向けた事業計画書の作成を支援した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxidSAAR

支援

企
業

■氏名：堤 裕司

■保有資格：税理士
■専門分野：経営革新
■専門家の声：自社の「強み」を認識す
ることで事業計画の柱が明確になった。
ただ単に機械を導入すれば新しいもの
ができるわけではない。自社の強みが
あって初めて実現できるのである。

事業計画の策定により、当たり前に行っていた部品製作が
当社の強味を生かした製作技術であることに気づきがあった。
当社オリジナル治具の開発能力に得意先より高い評価を得
られた。メインバンクの協力を得ることができ、資金調達がス
ムーズに運んだ。後継者と共に事業計画を作成したことによ
り、計画事業の実施がスムーズであった。

支援により、事業計画書を作成することができた。また、詳細な事業計画書を作成したことで、メインバンクの理解を得られた
ことから無事に必要な資金を調達することができた。さらに、高性能マシンの導入に伴う自社オリジナル治具の開発により、原
材料費の効率化を図ることができるようになった。今後は、高性能マシンの導入により作業時間を大幅に短縮することで、人件
費や固定費を削減し、採算性の確保を図っていく。

自社開発のオリジナル治具

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxidSAAR
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事業
継承知的資産経営報告書作成による円滑な事業承継支援大阪府

支援体制

菊田 倶光 氏
専
門
家

支援概要

相談

支援依頼

支援

成果

事業者の声専門家の声

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjGXAAZ

■氏名：菊田 倶光
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：ものづくり、知的資産経営、
経営革新
■専門家の声：
知的資産経営報告書で強みの活用法
や弱みの補強法等を明確にし、経営管理
に活用することは、非常に有意義で収益
向上に寄与すると確信している。

当社は従来、強み・弱み・将来計画等は頭の中でボンヤリと
考えていただけであった。支援を受けながらそれらを整理・可
視化することにより、生かすべき強み・補強すべき弱み・将来の
方向性等を明らかにすることができた。
今夏の事業承継においても、それらを常に念頭に置きながら
経営するよう引継ぎたい。
各ステークホルダーにも当知的資産経営報告書を開示するこ
とによる信頼関係の強化、新規顧客開拓等にも活用したい。

今回の支援により、社長就任予定の現常務の意向も反映させた知的資産経営報告書を作成することができた。
さらに、当該報告書を、経営状況や指針を確認・共有できるツールとして活用できるようにしたことで、事業承継を
見据えた取組を行えるようになった。具体的には、事業別売上比率の未達成要因を分析し、閑散期の自社物件で

のテスト施工やセミナー受講等の自社内でノウハウや知見の向上に努めることができるようになった。また、情報
発信不足による受注の伸び悩みへの対策として、自社ＨＰ開設や会社案内の作成など、培ってきた強みを見える
化することとなった。これらの取組により現状顧客の維持はもちろん、今後の現状の1.5倍の売上拡大含めた経営
の方向性を共有、確認でき、将来に向け計画的な事業承継を行える見通しがたった。

株式会社 タカシマ

■業種：建設業
■従業員：3人
■資本金：1,000万円
■創業：平成4年4月
■住所：滋賀県大津市和邇北浜1048-10
■企業概要：室内装飾事業、内装仕上工事業

企
業

■支援の経緯
本企業は25年以上、滋賀県にて内装工事業を営む企業である。現在は建設会社の下請け比率が高く、工事着工数の
減少による価格競争の激化で低利益率になっているが、現社長は、創業前の内装関係企業勤務時代から築いてきた固
定顧客との取引を息子である常務に引き継いだ上で、業績を維持したいと考えていた。そのため社長個人に付随する人
脈や顧客との繋がりを人的資産として整理し可視化し、属人的になっている知識や経験、営業スキル、経営ノウハウを次
世代にも引き継げるツールとして知的資産経営報告書を作成したいと当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当機関にてヒアリングを行ったところ、これまで営業と工事の２つの業務を完全に分離させることで、営業と工事の責任
を明確化し、高品質・短納期を実現してきた。だが、この経営戦略は現社長の営業力と人脈があってこそ成り立つもので
あり、人脈のみならず、本企業のノウハウや強み弱みも知的資産経営報告書にまとめることで、今後の事業展開をより組
織的に運営することが必要だと考えられた。しかし、当機関には適当な専門家がいなかったことから、知的資産経営報告
書作成支援の実績がある本専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
本専門家は、まず知的資産経営報告書内でのご挨拶文言の作成や、ＳＷＯＴ分析や外部環境分析から、直近の施工
中写真の活用まで、最新の事業状況や事業環境がわかりやすく伝わるよう指導した。さらに会社の沿革において、平成
29年中には常務が承継し、社長就任予定と明記するよう提案した。また、数値化した売上比率、事業別売上比率におけ
る達成、未達成項目についても明記し、要因と対策を報告書に記載し、経営状況を可視化、開示することとし、その分析
内容も修正・助言を行った。加えて、有形資産や決算書に記載されている内容のみでなく、優秀な外注職人がいることや、
顧客との長年の良好な関係といった、今後の経営の方向性を理解・共有してもらえるよう、事業承継挨拶時のステークホ
ルダーや、メインバンクへの説明資料、営業ツールとして当該知的資産経営報告書を活用するよう指導した。

近畿中小企業専門家相談センター

株式会社エフアンドエム

地
域

Ｐ
Ｆ

構
成

機
関

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjGXAAZ
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ＩＴ
活用ＳＮＳや動画活用によるＳＥＯ対策と販路拡大支援大阪府

支援体制

田頭 正宏 氏

だいしん地域支援プラットフォーム

堺商工会議所

専
門
家

深井カイロプラクティック整体院

■業種：サービス業（他に分類されないもの）
■従業員：1名
■資本金： -（万円）
■創業：平成20年3月4日
■住所：大阪府堺市中区深井水池町3194-108
■企業概要： カイロプラクティックによる施術

■支援の経緯
本企業は創業9年目で、主にカイロプラクティックによる施術をメインに行っている。順調な経営を行っていたが、近隣
に競合他社が多い一方で、他社との差別化が難しい整体院では、自社のＰＲ告知による営業が必要不可欠であると考
えていた。そこで、顧客獲得のためのＰＲ告知にあたって、ＨＰやＳＮＳの活用による効率的な集客効果の発揮と、売上
増加を図るため、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業をヒアリングしたところ、ＳＥＯ対策の強化が急務の課題であると判断した。一方で、当機関には多様化したＳＮ
Ｓの仕組みや、最新のＳＥＯ対策として動画を活用する方法等、詳しい指導員がいなかったことから、同分野に精通し
た本専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000fIQfbAAG

支援

企
業

■氏名：田頭 正宏
■保有資格：全日本ＳＥＯ協会認定Ｗ
ＥＢコンサルタント
■専門分野：ウェブ集客支援
■専門家の声：競合が多い業種は、
強みを打ち出しターゲットを明確にす
るなど他店と差別化する必要がある。
その点を重視して支援を実施した。

田頭先生を紹介してもらい、既存ＨＰやＳＮＳを使った情報
発信力の強化方法が明確になり、感謝しています。先生から
のご指導をもとに、経営方針、営業計画をしっかり作り上げ、
お客様に愛される店舗になりたいと思っています。

まずは、自社ＨＰのＳＥＯ対策を施したことから、設定した検索キーワード（「堺市整体」・「カイロプラクティック 堺市」等）で検
索ページの上位に掲載されるようになり、自社ＨＰの集客効果が向上した。さらに、ＨＰに加えＳＮＳのアプリケーションであるイ
ンスタグラムの運用を開始し、若い世代をターゲットとし、本企業の施術方法等を紹介する動画コンテンツを作成したことで、既
存の顧客層に加え、若い世代層の閲覧者が増加し、当該動画コンテンツを閲覧したことによる来店客が増加し、支援前と比べ
３％来客数が増加した。

作成した動画コンテンツ

■専門家による具体的な支援内容
本企業ではこれまでＳＮＳやＷＥＢマーケティングを重視していなかった。そこで、
その活用方法を説明する際に、ＳＮＳの概要説明から行った。具体的には、ＳＮＳ
は、交流系ＳＮＳやメッセージ系ＳＮＳなど用途が多岐に渡ることを説明するとともに、
それぞれのアプリケーションによって使用する年代層が異なるため、それら年代層に
応じたコンテンツ、動画を多用したコンテンツの作成をアドバイスした。またB to Cの
集客に強いポータルサイトやブログの成功事例を引き合いに、ブログの活用法も
説明した。さらに、ハガキやＤＭによる情報発信にあたってはＱＲコードを追加すること
によって、受信者を動画メッセージへ誘導しやすい構成とするよう提案し、既存客の
リピート率向上を図った。

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000fIQfbAAG
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創業整骨院の創業にかかる事業コンセプト構築支援兵庫県

支援体制

伏見 明浩 氏

阪神地域プラットフォーム

尼崎商工会議所

専
門
家

整骨院Bond

■業種：医療、福祉
■従業員：1名
■資本金： -(万円)
■創業：平成28年7月
■住所：兵庫県尼崎市立花町1-21-24 

AIROSE立花1F 
■企業概要： 整骨院、施術

■支援の経緯
本企業は、本年7月に尼崎市に創業した整骨院である。事業者は、柔道整復師として十分なキャリアがあり、顧客満
足を十分に得られる技術と自信をもっていたが、店舗経営の経験がないことから、創業するにあたり、手続き等をどの
ように進めていけばいいかわからなかった。そこで、創業にかかる具体的な支援を受けたいとのことで当機関に相談が
あった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
創業に必要な手続き等の知識については当機関で支援が可能であったことから、手続きの流れについてまずは説明
を行った。次に、ヒアリングを行い事業主が想定する創業ビジョンを聞き出し、事業計画策定の前段階としてビジネスモ
デルを明確化する支援を行った。しかし、次の段階として、具体的な事業計画の策定支援を行える専門家が当機関に
はいなかったため、創業支援の経験が豊富にあり、整体業やリラクゼーション店舗等を支援した実績のある本専門家を
派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
事業計画を策定するにあたり、顧客ターゲットの分析、店舗の広報体制の構築、売上目標額の設定、資金計画など
の事項を具体的に設定しようとヒアリングを行った。その結果、新店舗のコンセプトを「つなぐ、つなげる身体と暮らしの
絆」に設定することとし、顧客ターゲット層を高齢者と子供のいる主婦に設定することとした。そのうえで、近隣の競合他
店との差別化を図るために、施術前に顧客を問診し、その顧客の身体状態を説明した後に、安心して施術を受けてもら
える仕組みを作ることを提案した。そこで、予約制としたうえで施術前に必ず問診を行うこととした。さらに、店舗のＰＲと
して、顧客に対して施術後に感想を聞き取り、その感想を公表することを提案した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjM3AAJ

支援

企
業

■氏名：伏見 明浩
■保有資格：中小企業診断士; ITコー
ディネータ
■専門分野：経営革新、事業再生及
び再チャレンジ、ものづくり、 ＩＴを活用

した経営力強化、資金繰り
■専門家の声：一人で悩まずに、気
軽にお声がけください。皆様の発展を
応援しています。

創業前の私は技術には自信はあったものの、競合店が多
い地域で、差別化を行い、自分の店の特徴をどのように売り
込めばよいのか不安がありました。

伏見先生の支援で、自分の持っているノウハウを生かし、
新たなサービスをつくることができました。また、そのサービ
スを売り込む方法について、色々なアドバイスをもらうことが
できました。

新店舗のコンセプトを設定したことで目指すべき事業の方向性が固まり、予定通り創業することができた。
新店舗の営業形態は原則予約制のうえ、必ず問診を行うこととしたため、「痛みや違和感があり通院して
いるものの、症状が緩和されずに悩む人々」のニーズをつかむことができた。

また、創業前に想定したとおり、高齢者と子供のいる主婦の来店が多いものの、施術後の感想を院内の
ボードやホームページに掲載したことで口コミが広がり、新たな顧客層が来店するようになっている。また、
安心して施術を受けてもらえる仕組みが好評となり、リピート客も見られるようになっている。 施術前は必ず問診を行う

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjM3AAJ
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販路
販促
支援

看板設置とＰＯＰ内容刷新による入店率と客単価向上支援奈良県

支援体制

石川 伊津 氏

奈良県中小企業・小規模事業者支援センター

奈良県商工会連合会

専
門
家

パン工房 ＹＵＭ－ＹＵＭ

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：1名
■資本金： - (万円)
■創業：平成13年4月
■住所：奈良県五條市田園3-20-6
■企業概要： パン製造、販売

■支援の経緯
本企業は、保存料、着色料等無添加のパンを製造、販売しているほか、同店舗内でカフェも営業している。しかし、人
口減少に伴い、売上が減少していることから、客単価を向上させることにより売上拡大を図りたいと考えていた。そこで、
店舗と商品をより効果的にＰＲすることで、店舗に顧客を誘導し売上拡大に繋げられないかと考え、具体的な方法を相
談するため、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業へのヒアリングの結果、道路沿いに立地しているものの、店舗が駐車スペースの奥にあることから見えにくく
なっており、来店目的の顧客でさえも店舗を素通りする状態であることがわかった。看板は設置されているが、顧客誘
導効果が低いことは明白であったことから、店舗への誘導効果を高める支援が必要であると判断した。しかし、当機関
には支援できる者がいなかったことから、 店舗改善作業として「ＰＯＰリフォーム」を掲げ、多くの支援実績をもつ本専門
家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
すぐに目にとまるよう、まずは店名であるパン工房ＹＵＭ－ＹＵＭの大型看板を作成するよう指示した。あわせて、道
路から店舗の見え方を確認するとともに、車道からの導線を考慮したうえで、看板がより見える位置を提案した。また、
単なる「パン屋」ではなく、店舗内で飲食可能なカフェも併設していることを訴求するために「イートインコーヒー」の文言
も記載するよう提案し、客単価向上と口コミによるリピート客の増加を狙った。次に、ＰＯＰの内容を刷新し、人気のある
商品や、おすすめの商品であればその旨を明示するとともに、商品名の下にその商品のＰＲ文とアレルギー物質も表
示するようアドバイスした。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000TGSqWAAX

支援

企
業

■氏名：石川 伊津

■保有資格：ＰＯＰ広告クリエイター
■専門分野：販路拡大・販促支援
■専門家の声：現状の一番の課題は、
入店率の低さです。車道からパン屋さ
んの存在が分からない。また、イート
インができるスペースがあるのをお客
様は知らない。お客様が、入りやすい
空間の指導・集客方法に指導させて
いただきました。

今までも店内イートインができるスペースはあったものの利
用者が少ないのが悩みでした。
そんな時に地元商工会さんから専門家を派遣いただき、石川
先生に店内外のＰＯＰを作成していただいたことで店舗のＰＲ
とイートインコーナー利用者増によるパンとコーヒーの売上が
上がりました。
最近ではサイクリング客が店舗看板を見て休憩所として立
ち寄っていただくことも多くなりました。

店外に大型の看板を設置したことで店舗が目にとまるようになり、入店率が向上した。また、ＰＯＰの内容
を刷新し、商品のＰＲや原材料を明示したことが、商品への購買意欲や安心感に繋がり、これまでパンや
コーヒーの単独購入が主流だったところ、パンとコーヒーを同時に買う顧客が増加するようになった。

さらに、店舗の認知度が向上したことと、商品の訴求力が向上したことからリピーターも見られるようにな
り、支援前と比べ売上が拡大した。

イートインコーヒー看板写真

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000TGSqWAAX
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販路
販促
支援

和食店のオペレーション効率化による経営改善支援和歌山県

支援体制

中武 篤史 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は創業34年の老舗和食店として地域に広く認知されている企業である。以前より当拠点が支援を行ってきた
が、店舗運営に関して料理提供及び調理場のオペレーションに非効率な点が多く、繁忙期になると料理提供や調理が
追いつかないなど顧客サービスに悪影響が出ている状態であった。そこで、非効率な点を改善できないかと当拠点に
相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業にヒアリングを進めていくと、料理提供と調理場のオペレーションが非効率であることから、確かに顧客サービ
スに悪影響がでていることは認められた。一方、当拠点のＣｏではオペレーションの改善支援を行える者がおらず、飲
食店を運営する専門家が、実際の料理提供と調理場のオペレーションを見たうえでアドバイスをすることがもっとも効果
的と判断した。そこで、飲食店の業務管理等の支援実績をもつ本専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まずは、実際に本企業の料理提供と調理場のオペレーションを確認したところ、
オペレーション自体の管理体制が整っていなかったことがわかった。
そこで、数値管理によるオペレーション管理についてアドバイスした。
具体的には、料理提供、調理場それぞれの動作について、従業員それぞれの
感覚で動くのではなく、各オペレーションの所要目標時間を秒単位や分単位で
設定するよう指示するとともに、オペレーションの所要目標時間に合わせメニュー
構成を変更すること及び料理提供の際の導線についてもアドバイスを行った。

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

和歌山県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家の声

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000rocSjQAI

■氏名：中武 篤史
■保有資格：中小企業診断士、調理士
■専門分野：飲食店等の店舗経営
■専門家の声： 飲食店経営のツボは「立地」
「メニュー」「外観等デザイン」「人」＋それを司る
計数の5つをいかに最適化し、「しくみ化」するか

にかかっています。 通常、立地はすでに決まっていることが多く、まえ田
様もその例でした。商品はレベルが高く、良いものを出されていましたので、
その商品力をどのように生かし、安定的かつ効果的にお客様に提供し続
けることができるかを「人材活用面」「帳票等活用面」「時間管理面」などか
らマーケティング視点でアドバイスさせていただきました。

あるべき姿のご理解度が高くなり、経営に幅を持てるようになっていただ
けたように感じます。

大手外食チェーンでの豊富な現場指導やデータ
に基づくご助言により、現場オペレーションの改善
から販売促進まで、今後の見通しが立ちました。い
ただいたご助言を着実に実行し、成果に繋げていき
ます。ぜひ今後も中武氏にご指導ご鞭撻のほど、お
願いしたいです。

ひとつひとつのオペレーションについて、目標となる所要時間を設定することができたことで、その数値により管理ができるよう
になった。その結果、繁忙期でも顧客サービスを維持できるまでにオペレーションが改善された。さらに、目標が数値化されたこと
により、従業員がひとつひとつのオペレーションにコスト意識を強く持つようになり、余分なオペレーションに気づき従業員同士で
改善に対するコミュニケーションも活発になされるようになった。

まえ田

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：17人（パート含む）
■資本金： - (万円)
■創業：昭和57年
■住所：和歌山県新宮市橋本2-10-30
■企業概要：和食、寿司中心の飲食店

企
業

店舗写真

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000rocSjQAI


平成28年度専門家派遣事例 51

海外
展開老舗温泉旅館のＩＴを活用した販売強化支援鳥取県

支援体制

北山 祐一 氏

鳥取県中小企業支援プラットフォーム

鳥取県中部商工会産業支援センター

専
門
家

有限会社 岩湯旅館

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：2人
■資本金：300万円
■創業：昭和27年1月
■住所：鳥取県東伯郡三朝町三朝942
■企業概要：旅館業

■支援の経緯
本企業は、鳥取県中部・三朝温泉の中心部に位置する江戸時代から続く老舗温泉旅館である。現在は、当初15室
あった客室を改装し、8室と離れ1室の全9室を提供しているが、料金比較サイトやネットエージェントが普及したことによ
り競合旅館との価格比較が容易になった。そのため、顧客獲得のためには低価格商品の販売を余儀なくされており、
利益率の低下を招いている状況であった。このような状況のなか、どうすれば競合旅館との競争に勝ち抜き、顧客数を
増加させていけるのかわからなかったことから、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業をヒアリンしたところ、小規模旅館であるがゆえに、ＨＰの専任担当者を置くことができず、代表者自身が通常
業務の合間にＨＰによる情報発信、販売促進を行っている程度であることがわかった。そこで、まずは通常業務の業務
負担を減らすために効率的な客室管理を行うことが必要であると判断した。加えて、楽天、じゃらんといったネットエー
ジェントと連携を図ることでインターネット販売の強化を行い、経営改善を図ることが必要であると判断した。そこで旅館
業に特化したＩＴ活用の専門家で、且つ指導実績が豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容

インターネット販売における予約管理業務の効率化と提供客室数の最大化による稼働率向上のため、客室在庫コン

トロールシステムの導入を指導した。それに伴い適正価格での販売と利益確保のため、料金改定とシーズナリティー
（季節の変化による価格変動）の導入を指導した。その後、国内主要宿泊予約サイトへの年間販売促進計画を策定し、
季節に応じた新たな宿泊プランづくりを指導するとともに、インバウンドＯＴＡ（Ｏｎｌｉｎｅ Ｔｒａｖｅｌ Ａｇｅｎｔ）の商品造成及
び販売促進戦略を策定し、実施するよう指導した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000SPbXQAA1

支援

企
業

■氏名：北山 祐一
■専門分野：
旅館業の販促支援
ＩＴを活用した経営力の強化
■専門家の声：
中小旅館業のＩＴ活用、販売促進を
支援します。

ＩＴを活用した経営の効率化や集客の必要性は認識してい
たものの、通常業務に追われ情報発信のみにとどまっていた。
しかし、専門家の適切なアドバイスにより、遅れていたＷＥＢ
戦略の構築や業務効率化に取り組むことができ、着実に新
規顧客の開拓、売上の増加、収益性の改善につながってい
る。
今後も引き続き、ＷＥＢを活用した販売促進、集客の指導を
いただき、早期に集客手法を確立させ、経営を軌道に乗せて
いきたい。

客室在庫コントロールシステムの導入により、大幅な業務の効率化が図れたとともに、
宿泊プランの見直し、価格の改定及びシーズナリティーの導入により適正価格での販
売ができるようになった。そのため顧客の平均単価は対昨年比で約20％アップし、収益
性の改善に寄与した。 また、自社ＨＰのベストレート保証や新たな宿泊プランの導入、
自社ＨＰを経由した予約システムの導入により、売上が対昨年比で約20％アップし、
ネットエージェントの手数料削減に貢献している。さらに、インバウンドサイトへの参画
によりインターネット上の露出が増加し、平日の客室稼働率アップに貢献している。 インバウンドＯＴＡの参画とプラン作りを指導

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000SPbXQAA1
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販路
販促
支援

カフェの主力商品の選別や新商品開発による売上拡大支援島根県

支援体制

土井 小百合 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は、平成24年10月に出雲大社の神門通りにオープンしたカフェである。そば粉を使用したガレットを主力商品と
しており、自家焙煎した珈琲豆も販売している。平成25年の出雲大社大遷宮により急増した観光客が落ち込み、それに
伴い売上も伸び悩んだことから、新規メニューの開発、店舗改善を図るため当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ヒアリングを実施した結果、ガレット等の商品別売上、原価計算の分析が十分になされていなかったことがわかった。
また商品数が多く従業員のオペレーションに負担がかかっていることも判明した。あわせて、夏の季節商品としてかき
氷の商品開発と自家焙煎機の積極的な活用も集客に有効と判断した。一方で、当拠点には飲食店専門の指導員がい
なかったことから、飲食店のメニュー開発、オペレーション、原価計算及び店舗レイアウトの支援実績が豊富である本専
門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まず、創業時からの商品別売上、原価、オペレーションについて
ヒアリングし、主力商品の選別を行うとともに、オペレーションの短縮と
原材料の見直しについてアドバイスを行った。
また、夏場に向けて集客効果を高めるためかき氷に地元産の材料
と出雲大社にちなんだ材料を使用することを提案した。
さらに、珈琲豆の販売方法について、ディスプレイを変更するとともに、
自家焙煎機の効果的な見せ方をアドバイスした。

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

島根県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家の声

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj8fAAB

■氏名：土井 小百合
■保有資格：フードコーディネーター
■専門分野：販路拡大、ものづくり
■専門家の声：支援にあたってお客
様目線と現場目線でお店をチェックし
企業の問題点を抽出し問題の解決を
図るよう心掛けた。本支援は事業者と
共に現場を具体的に改善、し売上・収
益アップを目指した支援であった。

経営者としてあまり店舗に立つことなく、スタッフにまかせっ
きりにしていたため、改めてオペレーションや原価の見直し、
メニューの見直しを一緒に行っていただきました。
土井先生は現場経験も豊富で、的確な指示をいただけ、そ
の場ですぐに直すことができました。そのため、すぐに売上増
に繋げることができました。今後も定期的に土井先生に入っ
ていただき、随時見直しを図っていきたいと思います。
全国から来ていただく観光客の皆様に楽しんでいただける
店舗づくりをこれからもしていきたいと思います。
素晴らしいご支援、ありがとうございました。

ガレット主力商品の選別、トッピングの変更、オペレーションの見直しにより、忙しい時間帯にも顧客を待たせる時間を短縮する
ことができた。また新メニューを導入することにより8月の売上は対前年同月比160％増となった。
また目の前で生豆から焙煎できる自家焙煎機をアピールするとともに、珈琲豆の美味しさを文章で伝えることとした。その結果、
若い人だけでなく、幅広い年代から購入頂き、売上が約5倍に増加した。
さらに、10月には料理雑誌「オレンジページ」への掲載も決まり店舗のＰＲが期待できる上、今後も新商品を投入することにより、
観光客だけでなく地元客の集客も期待できるようになった。

株式会社 まるこ

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：5人
■資本金：100万円
■創業：平成24年10月
■住所：島根県出雲市大社町
■企業概要：カフェ、珈琲豆販売

企
業

店舗正面写真（左）と商品イメージ写真（右）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj8fAAB
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販路
販促
支援

バイク正規ディーラー店の事業計画作成支援岡山県

支援体制

太田 渉 氏

岡山県経営支援プラットフォーム

岡山商工会議所

専
門
家

ＹＳＰ岡山南

■業種：卸売業、小売業
■従業員：4人
■資本金： - （万円）
■創業：昭和56年3月16日
■住所：岡山県岡山市北区岡町13-22
■企業概要：二輪車の新車・中古車販売、整備

■支援の経緯
本企業は、岡山県下で唯一ヤマハ発動機販売の正規ディーラー（ヤマハスポーツプラザ）として、新車販売、中古車
販売、車検整備、用品販売、保険代理業を行っている。国内需要がピークを過ぎ、先細る厳しい環境ではあるが、近年
ヤマハ発動機の発表した複数の新モデルがヒットしたことにより、同社は突出した販売数とシェアを獲得しつつある。そ
こで、今回のヒットをチャンスと捉え、今後の事業計画作成のきっかけにしようと当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当機関がヒアリングを行い、業界の動向として、顧客層の人口減少と高齢化が顕著であること、これまで計画的に取
り組んでこなかった新規顧客の開拓と固定客化による生涯顧客価値の向上が課題であることがわかった。そこで、事
業計画の作成支援の実績が豊富で且つバイク業界に精通している本専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まずは本企業の現状把握を行った。国内バイクの販売台数は下落傾向にあるが、
2010年以降、「リターンライダー」と呼ばれる中高年ライダーが市場を下支えする格
好で、販売台数は下げ止まっている。リターンライダーはツーリング等のレクリエー
ションの意向が高いため、それをターゲットにした広報宣伝をメインに事業計画を作
成した。経営目標としては、切り売りの顧客よりも生涯顧客価値の高くなる常連を
増やすこと、そのために顧客管理の徹底とフォローアップに重点を置くことを重視す
るようアドバイスを行った。加えて、ツーリングの魅力アップのために、話題の360度
アクションカムを取り入れることを提案し、計画に落とし込むよう指導した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000oMMgkAAG

支援

企
業

■氏名：太田 渉
■保有資格：ＩＴコーディネータ
■専門分野：ＩＴ
■専門家の声：従来の広報活動以外
にも様々な施策があることを知り代表
の改善意欲が向上した。実際に事業
計画を行うためには、単独での実行
は難しいため総合的な助言と専門家
の支援が必要と思われる。

太田先生を紹介してもらい、感謝しています。
支援時間が長時間にわたり、かつ事業計画の作成という慣
れない作業だったため、非常に疲れました。
しかし、太田先生が十分な時間をかけてヒアリングしてくだ
さり、計画を分かりやすくまとめていただいたので、助かりま
した。素晴らしい支援ありがとうございました。

支援を通じ事業計画を作成した。広報宣伝については、ダイレクトメールを主としたフォローに加
え、双方向での接点が持てるＦａｃｅｂｏｏｋページやインターネットをうまく活用した集客やマーケティ
ングの基盤を構築する。また、お客様の希望用途として最も需要があるレクリエーションのなかでも
ツーリングが突出しているため、今まで以上に話題性のあるツーリングイベントに力を入れ、顧客
獲得と満足度の向上を果たし売上を増加させる。さらに、この事業計画により小規模事業者持続
化補助金にも採択された。

下：（店舗写真）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000oMMgkAAG
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ＩＴ
活用事業展開の優先順位の明確化とＨＰによる販売促進支援岡山県

支援体制

赤松 範胤 氏

岡山県中小企業支援プラットフォーム

公益財団法人岡山県産業振興財団

RIGHT ANGLE 株式会社

■業種：製造業
■従業員：2人
■資本金：200万円
■創業：平成27年2月18日
■住所：岡山県岡山市南区福富西2-23-39
■企業概要：犬服製造

■支援の経緯
本企業は創業2年目の犬をはじめとしたペット服の製造販売を行っている企業である。創業1年目は自社製品が雑誌
等に取り上げられるも、犬服というニッチな業界でもありながら、顧客ターゲット層の把握とアプローチ方法が不明確で
あったことから、売上が思うように伸びなかった。そういったことから、今後の売上増加方法と販路開拓手法について当
機関へ相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業をヒアリングしたところ、自社製品のブランドの構築、ＯＥＭ（相手先ブランド名製造）製造並びに犬服作成教室
の実施と複数事業を並行して行っており、事業の優先度が不明確な状態であることが判明した。また、自社のＨＰにつ
いても、閲覧者の数が少ないことから、ＨＰ内容の見直しが必要であった。そこで、販売促進ツールや事業計画策定の
支援実績が豊富で、多くのノウハウを持つ本専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まずは、事業内容及び創業から現在までの売上額とその推移をヒアリングした。
そのうえで、本企業の売上の優先度を、最短期間で収益を増やせるＯＥＭ製造を最優先とするようアドバイスを行った。
また、開設以来、反響のないＨＰを診断し、ＨＰの内容をＯＥＭ製造をキーワードとして再作成するよう提案するとともに、
インターネットで検索した際に、上位に表示されるようなＨＰの作り方についてアドバイスを行った。

支援概要

成果

事業者の声専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000SPKzqAAH

支援

■氏名：赤松 範胤
■保有資格：経営コンサルタント
■専門分野：販路拡大・促進支援
■専門家の声：支援を実施する際、
経営者の思いをそのまま、より多くの
顧客に伝わることを意識してアドバイ
スを行った。本支援は、本企業の存
在及び事業をＷＥＢを通じ見込客に
伝える支援であった。

放置されたままだったＨＰをきちんと検索されるようにアドバ
イスいただき実践した結果、ＨＰ経由の問い合わせが劇的に
増え、成約につながりました。
また、雑然としていた新事業の仕組みづくりを一緒に整理し
ていただき、問題点が明確になった事で、ピンポイントで課題
をクリアすることができ、スムーズに仕組みを作ることができ
ています。

自社の売上の柱をＯＥＭ製造に据えたうえで、自社ＨＰのキーワードとディスクリプショ
ンの修正を行った。その結果、修正後1ヶ月間で、「犬服 ＯＥＭ 裁断」の検索ワードでの
検索で自社ＨＰが最上位に表示されるようになり、ＨＰを閲覧した者による注文が10件以
上増加し、500万円以上売上が増加した。これは本企業の4カ月分の売上であり、これ以
上の受注は、作業員を増員しないと対応できない規模であり、大きな成果であった。

専
門
家

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

犬服：イメージ写真

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000SPKzqAAH
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販路
販促
支援

商品パッケージ及びのぼり作成による新規売上獲得支援広島県

支援体制

久保 咲央里 氏

広島県商工会連合会・広島県中小企業
団体中央会連携プラットフォーム

広島県商工会連合会

専
門
家

有限会社 I.K.O

■業種：卸売業、小売業
■従業員：3人
■資本金：300万円
■創業：昭和63年7月
■住所：広島県福山市木之庄町3-3-5

(他に駅家店・松永店の2店舗あり)
■企業概要：食料品小売店舗

■支援の経緯
本企業は、自然食材を取り扱う小売店舗として福山市内では有名な企業である。継続的な売上確保に向けて販路開
拓を要望していたところ、福山北商工会と複数の商工会が連携し、サービスエリアへの販路開拓を目的に『いいもの発
見！ひろしま物産展』を開催する予定であったことから、当該物産展に出店することとした。出品する商品は、福山市の
特産である「服部生姜」を使用した新商品である巻き寿司とし、あわせて従来より販売している「おはぎ」もパッケージデ
ザインをリニューアルし、当物産展での販売を考えた。また、様々なイベントに出店する際に、本企業自体を宣伝するた
めに効果的なのぼりの作成も併せて検討していた。これらの事案を解決するため、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業においては、POPやのぼりといった販売促進ツールが不足していたため、商品の特徴や作り手を効果的に消
費者へ認識してもらえないことと、商品を購入した顧客以外に対して本企業のＰＲが徹底できていないことが大きな課
題であると判断した。そこで、ＰＯＰ、のぼり、商品パッケージのデザイン作成の支援において経験豊富な本専門家を派
遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
福山市の特産である「服部生姜」について、福山市駅家町産をＰＲしたほう

が効果的とアドバイスを行った。従来からのおはぎは、一目でわかるように
ラベルに筆文字で“おはぎ”の文字を入れ、和菓子らしさと高級感を出すよう
アドバイスし、改良。また、手作りだとわかるよう、美味しそうな帯になるように提案。キャラクターを
「いこうばあちゃん」と命名し、イメージカラーを明るいオレンジを基調にし、「いこうばあちゃん」を全面に

出しブランディング化した。のぼり等の販促物にも採用し、新規顧客獲得やリピーターの拡大に繋がる
支援を行った。 なお、「服部生姜」を使用した新商品の巻き寿司と従来の商品を、ＩＫＯブランドとして
イメージする統一化の提案も行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxiasAAB

支援

企
業

■氏名：久保 咲央里
■保有資格：SE、グラフィックデザイン
■専門分野：販路拡大・販促支援
■専門家の声：本企業の特長を伝え
るパッケージの構成等を指導し、企業
イメージの統一化を図り、本企業だと
一目でわかるおばあちゃんをイメージ
キャラクターとしたのぼりの構成等の
指導も併せて実施しました。

この度当制度を利用させていただき、自分たち個人の考え
には限界があり、斬新さに欠けるということに気付きました。

やはり、多くの事例を見ておられる専門の方の意見には訴え
るものがあり、納得できる仕上がりに大変喜んでおります。
また、商品に対するインパクトが生まれ、お客様の目にも留

まりやすくなり商品の価値もあがったと思います。ありがとう
ございました。

本専門家の支援を受け作成したパッケージを用いて平成28年9月17～19日に
福山サービスエリア上り線に出店。あいにくの悪天候ではあった
が本企業の努力もあり、おはぎは3日間で120パック以上を販売することが
できた。また、パッケージをリニューアルしたことで、おはぎの売上は、1.5倍になった。
今後、10月8～9日に開催される第50回西日本都市職員剣道大会等のイベントに
参加することで、さらなる売上獲得が見込まれる。

リニューアルした
パッケージ

（上：おはぎ 下：リニューアルパッケージをPRする社員）

商
品
の
ぼ
り
イ
メ
ー
ジ

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxiasAAB
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ＩＴ
活用自社ＨＰとＳＮＳを連携した販売促進支援広島県

支援体制

重楽 輝昭 氏

広島県内商工会議所・広島県中小企業
団体中央会連携支援プラットフォーム

広島商工会議所

専
門
家

有限会社 サンケイ商事

■業種：卸売業、小売業
■従業員：14人
■資本金：400万円
■創業：昭和26年11月
■住所：広島市中区本通9-23
■企業概要：毛皮・爬虫類ﾊﾞｯｸ・婦人服等販売

■支援の経緯
本企業は、広島市内の商店街で革製品・婦人服などを販売するお店である。2年ほど前ＨＰをリニューアルし、自分で
も編集できるシステムに切り替えた。しかし、さらなる販売促進のため、同時並行して行っていたＦａｃｅｂｏｏｋ等のSNSを
活用できないかについて当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
2年前から継続的に支援をおこなっており、初期のＨＰは、携帯電話やスマートフォン等に対応しておらず、見た目も古
い印象を受けるようなものであった。そこで、自身でデザインの変更や投稿できる自由度の高い新たなＨＰの運営を開
始したものの、デザインに統一感がなく、見にくい印象を受けた。また、ブログの投稿とＦａｃｅｂｏｏｋの投稿を別々で行っ
ていることから手間も多く、検索にもなかなか引っかからない状態であることがわかった。さらに、リーチ数（投稿したも
のの閲覧者数）が全体的に少ない状態であった。そこでこれらの課題を解決し、さらなるＩＴの活用を図るため本専門家
に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まずは、別々に運営していたＨＰ、ブログ投稿及びＦａｃｅｂｏｏｋ
の投稿を連動するよう仕様変更をおこなった。次に、Ｆａｃｅｂｏｏｋ
のリーチ数を増やすためにｙｏｕｔｕｂｅを活用するようアドバイスを
行った。具体的には、動画の撮影時間は長時間ではなく短時間
とし、20秒程度にまとめることや、投稿頻度は週に1度以上とす
るよう指導した。さらに、動画の加工方法などについてもアドバイ
スを行い、今後、自身で動画の更新ができるよう支援を行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjENAAZ

支援

企
業

■氏名：重楽 輝昭
■保有資格：ＩＴコーディネータ 他
■専門分野：ＩＴを活用した経営力強化
■専門家の声：
動物の毛皮を使った商品ということも
あり、ナイーブな面もあり、表現の方法
等について、注意をいたしました。また、
ご相談者の方の意見をできるだけとり
いれるよう心がけて支援を行いました。

ＨＰ、ＳＮＳの活用した効果的な情報発信の仕方について、
丁寧にアドバイスいただき大変感謝しております。また、私の
要望にも的確にアドバイスいただき、デザイン・機能ともに満
足しております。秋に予定していたファッションショーの告知
にも間にあわせることができ、多くのお客様にお越しくことが
できました。今後も引き続き、専門家の先生ならびに広島商
工会議所の方等にご支援いただければと思います。

プロフィール写真
添付

☆必須☆

（店舗及び商品掲載のＨＰ写真）

ＨＰとＳＮＳがそれぞれ独立していたため、更新作業の手間が多かったが、これらを連動することにより、投稿時間
の短縮につながった。また、デザイン統一や秋のイベントに向けての情報発信を行うための手法を学ぶことで、効率
的となり、自分でも編集できるようになったため経費削減にもつながった。さらに、動画をＨＰに投稿したこと及びこま
めに投稿するようにしたことから、県外からも問合せもあり、リーチ数が上昇し、支援前と比べて約3倍になった。

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjENAAZ
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販路
販促
支援

新商品『蒸し生姜鍋のもと』の開発支援広島県

支援体制

平山 友美 氏

ひろしま中小企業支援ネット

公益財団法人ひろしま産業振興機構

専
門
家

イトク食品 株式会社

■業種：製造業
■従業員：18人
■資本金：1,000万円
■創業：昭和31年
■住所：広島県尾道市木ノ庄町木門田491
■企業概要：生姜関連商品等の製造・販売

■支援の経緯
本企業は、主に生姜関連商品（生姜湯・生姜の粉末など）の製造、販売を行っており、生姜は100％国産原料を使用し、
独自製法により効能と味にこだわった商品開発を行っている。しかし、近年の業界情勢により価格競争に巻き込まれて
いることに加え、顧客ターゲット層の高年齢化により、売上額が最盛期の60％程度に減少していた。そこで、新しい顧客
ターゲットの開拓等の販路拡大方法について当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当機関で課題を抽出したところ、販売戦略の見直しと商品開発支援が必要と判断した。そこで、当機関の支援策であ
るチーム型支援事業を活用し、販路開拓及びデザインの専門家らとともに、販売戦略の立案支援などを行ったところ、
既存の商品を改良した『蒸し生姜湯「極」』を首都圏の高級スーパーマーケット等へ導入するなど新規販路先の開拓に
成功した。一方で、新商品の開発支援では、『蒸し生姜鍋のもと』の開発を行ったが、商品名に見合った、生姜の風味
が弱い部分があり、自社にて調整（試作）を試みたが、生姜感を出すと出汁の旨みが薄れ味の調整が難しいため、商
品改良が必要と判断した。そこで、商品開発を専門分野とし、数多くの実績をもつ本専門家を派遣することで課題の解
決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
生姜の風味を既存の商品よりも感じられるようにするにはどうしたら良いか、ユーザー視点から
味の調整を行い、試行錯誤の結果、天然素材の出汁に生姜は生と乾燥の両方を加えて煮出す
という従来の作り方を変更するよう提案した。原料コストの高い、同社の乾燥生姜を出汁に使う
のではなく、仕上げに入れて封をすることにした。これにより生姜が入っていることを可視化でき、
消費者に生姜の風味を強く感じてもらえるものとなった。商品コピーにも「プラス生の生姜でプロの味」を加え、
購入者に生の生姜をすり、足して食べてもらうという売り方も提案した。それを踏まえて商品のパッケージも変更した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成
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関

地
域

Ｐ
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専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjMBAAZ

支援

企
業

■氏名：平山 友美
■保有資格：フードコーディネーター
■専門分野：商品企画，レシピ開発，販路拡大
■専門家の声：本企業の商品づくりへのこだわ
りに共感し、商品開発の支援を行いました。売
場を見渡しても添加物を使わず、天然の素材
だけで作った鍋の素で、常温商品は見かけま
せん。健康志向で本物を求める方をターゲット
に、且つ単身者が一人でも楽しめる商品ができ
あがりました。

“生姜で体温革命”をモットーに、生姜という素材にこだわり、
ライフスタイルに合わせた商品を提供することにより、日本を
元気にしたいと考えております。平山先生との商品開発により、
冬だけに限らず夏でも楽しめる『蒸し生姜鍋のもと』ができあ
がりましたので、沢山の方に楽しんでいただきたいと思います。
生姜は温め成分もさることながら、抗酸化作用も期待できる食
材であり、今後も様々なカテゴリーの商品を発信していきたい
と考えております。

今回の指導、提案により、初めのスープづくりの段階で、乾燥生姜を加えるのをや
めて生の生姜だけでスープを取るレシピに変更した。これにより、出汁の風味はしっ
かり感じられるようになるとともに、コストも抑えることができた。
並行して支援がされていた高級スーパーマーケット向け販売戦略については、問
屋向け商売から小売店向けの商売へと移行が成功し、これまで直接取引がなかっ
た首都圏の高級スーパーマーケット等も新規開拓することができていたことから、当
該新商品についても高級スーパーマーケットでの販売が行われている。

既存商品『蒸し生姜湯』 高質スーパー向け新商品
『蒸し生姜湯「極」』

ブラッシュ
アップ

生姜関連商品イメージ（右）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjMBAAZ
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その
他ＨＡＣＣＰ認証取得及び製造工程の効率化支援山口県

支援体制

海老澤 政之 氏

さいきょう「元気」中小企業支援
プラットフォーム

株式会社西京銀行

専
門
家

有限会社 周南Food・Core

■業種：卸売業、小売業
■従業員：12人
■資本金：500万円
■創業：昭和62年6月
■住所：山口県周南市糀町2丁目45番地
■企業概要：居酒屋・寿司屋への鮮魚卸

■支援の経緯
本企業は鮮魚の卸売業を本業としているが、水産物の加工品の製造、販売にも取り組んでいる。今後は、その加工
品の製造、販売部門を拡大していきたいとの意向があり、新工場建設を検討しているところである。そこで、新工場に対
するＨＡＣＣＰ（危害分析重要管理点）認証を取得することで企業イメージを向上させ、加工品の製造、販売部門拡大の
一助としたいとのことで、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業へヒアリングしたところ、新規顧客数も増加し受注も安定して増加しているが、現在の加工工場ではスペース
が手狭となってきており、受注増加に見合った生産量が今後確保できなくなる可能性があることから新工場建設の必要
があるということがわかった。さらに、ＨＡＣＣＰ認証を取得することで、企業イメージの向上を図り、顧客ターゲット層の
拡大にもつなげていきたいと考えていることがわかった。しかし、当機関にはＨＡＣＣＰ認証取得のサポートができる専
門家がおらず、対応が困難であったことから特定非営利活動法人近畿ＨＡＣＣＰ実践研究会の顧問で食品分野に精通
している本専門家を派遣することにより、課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まずはＨＡＣＣＰ認証の考え方について説明するとともに、工場の製造工程を確認した。
製造工程（一次加工品（フィレ）の受入⇒冷蔵保管⇒細断⇒調味⇒個包装⇒箱詰め⇒
冷蔵保管⇒出荷）の各工程ごとに確認を行うとともに、効率面等改善できる箇所を洗い
出すとともに、その改善方法を提案した。また、新工場のレイアウト（間取り）については、
実際に建設予定地を訪れ、立地にあった効率的な加工工程となるよう間取りの設計方
法等アドバイスした。

支援概要

成果

事業者の声

構
成
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関
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域
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専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000mXjPiAAK

支援

企
業

■氏名：海老澤 政之
■保有資格： ＩＳＯ審査員、建築整備士、

大日本水産会ＨＡＣＣＰ

講習修了
■専門分野：食品衛生管理 等
■専門家の声：働く人の立場に立った食品加
工施設の計画をサポートをしています。中小
企業の方だからこそ可能な食品安全管理シ
ステムの構築のサポートをご提案します。

専門的な言葉を使わずに説明をいただき、ＨＡＣＣＰの内容
や必要な手続き等について理解を深めることができました。
また順序立てて説明をいただいたことで新工場建設までの流
れなどを具体化することができました。
今後も海老澤先生から適宜アドバイスをいただきながら計
画を進めていきたいと思います。

新工場の概略図と建設予定地への訪問により、新工場の建設計画をより具体化させることができた。現在、当該計画をもとに
設計事務所に依頼し、新工場の建築図の作成を進め、現在ＨＡＣＣＰ認証取得に向け、積極的に取り組んでいる。
また、ＨＡＣＣＰ認証取得予定の新工場建設に並行して、現在の製造工程も改善したことにより、生産性向上につながり、これま
で取引が難しかった大手スーパーや外食チェーン店等に対しても営業活動を行うことができるなど、販路拡大の体制が整った。

（鮮魚の加工イメージ写真）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000mXjPiAAK
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ＩｏＴ老舗傘製造企業の支援山口県

支援体制

児玉 一成 氏

山口県経営支援プラットフォーム

公益財団法人やまぐち産業振興財団

専
門
家

株式会社 オカモト

■業種：卸売業、小売業
■従業員：42人
■資本金：1,000万円
■創業：昭和26年6月30日（法人設立）
■住所：山口県防府市植松442-4
■企業概要：傘の製造・卸売業、小売業

■支援の経緯
本企業は、山口県防府市に、1901年に創業した100年以上の歴史をもつ傘の老舗製造企業である。時代のニーズに
対応して洋傘を中心に「Ｂ ｔｏ Ｂ（企業間取引）」により事業活動をしてきた。しかし、近年安価な海外品が流通するように
なった影響から価格競争が激化、利益率が悪化してきた。そこで、消費者と直接取引する「Ｂ ｔｏ Ｃ」の必要性を感じ、Ｈ
Ｐでの情報発信やショッピングサイトを活用した売上拡大を進めてきた。しかし、自社の取組だけでは成果が上がらない
ことから、どのように進めていけばいいのかわからず、山口県よろず支援拠点に相談したところ、当機関を紹介された。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業の状況をヒアリングしていくと、ＳＥＯ対策（検索エンジン最適化対策）が弱いことと、商品等の画像だけで、顧客
に対する訴求力が弱い情報発信をしていることがわかった。また、本企業では、タイムリーな情報発信を継続していきた
いとの思いが強く、自社での更新を望んでいたが、これまで、写真やカメラに対する基礎知識が乏しいまま撮影をしてい
たことから、写真や動画の製作及び加工方法の指導が必要だと判断した。そこで、プロカメラマンでもありＩＴを活用した
経営力強化の支援経験が豊富な本専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
支援に際して、事業者がどういった目的で写真や動画を撮影するのか確認するため、本企業の歴史、伝統、商品の種
類、売上構成、顧客ターゲット等のヒヤリングを実施した。そのなかで、事業主は、傘のイメージ写真であれば、高級なラ
イフスタイル感を演出し、顧客に「欲しい！」と思わせる印象を伝えることを目指していることを確認した。
そこで、実践的な支援として、傘の特徴を伝えるベストなアングル、色や質感の正確さ、伝えるイメージとしての適切な
モデル像及び適切なポージング、撮影に最適なシュチュエーション、小道具の配置方法並びに焦点距離等といった、写
真や動画撮影についての具体的な技術指導を行った。さらに、ＨＰやショッピングサイトの構成や見せ方についてもアド
バイスを行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t5cOUQAY

支援

企
業

■氏名：児玉 一成
■保有資格：特にありません
■専門分野：写真・動画作成・ＩＴを活
用した経営力強化
■専門家の声：支援にあたって写真
や動画等を通じて、その人や商品が
持っている、魅力を引き出したいと考
えた。アドバイスが売上拡大に貢献で
きた支援事例となった。

ネット通販をする上で、会社の信頼性やお客様の購買意欲
を上げることから写真の重要性を感じていた。本専門家の支
援はポイントを得た指導であり、今後ネット通販を進めていく
中で強力な味方になると思っている。現実に売上拡大に結び
つくことができて感謝をしている。今後とも課題があれば、ミラ
サポ専門家派遣制度やよろず支援拠点を活用していきたい。

今回の指導により、顧客に対する訴求力の強い写真や動画を掲載する
ことができた。それにより、本社のインターネット販売事業の売上は2倍と
なり、東京支店を含めた全体の売上に占める割合は約10％を占めるまで
成長した。さらに、インターネット販売事業拡大のため、本年5月より新入
社員を雇用し支援ノウハウを伝えさらなる充実を図っている。

風景のイメージ写真（左） 傘のイメージ写真（右）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t5cOUQAY
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販路
販促
支援

呉服小売店のインターネットを活用した販路拡大支援徳島県

支援体制

岡 博史 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は美馬市穴吹町で衣服、呉服の小売業を営んできた企業である。近年反物の売れ行きが落ち込んでいること
から、反物の販売手法を見直したいと希望していた時に、昨年度当拠点が行った、呉服小売業を営む（株）拝村屋様へ
の売上拡大支援を知り、当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業へヒアリングを行ったところ、呉服を着る機会が全国的に減少しているため、反物の売れ行きは落ち込んでい
る状況ではあるが、美馬市内の顧客においては、少ないながらも呉服の需要は続いていることが販売実績から読み取
れたため、反物の需要は潜在的にあると分析した。一方で、その潜在的な需要を掘り起こすためには、インターネットを
活用した新しい販路を開拓し、顧客獲得を行うことが必要であると判断した。そこで、小売店での販路拡大やインター
ネットを活用した販売促進について豊富な支援実績がある本専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まず事業主がインターネット環境に慣れていなかったこと
から、インターネットでのオークションの仕組み、出品にかかる
留意事項の説明及び発生するコストについて助言を行った。
また、近隣の着付教室、和装学院、茶道教室など呉服の
需要が見込まれるところへ個別に訪問し、呉服のＰＲを行う
よう提案した。加えて、反物を、パッチワークの材料やスリッパ
に加工して販売するよう提案を行った。

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

徳島県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家の声

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000d0BvlAAE

■氏名：岡 博史
■保有資格：調理師
■専門分野：販路拡大・販促支援
■専門家の声：試作したスリッパや
バッグを拝見したが、国内販売だけで
なく、海外販売（ネット上で）も検討す
べきだ。反物での販売だけでなく、付
加価値を付け新たな商品に生まれ変
わることで、さらに需要が増すだろう

・県西部を拠点に事業者の支援を続ける岡先生への相談か
らインターネットの活用でオークションという販売チャネルを広
げることが出来た。
・着付教室、和装学院、茶道教室などへのアプローチから新
規顧客の掘り起こしができて、本企業への来訪に繋がり、反
物のＰＲと売上に繋がった。
・人口が減少し、高齢化が進んでいることから今回提案を受
けた新しい販売チャネルを継続しつつ、また新しい販売手法
を取り入れ事業に生かしていきたい。

インターネットのオークションに10点ほど出品したところ、半数の落札が得られた。遠方である沖縄県からの購入もありオーク
ション出品のメリットを実感した。また、着付教室等への個別訪問や、支援頂いた専門家及び徳島県よろず支援拠点にも口コミで
本企業のＰＲにご協力頂いたことで、呉服に興味を持つ顧客層の掘り起こしに成功し、美馬市外の顧客も来店するようになった。
専門家の支援後に、特価での販売ではあったが反物の販売が50本以上にまで増えた。加えて専門家より提案のあった、反物を
素材としたスリッパ作成については、実際にスリッパ工場で試作品を作成するところまで進んでおり、今後新商品として販売する
予定である。

有限会社 大野屋

■業種：卸売業、小売業
■従業員：2人
■資本金：800万円
■創業：昭和29年10月18日
■住所：徳島県美馬市穴吹町穴吹字辻38-4-1
■企業概要：衣料品小売業

企
業

反物を使用したスリッパ（左）と手さげ袋（右）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000d0BvlAAE
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販路
販促
支援

地域でのブランド力向上に向けた支援香川県

支援体制

福田 真弓 氏

中小企業支援プラットフォームかがわ

公益財団法人かがわ産業支援財団

専
門
家

株式会社 高畑精麦

■業種：製造業
■従業員：30人
■資本金：4000万円
■創業：明治21年2月15日
■住所：香川県善通寺市上吉田町5丁目2番4号
■企業概要：精麦、飼料製造、小麦粉・製麺販等

■支援の経緯
本企業は、香川県善通寺に所在する精麦業者であり、従前の売上はＢｔｏＢ商品が主力であった。近年、麦価格の下
落と食生活の変化により、地域の農家の生産量は減少傾向にあった。また、地域の食卓における大麦の消費機会に
ついても減少傾向であった。そこで上記の外部環境を好転させ、地域の伝統食材である大麦（はだか麦）の良さを直接
消費者に訴求することで消費量を拡大する取組である「讃岐はだか麦舗」のブランドを立ち上げた。同ブランドは消費
者に「麦のある生活」を提案するＢｔｏＣ商品を中心とした展開である。首都圏等での販路拡大施策は一定程度奏功して
おり、今後は地元香川県を含む瀬戸内圏エリアにおいてもブランドの浸透と確立を図るべく相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業のブランド構築においては、複数の外部サポーター（販路拡大担当、デザイン担当等）がチームを組んで実施
している状況であったことから「誰が何をどこまでするか」を明確にしておく必要があった。また、イベント出展・高級スー
パーでの採用等、首都圏においては一定程度の取組ができているが、地元である瀬戸内圏エリアにおけるブランディ
ングと販路開拓についての取組は不十分であることも判明した。そこで、地域ブランド戦略支援の実績があり、主に瀬
戸内エリアにおいて支援を行っている本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まずは事業者に現状をヒアリングし、内部環境・外部環境についての考察を行った。次に複数の外部サポーターの支
援状況について、「誰が何をどこまでするか」の役割分担を明確に整理した。また、参考となる他県のブランド化の事例
を伝えながら、本企業の事業展開に活用できる手法等についても検討を行った。左記の先行事例も踏まえながら、「讃
岐はだか麦本舗」の瀬戸内圏における具体的な事業展開について、本企業事業者とともに検討を行った。その上で「ど
のチャネルで（具体的な店舗・マルシェ）」、「いつ頃」、「誰と」するのかといった、計画の骨子を策定した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

支援

企
業

■氏名：福田 真弓
■保有資格：経営コンサルタント
■専門分野：地域ブランド戦略
■専門家の声：広島市「トランクマー
ケット」を紹介し出展頂いた結果、相
応の売上計上できており、同出展手
法が今後のイベント展開の定形の一
つにあると有効。また裸麦のブランド
化については地域と協働する事で更
に大きな成果が期待できると考える。

「トランクマーケット」は初めての広島出店でしたが、大麦への
関心も非常に高く、はだか麦の量り売りも大好評でした。また、朝
食にグラノーラを食べている人も多く、NUDE GRANOLAも沢山の
方にお買い求めいただけて、とても嬉しかったです。｢これから大
麦生活始めます♪｣の言葉を何人もの方から頂き、これからの励
みとなりました。瀬戸内圏ローカルでの販売及びプロモーション
の場として非常に有効であると感じました。

また、福田先生に「現在の事業内容の整理」、「外部専門家の役
割分担」を明確にして頂いたおかげで、今後の事業計画がより
ハッキリとしたものになりました。ありがとうございました。

支援により、複数の外部専門家との協働について、ブランドプロデューサーに牽引役となってもらうことと
なった。瀬戸内圏ローカルでのブランディングにおいては、「自社ブランド」と「地域ブランド」の役割・関係性
について考察検討し、今後は「行政及び地域企業との連携構築」を模索する方向性にて計画骨子を策定し
た。ローカルにてブランドを毀損しないチャネルについて検討した結果、福田専門家の提案により、まずは広
島市「トランクマーケット」への出展に取り組むこととなった。同マーケットへの2日間出展にて、200名を超え
る来店があり、売上は300千円程度を計上した。また、瀬戸内圏から広く集客する同マーケットへの出展によ
り、「食に対する感度の高い」良質なクラスターに対し、効果的に商品ＰＲできた事も大きな成果となった。

トランクマーケット参加の様子とはだか麦の商品

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxicBAAR

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxicBAAR
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雇用
労務電話応対・接客応にかかる研修及びマニュアル作成支援愛媛県

支援体制

木曽 千草氏

愛媛県よろず支援拠点

専
門
家

株式会社 アライ

■業種：製造業
■従業員：50人
■資本金：5,000万円
■創業：昭和62年年9月
■住所：愛媛県大洲市平野町野田1596
■企業概要：食品容器類製造業
ＰＳＰ製折箱（寿司折、弁当折、和菓子容器
水産・珍味容器）、紙製重箱（おせち重箱）

■支援の経緯
本企業は愛媛県大洲市に所在し、 ＰＳＰ(発砲スチレンシート）製、紙製の食品容器類の製造、卸販売を行っており、
多品種小ロットの製造販売を行うことで競合他社との差別化を図り業績を伸ばしてきた。また、コミュニケーション能力
に重きを置いており、特に、会社と外部とのつなぎ目となる女性社員の電話応対、接客対応は、もっとも重視すべき業
務として認識していたが、女性社員のほとんどが職人気質であることから改善点が多いと考えた。そこで、接客マナー
研修の実施と社員の自発的な行動を促すための具体的な手法について支援してほしいと当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当拠点担当職員がヒアリングした結果、電話、接客対応は女性社員の当番制としているが、当番者が電話、接客対
応をしている間に別の電話や来客があっても、担当以外が対応を行えていないため、接客がおろそかになることや電
話越しに保留のまま相手を待たせていることが散見されていることがわかった。そこで、接客、接遇研修の実績を多くも
ち、社員の自発的な行動を促す仕組み作りで実績が豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず、事業主と従業員から電話応対と接客応対の問題点についてヒアリングした
うえで、女性従業員を集め、当該問題点の現状とその課題解決策について、ディス
カッションした。さらに、女性従業員全員の自発的な行動に繋げるため、その内容を
電話応対、接客応対マニュアルとして作成することを提案し､作成手順を説明した｡
複数回のメールのやり取りを経て完成に至ったマニュアルを基に、マナー研修と
ロールプレイングを実施し、丁寧な電話応対、接客応対の定着を図った。

支援概要

成果

事業者の声専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000hJHvbAAG

支援

企
業

■氏名：木曽 千草
■保有資格：キャリアコンサルタント
■専門分野：人材育成、教育研修
■専門家の声：彼女たちの前向きな仕
事への取組みと、個々が持つ潜在意識
が高さに着目し、支援を行った。上司の
熱意を持った会社運営意識も後押しと
なり、サービスマインドを持った製造業
へと意識変革に繋がったと思われる。

木曽先生が女性従業員それぞれの個性を見極めたご指
導で、彼女たちが意識した行動ができているのを実感いた
します。専門家派遣では、期待していた一定レベルに達成
し、マニュアルも全社の手本となるぐらいの出来でした。こ
れを機に、女子従業員から男性従業員へ指導する予定で
す。今後は更なるサービスマインドをもった製造業として、
売上へと繋げていきたいと思います。
素晴らしいご支援をありがとうございました。

専門家の支援が、これまで女性従業員同士の間で意識されてこなかった自らの応対や他者の応対
を意識する機会になったことに加え、マナー研修を実施したことで、女性従業員の間で丁寧な電話応
対、接客応対の知識が身についた。
さらに、電話応対、接客応対にかかる応対方法をマニュアル化したことで、応対担当者が応対中に
別の電話や来客が発生した際には、担当者以外の従業員が対応する仕組みが確立し、支援前に散
見された接客がおろそかになることや電話越しに保留のまま相手を待たせることがなくなった。

よ
ろ
ず

支
援

拠
点

• マナー研修風景（上） マニュアル（下）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000hJHvbAAG
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その
他喫茶店の紅茶を中心とした他店との差別化に向けた支援愛媛県

支援体制

前川 達哉 氏

えひめビジネスサポートネットワーク
（チームえびす）

公益財団法人えひめ産業振興財団

専
門
家

ももやま茶屋

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：1人
■資本金： -（万円）
■創業：平成27年5月
■住所：四国中央市中曽根町53-1
■企業概要：喫茶店

■支援の経緯
本企業は、昨年度創業した、コーヒーと食物アレルギーに対応したケーキを提供している喫茶店である。創業以前よ
りコーヒを飲めない顧客向けに紅茶の提供を充実させたいと考えていたため、日本紅茶協会の認定店レベルにまで茶
葉の種類を充実させることと、紅茶を通して顧客に癒しを提供したいと考えていた。また、愛媛県には日本紅茶協会の
認定店がないので、認定店となることで他店との差別化につながるとも考えた。しかし、事業主は紅茶の提供を本格的
に行った経験がないことから、認定店になるための支援が必要と感じ、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業をヒアリングしたところ、紅茶を好む顧客は、紅茶に関する情報を得ることで癒しと満足を求めていること及び
産地や淹れ方などの正しい知識を求めているが、事業主が紅茶の専門知識を有していないため、顧客の求めに十分
に対応ができていないことがわかった。しかし、当機関には紅茶店経営に関する専門職員がいないため、紅茶店経営
や顧客拡大の支援で四国一豊富な実績を有する本専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
事業主が考える日本紅茶協会認定店のレベルに到達するために、まずは本企業のメニューの
再作成を提案した。次に、認定を受けるにあたっての正しい紅茶の淹れ方及び店内に必要な設
備とその点検方法について実践的な指導を行った。加えて、提供する茶葉の産地や特徴等の説
明を中心に、紅茶の知識について提供した。
また、認定店として認定されるまでの手続きについても助言し、認定の際に必要なこととして、
協会調査員の心証を損なわないために紅茶の全般的な知識が必要であること及び茶葉の仕入
先の選定方法についてもアドバイスした。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000fbPInAAM

支援

企
業

■氏名：前川 達哉
■保有資格：茶葉の扱いの実地指導
■専門分野：海外展開・輸出管理
■専門家の声：本支援を実施する際
に気を付けたことは店舗の売上が向
上することであった。そのためにまず
基本的な知識や作業の見直しととも
に県内全域からの顧客の獲得・客数
の増加を目指した支援を行った。

前川先生を紹介していただき、紅茶の美味しい淹れ方と知
識を学ぶことができました。珈琲が飲めない層の集客も増え、
紅茶好きの方の満足度も上がったように思います。今後も美
味しい紅茶を出せるようより日々精進し、ほんものの美味し
い紅茶を届けられる存在になっていきたいと思います。

すごく充実した支援で、本当に利用してよかったと思います。

紅茶の知識だけでなく、紅茶の淹れ方等実践的な面でも事業主の理解が早いことに加え、自社で提供できることとできないこと
が明確になされていることで、適切に紅茶を提供できる環境が整い、現在は日本紅茶協会からの認定店への推薦にかかる手続
きを行っているところである。また、本格的な紅茶の提供が可能となったことから、顧客の求めるサービスを提供できるようになっ
たことで、支援前と比較し紅茶を注文する顧客が増加するなど、新たな顧客層が来店するようになった。

（紅茶の淹れ方とテイスティングの指導風景）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000fbPInAAM
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事業
継承老舗婦人服店の店舗レイアウト・商品ディスプレイ改善支援高知県

支援体制

藤原 美江 氏

高知商工会議所

専
門
家

村井 衣料品店

■業種：卸売業、小売業
■従業員：2人
■資本金： -（万円）
■創業：昭和25年1月
■住所：高知市帯屋町2丁目2-19
■企業概要：婦人服小売店

■支援の経緯
本企業は、高知市内中心に位置する商店街に店舗を構える創業66年の老舗婦人服店である。特に、高知県では唯
一久留米絣ファッションを扱っている店舗であるが、事業主が習慣的に商品を大量に仕入れていたことから、陳列に課
題を感じていた。一方で、商店街近隣は現在再開発が進み、本企業を取り巻く環境が変化してきている。そこで、今後
増加が見込まれる通行量をビジネスチャンスと捉え、店舗への誘導機能強化策等について、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ヒアリングの結果、本企業は、商店街の入口近くに位置する縦長の店舗構造であり、店舗前にて誘導機能の強化を
図ること及び店舗奥への回遊性を高めて購入機会を増加させることが目下の課題であると判断した。そこで、品揃えの
最適化や商品レイアウト、手書き（フェルトペンや毛筆等での）ＰＯＰの作成支援等、インストアマーチャンダイジングに
ついて、多くの実績を有する本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず、事業主のほか、後継者に対しても目指す店舗作りについて改めてヒアリングし、
イメージしている店舗レイアウトをまずは確認した。そのうえで、当該レイアウトをもとに
顧客目線を意識した配色とすること及び小物を活用し店舗の訴求力を高めるための
ディスプレイ方法についてアドバイスした。
また、店頭商品が多かったことから、来店客が入りづらく、店舗内を回遊しにくい店舗
レイアウトになっていた。そこで、来店客の動線を確保したレイアウト案を作成した。さら
に、店舗の訴求力を高めるため、ＰＯＰを作成するよう提案し、ＰＯＰ作成の際は、「店頭
表示」と「店内表示」のそれぞれでＰＯＰを作成するよう助言した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjC3AAJ

支援

企
業

■氏名：藤原 美江
■保有資格：
■専門分野：販路拡大・販促支援
■専門家の声：好立地を生かした店
舗集客向上を期待できる。

当店が立地する商店街近隣は、再開発が進んでおり、年間
100万人の利用者を見込む高知県と高知市合同で建設する
図書館が平成29年度に完成予定である。今後、当立地を最
大限に活用していくにあたり、お客様の目を引く陳列手法や、
商品レイアウト等の支援を受けられたことは、大変有益で
あった。

これまでは、配色を考慮しない商品ディスプレイとしてきたところ、カラーバリエーション豊かな店頭ディスプレイになったことで、
店頭の訴求機能を高めることができた。また、商品を整理し、配色や小物を生かしたコーディネートを多数展示したことで、顧客へ
の提案力が増した。また、ＰＯＰの作成を通し、季節の商品、売りたい商品、商品アイテムごとの区別ができやすくなり、顧客ニー
ズに対応したレイアウトが実現した。さらに、店頭商品を整理したことで、顧客が入店するスペースが確保されたとともに、店内を
回遊し、多くの商品が目にとまるようになった。店舗のレイアウトが改善されたことや訴求力が高まったことから、来店客が増加し、
売上においても前年同月比3％程の伸びがあった。

高知県地域プラットフォーム
「チームよさこい」

地
域

Ｐ
Ｆ

（店内写真）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjC3AAJ
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販路
販促
支援

地元パン屋の首都圏への販路開拓支援高知県

支援体制

伊藤 拓哉 氏

高知県地域プラットフォーム
「チームよさこい」

宿毛商工会議所

専
門
家

有限会社 菱田ベーカリー

■業種：製造業
■従業員：10人
■資本金：600万円
■創業：昭和26年4月
■住所：高知県宿毛市和田340-1
■企業概要：宿毛市を中心とした近隣市町村へ

のパンの販売・卸

■支援の経緯
本企業は、高知県宿毛市に所在する創業65年のパン屋である。現在は宿毛市内及び高知県西部を事業エリアとして
いるが、人口減少等の影響もあり売上が毎期5%程度減少する傾向が10年程度続いていた。そこで、今後一定規模の
売上を確保していくため、高知市内をはじめ県内全域、四国他県にもパンを販売していきたいとの要望があった。また、
首都圏、関西圏等の大消費地へのＰＲも必要だと漠然と考えていたため、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ヒアリングの結果、経営課題の一つが、「域内での卸先、販路の減少」であり、域外（県内外、特に大消費地）への販
路開拓、拡大を検討することで必要であった。まずは、宿毛商工会議所が、本企業の商品構成、販路、原価計算等、管
理会計の考え方を本企業に導入した。結果、卸先、販路の減少等を定量的に現状把握することができ、さらなる経営課
題の抽出・整理につながった。次に、域外への販路開拓を検討するにあたって、本企業商品のＰＲや地元の情報発信
を含めたブランディングを行うこととした。なお、域外を目指した場合大消費地ではない地方で製造しているため、地理
的ハンディや情報不足は否めない。そこで、地域産品のブランド化支援に実績のある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
本企業の商品はこれまで高知県西部を事業エリアとしてきたことから、当然関東地方での
認知度はなかった。そこで、この点を逆手にとって、ブランド力向上に繋がるよう、商品の
歴史、文化について紐解き、パッケージやＨＰ、販売スタイル等にも反映させていった。
また、販売に際しては、暖かで懐かしいイメージを連想させる「昭和レトロ」をイメージした
装飾やコンセプトとするよう提案するとともに、「羊羹ぱん」という商品名から連想しづらい
中身について透明のパッケージを使用し、改善を図った。結果、「美味しそう」「食べてみた
い」といったコメントをお客さまから現場で頂けるようになり、販売拡大につながった。

支援概要

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000d2dPBAAY

支援

企
業

■氏名：伊藤 拓哉
（株式会社生産者直売のれん会）
■保有資格：
■専門分野：地域資源活用/経営革
新/販路拡大・販促支援/農商工等
連携
■専門家の声：ブランド化を行うこと
で、飛躍的に売上、収益が向上する
企業様だと感じた。

伊藤様から、地方にある本企業にとって的確なアドバイスを

頂いた。首都圏を中心とした販路開拓は、時間もコストもか

かるが、効率よく開拓することにつながった。

首都圏を中心とした域外販路開拓について、一定の方向性

を見出すことができた。

今後はテストマーケティングの分析結果や販売実績をもと

に、本企業の域外販路開拓計画を策定していく必要があると

考えている。

都内の駅構内での販売が実現し、ＣｔｏＣの市場開拓にもつながった。さらに、「昭和レトロ」を

コンセプトとした本企業のイメージについても、顧客に伝わりやすいよう、ＰＯＰや表示等細かい

部分も改善することができた。結果、「美味しそう」「食べてみたい」といったコメントをお客さまから
現場で頂けるようになり、販売拡大につながった。
本補助事業での取組みがきっかけで、首都圏の個人のお客さまへの新規販路開拓がより強固

なものになった。前期対比売上高が200％の増加となった。

成果
（上：店舗写真） （下：商品写真）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000d2dPBAAY
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経営
革新従業員の目標管理意識の定着化による生産性向上支援福岡県

支援体制

村田 信敏 氏

北九州地区中小企業支援
プラットフォーム

北九州商工会議所

専
門
家

セレーノ 株式会社

■業種：サービス業
■従業員：14人
■資本金：800万円
■創業：平成25年2月6日
■住所：北九州市小倉北区鍛冶町1-9-5-3F
■企業概要：美容室セレーノ店舗

■支援の経緯
本企業は北九州市内に美容室を2店舗経営している。創業4年目で、経営理念や中長期の経営計画は明確である一
方、目標管理等会社組織として必要な制度がまだ整えられておらず、それゆえに従業員の生産性が上がらない状態で
あった。昨年、当機関がサービス産業生産性向上支援を行ったが、5Ｓ作業や目標管理等やり残した課題があったこと
から、それらを実行するために再度当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
昨年実施したサービス産業生産性向上支援後の取組についてヒアリングしたところ、会社組織のビジョン、従業員個
人の目標（やりがい）、経済的要素を総合的に管理する目標管理の制度を構築し、毎月目標管理シートを従業員ごとに
作成した上で、結果を従業員同士で検証するようにしているが、従業員の目標管理意識が定着化せず、制度が十分に
機能していないことが判明した。そこで、製造業及びサービス業における生産性向上支援の実績が豊富な本専門家に
依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まずは、中長期計画を確認し、スタッフの採用及び教育を達成するために計画に
基づくＰＤＣＡサイクルの設定についてアドバイスを行った。
次に、従業員に対し、生産性向上は、従業員のワークライフバランスの向上と労
働条件の改善に繋がることを説明し目標設定への動機付けを与えた。
あわせて、従業員の生産性向上には多店舗展開も有効であることをランチェスター
戦略やドミナント戦略の考えをもとに説明した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RximNAAR

支援

企
業

■氏名：村田 信敏
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：経営改革、現場改善
■専門家の声：現場のスタッフとゲス
トの声を尊重し、経営改善の定石を
出来るだけ現場目線で、スタッフが理
解でき、行動できるような改善支援を
心掛けた。

村田先生をご紹介して頂き、定石（原理原則）は基より、経
営者としての姿勢もご指導いただき感謝しております。

社内メンバーだけでの意思決定では「井の中の蛙」状態でし
たが、外部目線での視点により、それを経営判断や仕組み
の構築に活かし、全社員へ共有する事ができました。

仕事をする上での物事の考え方、姿勢など多様に素晴らしい
ご支援ありがとうございました。

従業員に対し、目標管理への動機付けを与えたことから目標管理意識が定着することとなった。また、本企業の経営理念であ
る「より多くのお客様に満足を！より多くのスタッフに幸せを！」を実現するために、従業員の労働条件を改善することとし、店舗
の営業時間を17時までに短縮するとともに、社会保険への加入等労働条件を整備した。あわせて、ドミナント戦略等を踏まえて
多店舗経営を実行し、北九州市内で店舗数を2店舗から4店舗にした結果、効率よく顧客を獲得できるようになり、目標管理とあわ
せて従業員の生産性を向上させ、一人あたり人時生産性3,000円/時を達成することができた。

（専門家による支援の様子）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RximNAAR
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創業神奈川県から故郷へ！美容室の開店告知チラシ作成支援佐賀県

支援体制

鷲﨑 修 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業の事業主は、佐賀県出身の夫婦で、これまで神奈川県にて別々の美容室に勤務していたが、故郷である佐賀
県で美容室を創業することを計画し、創業の準備を始めるべく今年の4月に帰郷した。美容室の創業準備で銀行に相
談したところ、当拠点を紹介されたことから、創業予定日まで残り期間2か月弱であった5月初旬に当拠点に相談があっ
た。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
初めての創業に際し、まずは必要な各種手続きを当拠点Ｃｏが助言した。また、本企業は広告媒体を自ら作成する予
定であったが、創業目前であったにも関わらず、決まっているのは店名だけで、ロゴデザイン、看板、名刺、スタンプ
カード、リーフレット、開店告知用チラシ並びにホームページは、何も手が付けられていない状態であった。そのため、
当拠点のデザイナーＣｏがアドバイスをしつつ、一つずつ作成を支援していったが、もっとも緊急度の高い、開店告知用
チラシの作成が追いつかなかったことから、専門家の支援が必要と判断し、チラシ
デザインの支援経験が豊富な本専門家を派遣することで課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まずは、開店告知用チラシを作成にあたり、使用するソフトウェアの使用方法
及び表現方法等について指導した。次に宣伝効果のあるチラシ作成のポイント
を指導し、ラフデザインを少しずつ修正し、完成度を高めてもらった。幾度かの
修正を重ねていくうちに本企業事業者のイメージしていた希望のデザインで完成
することができた。さらに、今後、新たなデザインを作成する時のためにデザイン
の編集方法等ソフトウェアの高度な使用方法についてもアドバイスした。

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

佐賀県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家の声

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjAJAAZ

■氏名：鷲﨑 修
■保有資格：デザイナー
■専門分野：ＤＴＰ
■専門家の声：若い二人の夢の
開業に向けて微力ではありますが
佐賀県よろず支援拠点とともに
支援できて達成感のある支援が
できました。

ロゴイメージ完成後の、6月13日～6月23日に3回の支援という切迫したスケジュールの
なかで、開店告知用チラシの完成にこぎつけたこともあり、予定どおりに創業することが
できた。開店後の売上額も、計画通りに推移しており、順調な滑り出しの一助となった。

ＣｏＲｕＫ

■業種：生活関連サービス業、娯楽業
■従業員：1人
■資本金： -(万円)
■創業：平成28年7月9日
■住所：佐賀県佐賀市鍋島3-9-4
■企業概要：夫婦二人で経営する美容室

企
業

開店までわずか2か月ということに加え、費用の面から販
促資料もすべて手作りしたいという希望にもかかわらず、よ
ろず支援拠点のスタッフの方、更に緊急な対応にミラサポ鷲
崎専門家の丁寧なご指導を賜り、本当に開業に間に合って
良かったです。おかげで何とか創業計画通りに推移していま
す。これからが本番。皆様のご支援に沿えるよう頑張ります。

店舗風景（上） チラシ（下）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjAJAAZ
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新
連携食料品卸売事業者のわかめ袋詰め作業の外部委託支援長崎県

支援体制

峰松 弘子氏

ながさき経営支援プラットフォーム

長崎県中小企業団体中央会

専
門
家

わかめや本舗 daiana

■業種：卸売業、小売業
■従業員：0人
■資本金： -(万円)
■創業：平成26年
■住所：長崎県長崎市かき道3-21-21
■企業概要：海産物仲買い・販売

■支援の経緯
本企業は創業3年目の長崎市の食料品卸売業者である。事業主が東日本大震災後、東北の復興支援に参加した際
に、被災地で出会った方が、経済的な自立を目指し東北産わかめの販売を行っていたが、販路開拓を希望していると
聞き、長崎県にて当該わかめを販売しようと創業した。しかし、当該生産者が高齢になったことから袋詰め作業が困難
になってきたとのことで、袋詰め作業を長崎の福祉事業所で外部委託できないかと考えた。これは、障がい者が就労す
る福祉事業所で請け負ってもらうことにより、生産者と障がい者双方の経済的自立を少しでも助けたいとの思いからで
あったが、外部委託を実施するための具体的な手法がわからなかったことから、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業にヒアリングしたところ、本企業の事務所から近く、袋詰め作業を行う上で安全性と衛生面に配慮した設備が
整っている福祉事業所を選定する必要があることが明確になった。しかし、当機関には福祉事業所についての専門家
がいなかったことから、ジョブマッチング及び福祉事業所への外部委託等に詳しい本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まずは、商品の仕入先、販売先、委託業務内容について確認した。次に一袋
当たりの工賃、販売価格、請負頻度などを確定したうえで、当該袋詰め作業の
委託先として「ＮＰＯ法人障害者就労支援センターアビリティ」を選定した。
また、良質の商品をより多くの方に提供する方法として、小袋での販売とする
よう助言し、小袋のデザインも同ＮＰＯ委託し、長崎市が運営する障がいのある
方々が製作した品を販売する「チャレンジドショップはあと屋」などの各種イベ
ントでも販売するよう提案した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t5rUWQAY

支援

企
業

震災からの経済的自立と障がいという困難があっても自ら
働いて経済的自立を望んでいる人のために、仕事を創り出し
たいという思いを受け止めてくださり、福祉事業所でできるこ
とを提案してくださったことに感謝しています。
今までは自分でできる範囲での事業展開を考えていました
が、今後は福祉事業所でできる仕事は外部委託し、販売促
進にも力を入れ、さらなる事業拡大・売上増加を目指したいと
考えます。

支援によって、福祉事務所へ袋詰め作業及び小袋デザインの外部委託が実現した。また、各種イベント等に出品したこと等により、
わかめの販売先や販売量は、支援をする前と比べ約1.5倍に増えた。さらに、わかめ以外の、昆布のみそ漬けや茎わかめの佃煮など、
新商品開発の構想も広げることができた。同ＮＰＯでは、かまぼこなどおでんの材料になる食材も製造しており、内容の充実を図るため
本企業が昆布を提供するなど新たな事業展開も検討しており、今後も引き続き、被災地の復興及び障がい者の経済的自立の一助とな
ることが期待される。

■氏名：峰松 弘子
■保有資格：キャリアコンサルタント

職場適応援助者（ジョブコーチ）
■専門分野：ジョブマッチング・コンサル
■専門家の声：支援をする際、事業主
の思いを大切にしてアドバイスをした。
また、東北の復興・障がい者の経済的
自立という社会貢献事業であるので事
業継続・売上増加を第一に考えた。

袋詰めわかめ商品

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t5rUWQAY
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熊本
地震熊本地震等後のＳＮＳを活用した営業再開ＰＲ支援熊本県

支援体制

中村 信之 氏

熊本県よろず支援拠点

専
門
家

■支援の経緯
事業主は、 「やきとり大吉」のフランチャイズ店舗を経営していたが、独立を目指し「焼き鳥ますだ」を創業した。事業
主持ち前のキャラクターで常連客は増えていたが、昨年4月に事業主が体調を崩し営業を停止した。7カ月後に営業を
再開し、「さぁ、これから」という時に今度は熊本地震が発生し、被災により一時的に営業を再度停止することとなった。
その後、営業は再開したものの客足が伸びなかったことから、顧客を取り戻し、売上増加を図りたいとの思いにより当
拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当拠点のＣｏがヒアリングした結果、地震の影響で熊本市民が外食を控えるようになっているという状況に加え、もとも
との常連客に、営業を再開したことを伝えることができていない状況であることも判明した。そのため、まずは事業主の
病気や熊本地震による営業停止がきっかけで離れてしまった常連客を呼び戻すために、営業再開のＰＲを行うことが
必要だと判断した。ＰＲを行うにあたっては、本企業の資金力に配慮した方法で行うことが必要であったことから、お金
をかけずに集客を行えるよう、ＳＮＳを活用した集客の支援実績を多くもつ本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
ＳＮＳについては、ＬＩＮＥ、Ｆａｃｅｂｏｏｋを活用するよう指示するとともに、それぞれ
以下のように指導を行った。
ＬＩＮＥについては、常連客等への友達申請アピールの重要性を説明するとともに、
実際の作業方法についてアドバイスし、友達数を46から100へ増やすこと及び
週一回以上の頻度でタイムラインへ投稿する等の目標を達成するよう指示した。
Ｆａｃｅｂｏｏｋについては、認証済みＦａｃｅｂｏｏｋページを申請するとともに、検索結果で
上位に表示されるよう検索定点監視を行うよう指示した。

支援概要

成果

事業者の声

よ
ろ
ず

支
援

拠
点

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000jNqWOAA0

支援

■氏名：中村 信之
■保有資格：実務経験
■専門分野：販路拡大・販促支援

/ＩＴを活用した経営力強化
■専門家の声：ミラサポの活用で、店舗再
開の告知とお客様とのコミューニケーション
を取り戻して、「復旧」ではなく、さらなるステ
ージを目指した「復興」を成し遂げるお手伝
いを引き続きさせていただきたい。

各ＳＮＳでの役割分担や使い方のアドバイスをい
ただき感謝しています。今後どのように運用していく
かの計画が見えてきました。
ＳＮＳの運用にあたって具体的な目標数値の設定
と、その目標に向かっての具体的な戦略立案がで
きました。素晴らしい支援ありがとうございました。

ＳＮＳを活用したことで、お金をかけずに営業を再開したことをＰＲすることができた。また、「運用の定型パターン」を明確化した
ことで、事業主自身で今後も目標数字を設定し、継続的にＳＮＳを運用できる体制が整った。さらに、ＬＩＮＥ、Ｆａｃｅｂｏｏｋにおける
友達登録数を目標通り増加することができたこともあり、離れてしまった常連客がまた来店するようになったことに加え、新規の顧
客も来店するようになってきている。

（支援後のＦａｃｅｂｏｏｋ）

焼き鳥ますだ

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：4人
■資本金： - (万円)
■創業：平成10年8月
■住所：熊本県熊本市東区新外3丁目1-102
■企業概要：焼き鳥店

企
業

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000jNqWOAA0
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その
他中華料理弁当のパッケージデザインの構築支援大分県

支援体制

数野 美子 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は創業6年目の中華料理専門の飲食店である。創業当時より地元の住民から、安くて美味しい中華料理のお
店として親しまれていたが、さらなる売上向上のため、来店客への対応と同時に、中華料理の弁当販売をすることを考
えていた。しかし、弁当販売についてのノウハウ不足や資金調達等の課題に直面していた。そこで、それら課題の解決
のため、当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業にヒアリングをした結果、まず資金面の課題を解決するために小規模事業者持続化補助金にチャレンジする
よう提案し、事業計画をブラッシュアップしたうえで申請したところ、採択されることとなった。これにより資金面の課題は
解決した。しかし一方では、店主はこれまで弁当パッケージを作成したことがなかったことから、考案したパッケージは
店主による本格的な中華料理の魅力を落としている印象を受けた。そのため、パッケージデザインはより専門的な助言
が必要であると判断した。パッケージを洗練させ、料理の魅力をさらに引き立たせるため、パッケージデザインについて
数多くの支援実績をもつ本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず、弁当の種類ごとに増えたパッケージを整理して合理化を行った。その結果、店主が作成したパッケージが２０種
類を超えていたが、合理化により７種類の素案に統合することができた。そのうえで、その素案を元に店主とアイデアを
出し合った。それぞれのアイデアについて議論を重ねるうちに、本場中国仕込みの中華料理であることや、日本ではな
かなか味わえない特徴のある辛さをアピールしたものが良いのではないかという結論を引き出すことができた。その結
果、シンプルで力強いパッケージデザイン案が生まれ、顧客に本場の中華料理のイメージが伝わるパッケージの作成
につながった。

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

大分県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家の声

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t6ATCQA2

■氏名：数野 美子
■保有資格：なし
■専門分野：アートディレクター
■専門家の声：当初の依頼にあった
表面のグラフィックのデザインではな
く、業務に深く切り込んで合理化を狙
いました。

顧客に本場の中華料理のイメージが伝わるパッケージが完成し、予定通り弁当販
売を開始することができた。さらに、合理化でパッケージの種類を20種類から7種類に
統合したことにより、当初想定していたパッケージの購入コストを下げることに成功し
た。また、弁当販売が無事に開始されたことから、現在ではクーポン券の企画にも着
手している。

中華料理店 「紅灯籠」

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：2人
■資本金： -(万円)（個人事業）
■創業：平成23年11月
■住所：大分県別府市上人西2組-2
■企業概要：中華料理店

企
業

これまで検討してこなかったことに対しての提案が多くあり、
実際に実現までの道のりを導いてくれて大変感謝している。
コミュニケーションに不安があったが、派遣によってじっくりと
対話ができたことで、良いアイデアが生まれたことに満足をし
ている。大きな転換のきっかけとして捉えたい。

（新パッケージ）

新パッケージのお弁当

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t6ATCQA2


平成28年度専門家派遣事例 71

ＩｏＴ老舗米穀店のＨＰ再構築による情報発信活性化支援大分県

支援体制

大隈 義弘 氏

大分県産業創造支援ネットワーク

公益財団法人大分県産業創造機構

専
門
家

有限会社 徳丸米穀店

■業種：卸売業、小売業
■従業員：6人
■資本金：2,000万円
■創業：1913年（大正2年）
■住所：大分県大分市王子町7番19号
■企業概要：米穀の小売販売

■支援の経緯
本企業は、大分県大分市で大正2年（昭和55年法人化）から続く米穀店であり、業務用米を中心に販売を行っている。
米の価格競争の影響を抑え、適正価格での販売ができる取引先を増やす努力をしており、その一手段として6年前より
ＨＰやネットショップを開設しているものの十分な活用ができていなかった。そこで、ＨＰ及びネットショップの具体的な活
用手法について当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業をヒアリングしたところ、ＨＰ及びネットショップの開設時と現在では活用の目的が異なり、既存の取引先等が、
本企業の扱う商品の最新情報をＨＰで確認するという新たなニーズが出てきていることがわかった。そこで、まずはＨＰ
の再構築が必要であると判断した。また、本企業は企業イメージの統一感がないことから本企業の付加価値が希薄で
あることも明確になった。そこで、企業イメージの統一は大分県よろず支援拠点との連携で対応することとしたが、ＨＰ
の再構築は当機関に対応できる職員がいなかったことから、業種や企業の状況に応じたＨＰの構築支援の実績が豊富
な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
はじめに、ＨＰの構成、顧客及び取引先のニーズなど、本企業が把握している内容を
ヒアリングし、再構成するＨＰの方向性を固めた。次に、企業イメージ（ブランド）に一貫
性を持たせる方法や閲覧者にとって見やすいＨＰ構成方法についてアドバイスを行うと
ともに、本企業の売上につながるＨＰの作成支援を行った。さらに、ＨＰの更新を安価に
且つ簡素に行うことができるようホームページ作成ソフトウェア（ＪIＭDO）を紹介し、ＨＰ
の再構築及び更新方法を指導した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjDDAAZ

支援

企
業

■氏名：大隈 義弘
■保有資格：ＩＴコーディネータ
■専門分野：ＩＴを活用した経営力強化
■専門家の声：企業がITを上手に活用
するには経営戦略や体制に沿ったも
のでなければ長続きしない。本支援は、
本企業の後継者が中心となって行うこ
ともあり、企業のブランド力向上・販路
拡大の第一歩となる支援であった。

産業創造機構には、定期的にご相談をしていましたが、
今回、ＩＴ専門家の支援により、長年、気になっていたＨＰの
改善が出来ました。当社のお客様にご満足いただけるよう
な情報発信や、お米の良さや食べ方などを見て、お米の消
費量が増えてくれることを期待しています。
地域の米屋として、生産者にも消費者にも頼られるような、
店づくりと、大正時代から続く当社の事業を継承して行きた
いと思います。引き続き、よろしくお願いいたします。

既存のＨＰや企業イメージについて見直しを行い、リアルタイムに情報発信ができるよう、ＪIＭDO
を利用し、ＨＰを再構築した。その結果、コスト面では運用経費を10分の1に削減することができた。
加えて、1～2週間程度はかかっていたＨＰ更新作業も、当日中に更新ができるようになった。
今後は、ＨＰによる最新情報の発信を活性化させることで、店舗販売、インターネット販売双方で
の売上増加を図る。

（支援前のＨＰ）

（支援後のＨＰ）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjDDAAZ
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ＩＴ
活用ＨＰとＳＮＳを連携させた情報発信による販売促進支援宮崎県

支援体制

津曲 智英 氏

宮崎県中小企業等支援プラットフォーム

宮崎商工会議所

専
門
家

ジュンクオーレ

■業種：サービス業
■従業員：0人
■資本金： - （万円）
■創業：平成24年1月30日
■住所：宮崎市丸山1-199
■企業概要：化粧品販売、女性専用サロン

■支援の経緯
本企業は、宮崎市にある創業5年目の女性専用エステティックサロンである。これまでは、顧客へのエステティック
サービスを中心に経営してきたが、顧客が伸び悩んでいる状況であった。そこで、まずは店舗の認知度を向上させよう
と自社のＨＰ及びＦａｃｅｂｏｏｋを開設したが、効果が出なかったことから、認知度向上のための方法について当機関に
相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業にヒアリングしたところ、販売促進に向けたＰＲがされていないことがわかり、それゆえに、店舗の認知度が低
いままになっていると判断した。そこで販売促進のためにＨＰやＳＮＳの活用方法を改善する必要があると判断し、訴求
力の高いＨＰコンテンツの作成及び効果的なＨＰ更新頻度等について実績が豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
事業者に現在の経営状況や今後の方針をヒアリングしたところ、ＨＰ及びＳＮＳ
の活用担当者が退職したことから、現在ＨＰ及びＳＮＳを活用できる者がいないこと
がわかった。そこで、事業者自身にＨＰ及びＳＮＳによる販売促進方法を指導するこ
ととした。まずは、店舗のコンセプトを定めることで、顧客ターゲット層を明確化する
よう指導した。次に、訴求力の高いＨＰの作成方法を指導した。具体的には、ＨＰと
ＳＮＳの双方が連携した情報発信が必要であることを説明し、ＨＰを更新した際には、
必ずＳＮＳで投稿するよう指導するとともに、ＳＮＳの更新を週に複数回以上とする
こと及び写真を必ず掲載するよう助言した。さらに、当該写真の掲載方法やＨＰ全体
の色遣い及び各項目の配置方法等についても指導した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000h6AfoAAE

支援

企
業

■氏名：津曲 智英
■保有資格：6次産業化プランナー
■専門分野：ＷＥＢ戦略・デザイン・ブ
ランディング
■専門家の声：事業者の想いと現状
を踏まえ、どうすべきか、何ができる
か、方向性を定めて具体的なアクショ
ンにつなげる指導を行うことで着実に
前に進めるようにしている。

津曲先生からのＷＥＢ戦略に対してのアドバイスを受ける
機会をいただき感謝しております。
開業して4年、日常の業務に追われる日々ですが、同時
に今後の新たな打ち出し方を模索しているところです。特に、
苦手な部分であるＨＰやＳＮＳの活用の仕方がわからず進
むべき方向が固めらない状況でした。今回の支援により、
客観的に見直し、今後の計画の方向を見出すことができ、
問題を解決することができました。ありがとうございました。

支援により訴求力の高いＨＰを作成することができた。また、ＳＮＳにてほぼ毎日投稿したところ、当初
は各投稿に対して20名程度のリーチ数であったところ、現在は各投稿で常に100名以上のリーチが得ら
れるようになるとともに、「いいね」の数も支援前と比べ2倍以上となるなど、認知度が向上した。
認知度が向上したことで、マスメディアが取材が入るようになり、地元ＴＶ局であるＵＭＫ（テレビ宮崎）に
も出演し、さらに認知度が向上した。また、認知度が向上したことで、エステティクサービス及びエステ
ティックスクールの顧客が増加し、売上が拡大した。

支援後のＨＰ（上）

テレビ宮崎による取材風景（下）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000h6AfoAAE
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その
他土木システム開発の社内体制構築に対する支援鹿児島県

支援体制

岩佐 和紀 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は、建設会社の子会社で土木工事に関する資材の卸販売やソフトウェアの開発を行っている。これまで、土木
工事にかかる設計データの取込や単価表自動作成等の機能を搭載したソフトウェアを開発し、地域の企業に販売して
きたが、開発者が高齢になったことにより、今後もソフトウェア開発事業を継続していくための人材育成及び社内体制
の整備が必要となったことから、その手順やスケジュールの立て方などについて当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業をヒアリングしたところ、これまでは属人的にソフトウェアの開発が行われたことから、ソフトウェアに関する知
識や情報が開発者の頭の中にしかなく、社内で情報共有されていないことが判明した。一方で、人材を育成し、新しい
ソフトウェアを開発していくためには、ソフトウェアに関する知識や情報を社内で共有する体制をしっかりと確立すること
が必要であると判断した。そこで、情報システムの開発、運用の経験が豊富である本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まずは、開発しているソフトウェアの内容を確認し、当該ソフトウェアの仕様や開発行程
を把握した。そのうえで、社内において感じている課題や足りていないノウハウなどについ
てもヒアリングを行い、支援を開始した。中長期的なソフトウェア開発プロジェクトの計画
を立てるための考え方とプロジェクト運営のための予算策定の方法についてアドバイスを
行った。企業側もそのアドバイスを基にして実際にプロジェクの計画書を作り上げ、さらに
ソフトウェアにおける各種設計書やソフトウェア完成後の人材育成の計画書を仕上げること
ができた。

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

鹿児島県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家の声

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000ubroVQAQ

■氏名：岩佐 和紀
■保有資格：情報処理技術者 / IT
コーディネータ
■専門分野：システム開発
■専門家の声：
相談者様の不安を解消するために相
談者の理解度やスキルに合わせたア
ドバイスを意識しました。

自社の将来を考えてやるべきことを明確にしたいという思い
で相談をしましたが、自社のソフトウェアが他社のソフトウェ
アに比べて、どの部分が優れており、どの部分を大切にして
いかなくてはならないか！が整理できたので、今後のソフト開
発においても大きな気づきを得ることができました。
また、専門家からは重要な部分を整理して明確に伝えてい
ただいたので、あまりソフトウェア開発の知識がない者でも重
要なポイントをしっかり押さえて理解することができました。

ソフトウェア開発のノウハウを社内において共有する仕組みができ、関係者が自社製品について同一の知識・情報を得ることが
可能になった。自社のノウハウが整理されることにより、その部分を外部の開発会社に委託すべきか、どの部分がコアになってお
り自社で開発を行うべきかが明確になり、外部の開発会社との連携がスムーズにできるようになった。これにより、新しいソフト
ウェアの開発スピードを上げることが可能となり、ソフトのリリースを早めることにより、来期の売上は今期を上回ることが期待でき
る。

株式会社 田島技術

■業種：建設業
■従業員：11人
■資本金：800万円
■創業：昭和57年4月
■住所：鹿児島県薩摩川内市入来町副2178
■企業概要：土木工事の施工,資材･ソフト販売

企
業

（支援の様子）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000ubroVQAQ
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経営
革新縫製工場の設備配置等見直しによる生産性向上支援鹿児島県

支援体制

鶴 洋 氏

中小企業地域プラットフォームかごしま

公益財団法人かごしま産業支援センター

専
門
家

有限会社 船津ソーイング

■業種：製造業
■従業員：19人
■資本金：300万円
■創業：平成元年6月28日
■住所：鹿児島県姶良市船津1666
■企業概要：スポーツウェア受託縫製業

■支援の経緯

本企業は、鹿児島県姶良市で大手スポーツメーカー等の受託縫製加工を行っており、オリンピックで着用するユニ
フォームの製造実績もある企業である。しかし、主要な発注企業が生産拠点を海外に移転したことにより、年間を通し
て受注量が安定しなくなったことに加え、主要な発注企業1社への依存度が高いといった課題を抱えていた。
そのため、近年は自社ブランドである「着る御守」を立ち上げ、売上確保と主要な発注企業への依存度の軽減に努め

ているが、このようななか、取引先の拡大に向けて、工場管理業務と生産性の効率化を図ろうと当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ

本企業へヒアリングを行うと、工場の管理業務のほとんどが工場長（現経営者）に集中しており、業務負荷が非常に
高くなっているがゆえに工場管理以外の業務に注力できない状態であることがわかった。そこで、まずは現場改善を行
い生産性を向上させることで、工場長の業務負荷の軽減につながると判断し、
現場改善や生産管理の支援実績が豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず、製造の基礎力となる5Ｓ(整理、整頓、清掃、清潔、躾)について工場長に
説明し、次に、「物と情報の流れ図」と「設備配置図」を作成し、現在の工場の状況
を把握した。その後、これらのデータをもとに、実際の物の移動経路をトレースした
ところ、非常に複雑で入り組んでおり、経路が長いという問題があることがわかった。
そこで、同じような機能を持つ生産設備をグループ化し、主要製品の工程順に生
産設備を並べるよう配置変更の提案を行い、実施してもらった。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjZ3AAJ

支援

企
業

■氏名：鶴 洋
■保有資格： なし
■専門分野： 現場改善・生産管理
■専門家の声：
工場長の改善意欲が高く、意見を素直に
受け入れ実行に移されたことが改善を大
きく推進させ、スムーズな改善活動ができ
た。

本支援の前に、『トヨタ生産方式』を独学で学んでいました。
また、会社の運営に何が必要か、何が問題かを理解したつも
りでした。 しかし、今回の支援を受け『トヨタ生産方式』の前
に、工場の運営方法・5Ｓの徹底など必要な状況が確立して
いないことなど、間違った解釈に気づきました。
ルーチンワークなど、日々の業務に追われている中小の経
営者が、もっと良い会社にするのに必要な考え方が、『トヨタ
生産方式』には詰まっていると思います。
最後に、このような機会を与えていただいた支援機関・専
門家に出逢えたことに、感謝します。

設備の配置変更を行ったことで、これまで幅が狭く気を使いながら通っていた通路を広くすることができ、製品の運搬が非常に
スムーズになった。運搬距離が短縮されたことで運搬にかかる時間が少なくなり、生産性の向上につながった。それにより、工場
長の業務負荷が軽減され、自社ブランドの売上拡大等の他業務に注力できるようになった。
また、設備配置を変更した際にあちこちに点在していた仕掛品置場を減らしたことで、小ロット生産が可能となった。今後は小
ロット生産による短納期化を図り、より一層の生産性向上に取り組んでいく予定。

（改善前）設備配置図 （改善後）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjZ3AAJ


平成28年度専門家派遣事例 75

もの
づくり大宜味村産シークヮーサーを活用した新商品開発支援沖縄県

支援体制

西根 英一 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は、健康食品や地域特産品を取り扱う小売店である。自社商品として、大宜味村産シークヮーサーを加工した
商品を製造、販売しているところ、原料であるシークヮーサーは商品への活用方法が限られていたことから過剰な在庫
が発生し、本企業の経営を圧迫していた。そこで、シークヮーサーの新たな商品開発を図るために、当拠点に相談が
あった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ヒアリングを進めていくと、大宜味村産のシークヮーサーは、栄養価や効果等の機能性は高いが、その機能性を生か
した商品が少なく、新たな商品を開発する余地がまだまだあると判断した。また、新たな販路を開拓していくためには、
ブランディング戦略を構築することが必要であると判断した。そこで商品のブランディングについて、専門的な視点と具
体的手法をアドバイスできる本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
大宜味村産シークヮーサーについて、有効性、安全性、簡便性、経済性といった機能
的価値と、消費者が抱く共感性、安心感、満足度などの情緒的価値について分析を
行った。次に、顧客のターゲティングと新商品が使われるシーンを明確化し、美白、
糖尿病予防、防カビの3つのテーマに絞り、新商品を開発するようアドバイスした。
さらに、新商品のブランドネーム、キャッチコピー、ボディコピー、商品タグラインにつ
いてアドバイスを行うとともに、新商品をＰＲするためのチラシの作成方法についても
アドバイスした。
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事業者の声専門家の声

■専門家プロフィールＵＲＬ （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t6CLlQAM

■氏名：西根 英一
■保有資格：大学教員
■専門分野：ブランディング、マーケ
ティング、広告のコミュニケーション
■専門家の声：商材がもつ価値を伝え
るだけでなく顧客にその価値が伝わる
よう依頼主とともにマーケティング&コ
ミュニケーションの精緻な設計図を描く
ような支援を心掛けた。ＢｔｏＢビジネス
マッチングについても助言。

自分では、「ヘルスケアビジネス」、「マーケティングの基本」
について理解していたつもりでしたが、商材、課題、市場、顧
客に分けてひとつずつわかりやすく学ばせていただきました。
おかげ様で地域資源の強みを磨き、ヘルスケアビジネスとし
て発信できる可能性を感じました。また、このヘルスケアマー
ケティングの基本を県民の多くの方に学んでもらいたいと思
いました。まずは、シークヮーサーの粉末、精油、蒸留水を新
たなブランドとして確立させて三方良し（売り手良し、買い手
良し、世間良し［生産者］）と事業を成功させて地域の活性化
を目指していきます。

原料であるシークヮーサーを、機能的価値と情緒的価値の2つの視点から分析し、新商品の方向性を固めることができた。そし
て、シークヮーサーと健康の繋がりをイメージし「シークヮーサーＤＥヘルスケア」というキャッチフレーズを設定するとともに、ブラン
ディングに基づいた商品名とパッケージデザインを作成し、新商品が完成した。
その後、大宜味村物産展において新商品のテスト販売をおこなった結果、予想以上の売上で良い手応えを感じ、現在は本格的
な販売に向け準備を進めている。

株式会社 CAMUECO

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：1人
■資本金：500万円
■創業：平成21年6月
■住所：沖縄県那覇市安里1-4-15 1F
■企業概要：地域特産品の販路開拓

企
業

（支援を受けたブランディングの構図）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t6CLlQAM

